











































クズだけど異能バトルで覇は権けん狙ってみた
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「夢はきっと叶かなう」なんて言葉は、その夢を食い物にしようとしている奴やつらの戯言ざれごとだ。




　──なんてことを作文で書いたのは、中学二年生の時だったかな。

「将来の夢」とかいうあまりにも馬鹿らしいお題にそうやって書いて提出したら、教育実習のお姉さんが泣きながら怒り出したんだった。仕方ないので「将来は先生みたいな生徒に愛される先生になりたいです」に書き直したら泣きながら喜んでた。バカだ。

　なんでそんなことを思い出したのかというと、俺が異能バトルなんかに参加してるのも、そんな考え方のせいなんだろうな、と思ったからだ。

　そう、異能バトルである。

　といっても俺自身に能力があるわけじゃなくて、パートナーの神様が変身して武器になり、それを手に戦う、代理戦争というか、バディファイトというか。

　まあ、そういうタイプのバトルものだと思ってほしい。

　その戦いを〈最終戦争アポカリプス〉と言う。

　で、俺は今その〈最終戦争〉の真っ最中ってわけ。




『アスマさん！　右方向から攻撃、来ますよー！』




　俺の名前を呼ぶのは、俺が手に持った弓だ。

　弓といっても弓道で使うようなやつとは違う。

　アーチェリーに似ているが、もっとメカメカしい感じだ。

　持ち手の近くから空中に飛び出した画面の中で、金髪のＳＤ少女が騒さわいでいる。

　俺のパートナーの神様、アルテミスだ。

　というか、この弓自体が、アルテミスが変形したものなんだけどな。

「ちっ……」

　俺は攻撃をかわすために移動。

　すぐ横を白い光が通り過ぎて、近くの家と電柱をぶっ壊した。

　ああ、ちなみに俺たちが今いるのは〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉という特殊な空間。生物以外の現実がそっくりコピーされた空間で、中でどんな戦闘が起こってどんな破壊が為なされても、元の現実に影響は出ない。




　──とまあ、こんな感じでこれは、よくある異能バトルの物語だ。












　もうその手の話は飽きたんだけど！　と言いたくなるが、現実に巻き込まれちゃってるんだから仕方がない。




　ただ、この物語にちょっと変わったところがあるとすれば──




『やっばいですよーアスマさん！　第二射、第三射、どんどんきますー！』

「ぜんぜんヤバくねえよ」

　俺はテキトーにジグザグ移動しながら、相手を探す。

　白光がさらに放たれ、建物を破壊する。

　相手の攻撃力はそれなりに高い。けど、頭はあまり良くないようだ。

　何発も違う角度で撃ったら、その発射地点は簡単に予測できる。

　俺は弓を構えた。

　白い光が凝縮して矢の形をとる。

「……見えた」

　矢を放つ。

　すぐに「ぐあっ！」と悲鳴が聞こえた。命中したようだ。

『やりましたよ！　さすがアスマさん！』

「相手が間抜けなだけだっての」

　簡単に命中したのは、俺が弓矢の名手だからとか最強系の主人公だからとかそんな話ではなく、弓本体であるアルテミスが調整してくれるからだ。

　そもそも今の一撃でとどめをさせないんだから、最強でもなんでもないよなぁ……。

　相手がいる場所へ移動する。

　民家の屋根の上に、大柄な男が片かた膝ひざをついてうずくまっていた。

　外国人だろう。どこの国の人間かは分からん。〈最終戦争アポカリプス〉には世界中から神様と人間が参加しているのだ。

「おのれ……まさかこんなに簡単に…………」

「そりゃこっちのセリフだって。今まで五人くらいと戦ってきたけど、こんなに早く勝負がつきそうなのは初めてだ」

　俺は弓を構える。

　狙ねらうのは男が手に持った拳けん銃じゆう型の武器。

〈最終戦争〉の戦闘は、相手が持つ武器である、神様が変身した〈神器アセツト〉──正確には、そこにはめ込まれた神と人の契約の証あかしである〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を破壊することで勝敗が決まる。

「ま、待て！」

　不意に男が叫んだ。

「きょ、協力しようじゃないか！　オレの信念は《正義》！　そう、この世界を正義で満たすのが目的なんだ！　き、きっとお前の信念と共存できるはずだ。だから──」




　そうそう、二つほど大事なことを話すのを忘れてたな。

　一つ、〈最終戦争アポカリプス〉の目的は〈生命の樹の実〉。この戦いで最後まで勝ち残った神と人は、そのどんな願いでも叶えてくれるアイテムを手に入れられるそうだ。

　もう一つ、この戦いでは「信念」が力となる。

　神と契約して〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を受け取った人間──〈転聖者オーヴアーライド〉の持つ信念が強ければ強いほど、パートナーであり武器でもある神の力は強くなる。




　まあそんなわけだ。

　で、この男のお誘いに対する俺の答えだが、

「いやだ」

「え？」

「いや、普通にイヤだろ。《正義》って信念掲かかげてるくせにそんな弱いあんたと組んで、俺にどんなメリットがあるんだよ？　あんたが得するだけじゃないか。そういうのは協力じゃなくて、寄生とか依存って言うんだよなぁ」

『アスマさん……またそういうクズなことを……』

　なんかアルテミスの呆あきれ声が聞こえてくるけど無視無視。

「それに──あんたの信念と俺の信念は、絶対に共存なんかできねえよ」

「な──ぐっ」

　男は怒り声を漏もらす。おーおー顔真っ赤にしちゃって。

「な、ならば、お前の信念はなんなんだ！　正義と共存できない信念なんか、この世に存在できるはずがない！」

「…………」

　俺は小さくため息を吐つく。

　まったく──。

　本当に、この〈最終戦争〉に参加してるヤツは、こんなヤツばっかりだ。




「俺の信念は──《叛はん逆ぎやく》だ」




「は？」

「あらゆる信念に叛逆し、あらゆる思想に叛逆し、正しい者に、義を掲げる者に、総すべての存在者に──抗あらがい逆らい叛はん旗きを翻ひるがえす。それが俺の信念だ」

「ば、かな……」

　男は愕がく然ぜんとして目を見開く。

　目の前に立つ俺が理解できないというように。

「バカなバカなバカな！　そんな信念で〈最終戦争アポカリプス〉を戦えるものか！　そんな、そんなもので……ならば、お前はなんのために戦う!?　〈生命の樹の実〉を手に入れて、お前は何を願うつもりだ！」

「世界に叛はん逆ぎやくするに決まってるだろ」

「はぁ？」

　男は再び目を見開いた。

　もう戦闘中だという意識は無いに等しい。

　ただ、自分の信念である正義と擦すり合わせて、俺の信念を理解しようと努つとめている。

「〈生命の樹の実〉を手に入れて、俺は──」

　そんな男に、俺は構わず言ってやる。

　人と人が理解し合えるなんて幻想に過ぎないんだという事実を叩たたきつけるように、




「──このクソみたいな世界を滅ぼしてやる」




「は……？」

　三たび目を見開く男。

　もう、漏もれた声はただの吐と息いきだ。

　俺の答えは、男の理解の範はん疇ちゆうを超えてしまったらしい。

　まあ、仕方ない。

〈最終戦争〉に参加する奴やつは、どいつもこいつも正論を振りかざす奴らばかりだ。

　そんな奴らが、自分とまったく相あい容いれない信念を持つ、しかも自分より強い奴と出会ってしまったときのショックは計はかり知れない。

　言うなれば、小学生のとき「クラスの目標」をみんなで決めてて、「みんな仲良く」って目標に決まりそうな時に一言「そんなの実際無理だろうけどね」って呟つぶやいたら周りが一斉にフリーズしたみたいな感じ。

　まあそのあと俺を除いてみんな仲良くなったので目標達成と言えなくもないですねー。

　固まってしまった男を見下ろしながら、俺はそんなことを思い出す。

　思い出し笑いが浮かぶ。

　男からは、いったいどんな表情に見えているのだろう。

　きっとひどく残酷で、酷こく薄はくで、皮肉めいた嘲ちよう笑しようになっている。

　嘲笑を浮かべ、俺は言い放つ。




「くたばれよ、正義の味方のクソ野郎」




　男は我に返ったように悲鳴を上げるが、遅い。

　矢を放つ。

　光の矢が男の拳けん銃じゆうを貫き、破壊した。




　──そう、このありがちな異能バトルの物語に、ちょっと変わったところがあるとすれば、それは、




　語り手の俺が、正義の味方でも、友達思いの熱ねつ血けつ漢かんでも、姫を護まもる騎士でも、妹大好きなお兄ちゃんでもなく、

　世界を滅ぼしたくて戦っている──




　ただのクズだってことだ。






　第１話　クズだけど異能バトルに参加してみた









　男の〈転聖鍵セイクリツド・キー〉が破壊されると、〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉も消失した。

　俺は人に目撃される前に屋根の上から降りる。

「いやー！　なかなかエキサイティングなバトルでしたね。ひやひやしましたよ！」

　と、今度は肉声でアルテミスが言う。

　弓の姿だった彼女は、人の姿に戻っていた。

　神様だけにものすっごい美人だ。

　金色の髪はまるで黄金の小麦畑のごとく。ぱっちりとした目、すっと伸びる鼻筋、鮮あざやかな唇、それらすべてのパーツが完かん璧ぺきなバランスで配置された顔は、絹きぬのように白いのに健康的だ。ワンピースに包まれた身体からだはスレンダーなくせに肉感的で、特に胸部の二つの膨ふくらみは、豊ほう穣じよう神でもある彼女の名に恥じぬ巨大さを誇る。

　俺は、そんな彼女のほうから飛んできた〈転聖鍵〉をキャッチしながら答える。

「別にそんなこともないだろ。相手も大したことなかったし」

「またまたー、アスマさん、そうやってクールぶっちゃって」

「いや、クールとかじゃないから……」

　戦闘後だからかアルテミスはテンションが高い。っていうか、腕組んで胸をぎゅうぎゅう押し付けてくるのやめてくれませんかね。そういうのフィクションで見る分には楽しいけど、実際にやられるとどうしたらいいか分からなくてキョドっちゃうからね！

　ちなみに端はたから見ると、まったくリアクションなくて機嫌悪いように見えるレベル。

「アスマさん、いつもは遠くから攻撃するばかりで、相手に姿見せないようにするじゃないですか」

「そりゃお前の攻撃方法が弓矢しかないからだっての。今回は姿隠すまでもなく弱い奴やつだったってことだ」

　俺は、未いまだ茫ぼう然ぜん自じ失しつとして屋根の上に座り込んでいる大柄な男を見た。

〈最終戦争アポカリプス〉で敗れた人間は〈最終戦争〉に関する記憶を失う。

　そして、パートナーの神様は神界に還かえり、人間界で力を振るうことができなくなる。

　失う記憶は、どこまで深く〈最終戦争〉に関かかわっていたかによって変わってくる。

　参加中の記憶だけが綺き麗れいになくなる場合もあるし、参加する理由だった「目的」や「信念」も一緒になくなってしまう場合もあるようだ。

　あの男はどっちだろうか。

　あるいは、どっちのほうが幸せだろうか。

「…………」

　まー負けた奴のことなんかどうでもいいけどねー！

　俺は〈転聖鍵セイクリツド・キー〉をポケットに突っ込みながら言う。

「それより、腹減った。もう真っ暗じゃねえか。さっさと帰ろうぜ──」




「見つけたわよ！　アルテミス！」




　俺の言葉を遮さえぎって大声が響きわたる。

　そして、俺たちの家路を塞ふさぐように仁王立ちする人影二つ。

　あー……先に言っておくと、こいつらはただのアホなので、これからまたバトルが始まったりはしません。咬かませ犬キャラ？　そんなレベルですらないよ。

「うへえ……またあなたですか、イシュタル」

　アルテミスもテンションだだ下がりで肩を落として言う。

　俺はため息まじりに呆あきれ声で、

「いい加減あきらめろよ……なんていうか、お前ら〈最終戦争〉の才能ないって」

「うるさいわよ坊や！　今日こそは負けないわ！」

「お、負けフラグいただきましたー」

「だ、黙だまりなさいっ！」

　二つの人影のうち大きい方が一歩前に出て、街がい灯とうの下に立った。

　ウェーブかがった赤髪の、超美人。

　アルテミスが俺と同い歳どしくらいの外見なのに対して、彼女──イシュタルは明らかに歳上。大人のお姉さんって感じだ。

　ぴったりしたスーツを着ていて、あちらこちらがはち切れそうなくせに、細いところは思い切りほっそり。色いろ気け満点──ただまあ、そっち系のお仕事の人っぽいという感想は否定できないかな。

　で、キャバレー・イシュタルのホステスさんは小さい方の人影に呼びかけた。

「さあアイシャ、行くわよ」

「ふぁ、ふぁいっ！」

　気合充分、しかしやや空回り。そんな感じで一歩前に出たのは、ちっこい少女だった。

　十歳くらいだろうか。はっきり分からないのは、彼女が俺にはかなり馴な染じみのないところ出身の人間だからだ。

　褐かつ色しよく肌はだに銀髪。纏まとうのは砂漠の民っぽい民族衣装。

　中東の某国出身の戦せん災さい孤こ児じらしい。たぶん詳しい国名を聞いたら面倒臭いことになる。

「あ、アイシャ、いっちゃいますっ」

　アイシャは、思わず録音したくなるようなセリフを口にして、民族衣装の裾すそから〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出した。












　神様は身体からだのどこかに〈転聖門ゲート〉という紋もん章しようを持っている。そこに〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を差し込まれることで、神はパートナーたる人の「信念」を通して自分の力を顕けん現げんし、武器へと変ずるのだ。

　ちなみに人間──〈転聖者オーヴアーライド〉のほうも、神と契約を交わすと身体のどこかに〈転聖痕クレスト〉という紋章が発生する。これは普段は見えないんだが〈転聖鍵〉をその近くにかざすと光ったりする。鍵を差し込めるわけではないし、変身もしない。なんでそんなのあるんだよ。カッコいいと思ったの？　厨ちゆう二になの？

　ともかくアイシャは〈転聖鍵〉を握った手をイシュタルの胸元に伸ばす。

　ああ、確か彼女の紋章は胸の谷間にあるんだっけ……エロいですね。いいと思います。

「それ！　あ、ひゃあ！」

「…………」

　勢いよく一歩を踏み出したはいいが、アイシャはその一歩目ですっ転んだ。

　もちろん何もないところでだ。

「アイシャ！」

「ひゃう、いた、痛いです……」

　まあそりゃ痛いだろう。手をつく暇ひまもなく顔面から思い切り突っ込んだからな。

　身を起こしたアイシャは、鼻の頭を擦すりむいていた。ついでに鼻血が出ている。目から涙もこぼれてる。

「よ、よくもやってくれたわね、アルテミス！」

「ええー……それはさすがに言いがかりでは」

　アルテミスは反論を試こころみるが、イシュタルは聞く耳を持たない。

　アイシャを抱きかかえると、バッと身を翻ひるがえし、

「こ、今度こそ覚悟しておきなさい！」

　見事すぎるテンプレ捨てゼリフとともに、たったか走り去っていった。

　……追いかける気にもならない。

「……なあ、アルテミス」

「なんでしょう、アスマさん」

「どうにかなんないのか、あの二人。イシュタルってお前の親しん戚せきだろ？」

「いや、全然親戚とかではないんですけど。ただ、属性が似てるからって一方的にライバル意識燃やされてるだけで」

　そう、イシュタルもアルテミスと同じで豊ほう穣じようを司つかさどり、繁はん栄えいを約す女神なのだ。

「どうでもいいが、神界でのごたごたに俺を巻き込まないでくれ……」

「あ、でも、〈転聖鍵〉を取り出せただけ、今回はマシだったのでは？」

「そもそも戦闘にならない時点でおかしいっての」

　最初に現れた時は、確か〈転聖鍵セイクリツド・キー〉が見つからなくて撤退してた。二回目は布と絡からまって出てこなかった。それ以降もいろいろあったがもう憶おぼえてない。

　とにかく、いつも突然現れてわぁわぁ騒さわいで、勝手に逃げていくのだ、あいつらは。

「あーなんか今ので疲労感が倍増したわ……」

「アスマさん、そんなだらけると、ただでさえ悪い顔──じゃない、悪い表情が、ますます険悪になっちゃいますよ！」

「悪い顔言うな……そこまで酷ひどいことになってないだろ」

「いいえ酷いです。普段はせいぜい死んだ魚のような目で済んでますが、今は死んで腐くさりきった魚のような目になってます。正直見るに堪たえません」

「いやいや、まさかそんな」

「ホントですって」

　残念ながら鏡がないので確かめる術すべはない。

　けど、まあ、たぶんそんなもんだろうと思うよ。

　基本的にやる気がなく、死んだ魚の目がデフォルトだ。

　クズな思考が常態化しているから、やる気を出すことなどありえない。

　いやほんと、こんなんでよく異能バトルに参加しようなんて思ったもんだよな、俺。

「ところで、さっき倒した男のパートナーって、なんの神様だったんだ？」

「えーと、ぱっと見ですけど、『神』ですね」

「？　いや、神様なのは知ってるけど──」

「いえ、そうじゃなくて、『神』ですよ。ゴッド、主。別の言い方だとヤハむぐぐ」

「分かった。それ以上言うと面倒臭いことになりそうだからもういいぞ」

　そんなのまで参加してるのかよ。

　基本的に〈最終戦争アポカリプス〉では、神様自身の強さは戦闘能力とは無関係らしい。

　神様の力は、人間の世界では、人間の信念を通してしか発揮できないんだとか。

　だから、どんなに強い神でも、パートナーの人間の信念が弱ければ、活躍はできない。

　そして、人の信念なんてもんは、たとえ神様でも計はかり切ることは難しいようだ。

　俺は、運の悪い神様に心の中でアーメンと呟つぶやきながら、今度こそ家路についた。

　ホントに疲労してたらしく、家に着いたらすぐに寝てしまった。運動不足だな……。





　　　　★






『はじめましてー！　私アルテミスって言います。神様やってます！』

『あ、そういうのは間に合ってるんで』

『ちょちょちょ！　違います違います！　宗教とかじゃないです』

『けど今神様って』

『でも違うんです。えーとですね、神かん薙なぎアスマさん、でしたっけ？　その、どんな願いでも叶かなえてくれるアイテムに興味はありませんかっ？』

『ないですね』

『即答っ!?　いやいや待ってくださいよ。私はですね、強い信念を感じて、ここまで来たんです。アスマさん、あなたには信念がある。神の力を借りてでも叶えたいような、そんな強い想おもいがあります。私には分かります』

『…………』

『それはきっと、私こと恋の女神アルテミスと引き合うくらいですから、恋の願いではありませんか？　ほらほら、そういうお年頃ですものね？　遠えん慮りよしなくていいんですよ。お姉さんに相談してみなさいな、ほらほらぁ』

『…………それは』

『はいはい？』

『その──アイテムとやらは、本当にどんな願いでも叶うのか？』

『ええ、そりゃもちろん！　世界中の神様がそれを求めて戦うくらいですからね！』

『へえ…………そりゃ、面白い』
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　──カンカンカンカンカンカン！

「…………」

　くっそやかましい音で目がさめた。

　見れば、太陽みたいな笑顔のアルテミスがフライパンとオタマでエイトビートを刻きざんでいた。超うざい。

「うるせえなぁ……なんだよ、バンドでも始めるつもりか」

「違いますよ。アスマさんがいつまで経たっても起きないからです」

「ほっとけって……昨日の戦闘で疲れてるんだ」

「いや、大した運動量じゃないじゃないですか」

「ばっかお前、ボッチの運動不足を舐なめるなよ」

　夏休みの間、今日までまともに外出したのは五回くらいだろうか。

　ちなみにその五回は〈最終戦争アポカリプス〉しに行っただけである。

　え？　友達と遊びに行く？　なにそれ？

　クソ暑い夏に、わざわざ混んでいる海やらプールやらに行ったら具合悪くなるに決まってる。ゆえに、遊びに行く友達など最初から作らないで、外出の機会を減らすことが最強の熱中症対策となる。病院のパンフレットとかにも書いておくといい。

「まあアスマさんが体力ゼロのダメ人間なのは分かりました」

「そこまでは言ってない」

　昨日だって頑がん張ばって走ったじゃないか……。

「分かりましたが、今日は九月一日、夏休みは終わりです。今日から学校ですよ！」

「そういやそうだったか……」

　なんかバタバタしてて忘れてた。

　つまり、アルテミスと出会って〈最終戦争アポカリプス〉に参加してから、一ヶ月近く経たつわけだ。

　出会ったときの会話──さっき見た夢──が、はるか昔のことに感じる。

「どうかしましたか、アスマさん？」

「いや、お前と最初に会話交かわした時のことを思い出してな」

「私たちの運命の出で逢あいですね！」

「ああ。あんときもお前はアホだった」

「んなっ、なんですと!?　いやいや、そんなことありませんよ？」

「いや、アホだろ。勝手に俺の願い事勘かん違ちがいしたりして」

「あれはアスマさんが悪いんです！　騙だますようなことをするから」

「別に、俺はお前の言う通りだなんて言わなかっただろ」

「ぐぬぬ……」

　そう、俺とこいつの〈最終戦争〉は勘違いから始まった。

　アルテミスが勝手に、俺に恋の願い事があると思い込んで、勧誘してきたのだ。

　結果俺はこいつから〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を受け取って〈転聖者オーヴアーライド〉となり、神々の争いに参加することになった。

　高校生ならば恋の悩みの一つもあるだろう、なんていう下らない思い込みをしていたアルテミスが悪い。恋愛脳はこれだからな……世の中、ラブコメに縁のない人間の方が多いんだぜ！

「そんなことより……その格好はなんだ？」

　俺はようやくその質問を口に出す。

　ベッドの横でにっこにっこしてるアルテミスは普段のワンピース姿ではない。

　俺が通う都立藍あい生おい高校の女子ブレザーである。

「いえね、私も今日からアスマさんと一緒に学校に行こうかと思いまして」

「はぁ!?　どうやって？」

「いや、それはほら、こう、色々頑張ってですね」

「……あーいい、もういい」

　どうせ俺には聞いたところでよく分からない。

　神様たちは、人間社会に溶け込む様々な手段を持っているらしいのだ。もともと持っていたのか、〈最終戦争アポカリプス〉のために用意したのか、その辺はよく分からないが。

　まあ、確かにいつ戦闘になるか分からないんだし、パートナーとはあまり離れずに過ごしたほうがいいのは確かだ。

　……こいつが近くにいることによる精神的苦痛は我が慢まんするしかない。

「そんなことよりアスマさん！　他に言うことはないんですかっ？」

「ねえよ」

「はやっ!?　いやいや、まさかそんなバカな。女子高生ですよー、金髪美人の制服姿ですよー。テンション上がりませんか？　人生楽しくなりませんか？」

「自分で美人言うな」

　アルテミスは何が楽しいのか、相変わらずにっこにっこしながらポーズを取った。

　仕方なく俺はアルテミスの制服姿を改めて眺める。

　確かに妙な迫力はあった。生きつ粋すいの金髪は神々しいほどにきらめいて、おとなしいデザインのブレザー姿に精せい彩さいを加えている。そそり立つように大きい胸は、布地を大いにひきつらせながら、その存在を主張している。脚あしが長いからだろう、上下のバランスが相対的に変化して、どこか違う制服に見える。総じて、学校で見る他の女子とは、明らかに差別化された、オンリーワンの魅力を生み出していた。うん、つまり一言で言うと、

「──外国人のコスプレＡＶみたいだな」

「ひどっ！　ええー、ちょっと待ってくださいよアスマさん。まさか感想、それだけですか？」

「いいから、ほら、さっさと飯メシ食うぞ」

「え！　この話題もう終わりなんですか!?　私なんのためにこの服用意したんですか！」

「学校行くためじゃねえのかよ……」

　誤解と勘かん違ちがいからパートナーになってからというもの、アルテミスはちょいちょい俺に「人生の楽しさ」やら「世界の素す晴ばらしさ」やらを主張してくる。

　まあ、彼女としては、〈最終戦争〉には勝ちたいけど、その結果パートナーに世界の滅びなんぞ願われては困る、ってことなんだろう。けど、その素晴らしさを伝える手段が制服コスプレとかだったりするからズレてるよなぁ……。

「だいたいその制服、俺は毎日学校で見るんだぞ。テンション上がるも何もないだろ」

「いやいやいや、そんなこと言ってると、卒業してから後悔しますよ。人は後から気付くんです。『あのとき自分はコスプレパーティの会場にいるようなものだったのか』と！」

「……ああ、神様って長く生きてるから、ご年配の方の気持ちもよく分かるんだな」

「ちょー！　止やめてくださいよ！　私高校生ですからね！　アルテミスさん十七歳！」

「はいはい分かった分かった……分かったからちょっと黙だまってろ」

　朝からどんどん気力が奪われていく……。

　俺は苦味の強い粉を選んで、コーヒーを淹いれた。
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「えー、今日は転校生を紹介する」

　担任の松まつ木き林ばやし先生の、録音してきたような言葉に、俺は本を読んでいた顔を上げた。

　アルテミスが転校してくるんだったっけ。本に集中しててすっかり忘れてた。

　そういや、周りでそんな噂うわさ話をしている生徒がいたな。

　まあ、耳にしたというだけで、誰かが俺にその話を振ってきたわけではない。

　俺はこのクラスで、自分から進んでボッチの道を選んでるから。

　自衛のためだ。

　学校の人間関係ってのはなかなか厄やつ介かいだ。それはケータイでやりとりされるＳＮＳ上の関係性まで絡からんできて、複雑怪奇な様相を呈ていする。現実のグループがネット上にグループを形成し、その変化が現実に還元される。その動向をつぶさに観察し、対応し、自ら参加して役割を果たさねば、自分の位置を確保し続けることは不可能だ。

　それは恐るべき労力の無駄使いである。

　しかしただ一つ、そういった労力を消費せず、確保できるポジションがある。

　それがボッチポジションだ。

　誰とも関かかわらず、誰とも触れ合わない。ＳＮＳのグループにも参加しないし、現実のグループにも参入しない。これなら人間関係の維持に腐心することはないし、ちょっとしたグループの変化に一いつ喜き一いち憂ゆうすることもない。傷つかない、傷つけない、最強にして無敵の立ち位置。それは栄光ある孤立ってやつだ。大ボッチ帝国ばんざい！

　ま、そんな俺でも、転校生を見るために本を読むのを止めるくらいのポーズはする。

　ざわつく教室。期待と不安の混ざり合った空気。「入りなさい」という言葉にドアをスライドして、入ってくる転校生──アルテミス。

「「「「「おお」」」」」

　と、男女の隔へだてなく上がる声。

　オンリーワンの制服姿は、少なくとも第一印象でのインパクトは強烈のようだ。

　アルテミスは、先生からチョークを渡されると、黒板に名前を書く。




　恋　森　弓　月




　なるほど……その四文字のどれもが彼女の神としての特性を示している。

　彼女は例のにっこにっこした笑顔で向き直ると、金色の長髪を揺らしながら一礼。

「恋こい森もり弓ゆ月づきと言います。みなさん、宜よろしくお願いします」

　その隙すきのない所作に、思わず教室じゅうから吐と息いきが漏もれる。

　多分男子が五人くらい惚ほれた。女子も二人くらいは恋に落ちたかもしれない。

　アルテミスは外見だけなら超一級だ。クラス内ポジション維持ゲームも、彼女ならイージーモードでプレイできるだろう。

　しかし……初しよっ端ぱなから彼女は悪手を打った。

「えー、じゃあ、恋森の席は──」

「アスマさんの隣が空いていますね！　あそこに座ります私！」

　先生の言葉を遮さえぎってそう言うと、アルテミスはとっとこ席の間を縫ぬって、俺の横の椅い子すに座った。

「よろしくお願いしますね、アスマさん！」

「アホか……」

　俺は彼女の挨あい拶さつを無視して呟つぶやき、頭を抱えた。

　教室内はというと、アルテミスが俺の名前を呼んだ瞬間、動揺するようなざわめきが広がったが、彼女が席に着くころには収まっていた。

　そしてあとには醒さめたような空気が気だるげに広まる。

「じゃあホームルーム終わり。このあと始業式だから、休憩のあと廊下に並んどけよ」

　と先生が言い、挨拶をして解散。短い自由時間だ。

　普通なら──その隙にも、転校生であるアルテミス目掛けて女子（大抵はクラスの中心人物だ）が事情聴取……じゃなくて職務質問……でもなくて、質問攻めをしにくるもんだが、今は皆、探りを入れるような視線でアルテミスを見るだけである。

　やっぱりなぁ……。
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　結局そのあともアルテミスのところに妖よう怪かい質問攻め女子はやってこなかった。むしろ誰もやってこないのは妖怪アスマボッチのせいである。

　そもそも俺は誰とも関かかわらない状況を自ら望んで作った。そこに、クラスとまだなんの関係性も築きずけていない転校生がコンタクトを取ってきたらどうなるか。

　周りの人間は「この子はこのボッチ野郎と知り合いなのか」と思うわけだ。そんなレッテルが貼はられてしまうと、わざわざ彼女に近づこうとする人間はいなくなる。彼女に接近することは、イコール、ボッチポジションの俺と関わることに他ならないからだ。誰とも関かかわろうとしないボッチ。そんなブラックホールに自ら飛び込めば、自分もホールを構成する要素となってしまう。そんな状況を自ら望む奴やつなどいない。

「主人公が転校生ヒロインと仲良くしてて『おい、お前どこでそんな美人と知り合ったんだよ！』と周りから羨うらやましがられる」なんて状況は、主人公とクラスの間に何らかの関係性があるからこそ生まれうるのである。本当のボッチはそういうのは全くない。むしろ接触してくる人間をボッチに変えてしまうのだ。ボッチハザードである。

　そうして、始業式のあとのホームルームも何事もなく──本当に何もなく、終わった。今日は授業もなく、これで解散である。

「あ、あの……」

　と、カバンを持ってさっさと帰ろうと立ち上がった俺に、声をかけてくる女子がいた。

　そんな女子いるのか!?　驚きよう愕がくして目を向けると、なんとアルテミスじゃない。

　丸メガネに黒髪パッツン。確かクラス委員長の笹ささ倉くらさんだ。

　笹倉さんはとても気まずそうな態度で顔をうつむけながらもぢもぢしている。え、なに告白でもすんの？

　何事かと周りの生徒が注目するなか、笹倉さんは意を決したように、

「か、かみ……かむ、かむい？くん。あのね。先生に、恋こい森もりさんに学校の案内をするようにって言われたんだけど、カムイくん、恋森さんと仲いいみたいだから、悪いけど、お願いできないかなって。ほ、ほら、恋森さんも、気き兼がねないほうがいいだろうし」

「……ああ、いいよ、別に」

「ほんと!?　よかった。ありがとう、カムイくん。よろしくね！」

　そう言うと、笹倉さんは逃げるように走り去っていった。教室の空気も「やれやれ」といった感じで弛し緩かんする。

「あの……」

　とアルテミスが横から言ってくる。

「アスマさんの苗みよう字じってカムイでしたっけ？」

「神かん薙なぎだ」

「まさか夏休み明けの時点で、まだ名前を憶おぼえられていないんですか……？」

「そうだけど、何か問題があるのか？」

　クラスのやつと会話することなどほとんどないし、もし必要があっても、こっちが気にしなければ間違えようがなんだろうが関係無い。名前なんて所しよ詮せん記号なのだ。個人が認識できればそれでいい。

　というか、今のはわざと間違えたという可能性もある。

　俺へと同時に、周囲へと向けて「私は名前を間違えるくらいこの人とは無関係ですよ」と主張したわけだ。ブラックホールに吸い込まれないための命いのち綱づなみたいなもんである。

　まあ、それにしても神威カムイは無理やりすぎると思うよ笹ささ倉くらさん……。

「──そんなことはどうでもいい。それより行くぞ」

「え？　本当に案内してくれるんですか？　アスマさん、意外と律りち儀ぎですね」

「意外とってなんだよ……ついでだついで。俺も校内に用事がある」
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　アルテミスと一緒に校舎のあちこちを回る。

　部活とかで生徒が結構残っているので、俺たちがうろついていても、それほど目立ちはしない。

「あの、アスマさん？」

「なんだ」

「さっきから何をしてるんです？　用具入れを覗のぞき込んだり、柵さくや窓の具合を確かめたり……用務員さんのアルバイトでもしてるんです？」

「似たようなもんだ」

　もちろんバイト代は出ないけど。

　それに、アルテミスの指摘はちょっと間違いだ。俺は、具合を確かめるのではなく、いろいろ手を加えている。むしろ用務員とは正反対の作業だ。

「ま、伏線張りってとこだな」

「ふぅん……？」

　説明が面倒だったので適当に答えると、アルテミスは曖あい昧まいな呟つぶやきを漏もらした。

「ところで……アスマさんは、ひょっとして、クラスでいじめられているんですか？」

「ちげえよ」

　俺は即座に否定した。

　全然違う。負け惜しみとかではなく、本当に違う。

　俺は自ら望んで今のポジションにいるし、それはそうした下らない学校内の悪習から逃れる手段でもあるのだ。

　事実、二年四組でいじめの対象とされている人物は別にいる。ただ、その役割は固定ではなく、一連のプロセスを経て違う奴やつに移行するシステムがすでにできあがっている。そうすることでいじめが深刻化することはなく、その役割を負わされる側も、一定期間我が慢まんすれば終わるものとして受け入れることができる。しかも、クラスの人間関係を円えん滑かつにするための、いわば自己犠牲として甘んじてそのお役目を果たすわけだ。そのお陰かげでうちのクラスはなかなかいい空気が作られている。吐はき気けがするな。

「俺だけは、そのシステムに組み込まれていない。だからシステムのデメリットを受けない代わりに、メリットも享きよう受じゆできない」

　具体的に言えば、デメリットは、そういうお役目を担になわされることや、人間関係に拘こう泥でいさせられること。メリットは忘れ物をしたときに人に借りられるとかイベントの際にみんなで楽しめるとかだ。

「アスマさんはメリットが必要ないんですか？」

「必要ねえな。この学校は、予備の教材が職員室で借りられるし、文房具は購買にある。あらかじめ調べて、そういう高校に入ったんだ。宿題を忘れるとかテスト前にノートを写したいなんて事態は、そもそもボッチは回避するスキルが身についている」

「そこまで徹底しますか……イベントはどうするんです？」

「人数の足りないグループに参加した上で、邪魔にならないように、空気のように振る舞う。そのくらいのことができないようじゃ、今のポジションは維持できない」

「…………」

　アルテミスは呆あきれたような顔をしたあと、ううっ、と泣き崩くずれるような真ま似ねをする。

「いったいなぜそんな不ふ憫びんなことに」

「失礼だな。憐あわれむような話じゃないぞ。俺は望んでその状態にいるんだから」

　そう言うと、アルテミスは今度は唇を尖とがらせて不満顔。表情がころころ変わる奴やつだ。

「うーん、そもそもですね。アスマさんはなんでそんなにボッチでいたいんです？　しかもそのボッチをこじらせて、世界滅ぼす笑かつこわらいとか言いだしちゃうクズになっちゃったんですか？」

　おい、（笑）とかつけるのやめろ。

「っていうか、お前、それ今いま更さら訊きくのかよ……」

　普通会った直後に確認しないか、そういうの。

　それでよく「世界の素す晴ばらしさを教えてあげましょう！」ってノリになったな。だからコスプレとかトンチンカンなことするんだよ……。

　しかしまあ、会った直後に訊かれたら、俺も答えてたかどうかは分からない。

　話したくないというより、説明が面倒くさいという意味で。

　今なら──学校での俺の現状を知った今なら、多少その手間が楽になったと言えなくもないだろう。そういう意味では良いタイミングだったのかもしれない。

「小学生のときにさ、友達が二人いたんだけどな──」

「まさかその二人が殺されて絶望したとかっ」

「そんなベタな話じゃねえよ。しかも物ぶつ騒そうだな。ここ日本だぞ？」

　吸血鬼やら異世界の怪かい物ぶつやらが現れたりなんかしてないんだ。そんな分かりやすい絶望のきっかけなんか起こったりはしないんだっての。

　そして──俺は語る。

　俺がクズになった、きっかけの物語を。





　　　　★






　小学生のころ。

　俺には二人の親友がいた。

　一人は鈴すず原はら宗そう也や←男。

　もう一人は白しろ宮みやマシロ←女。

　三人は毎日一緒に遊んでいた。何をして遊んだのか、具体的なことは曖あい昧まいだ。とにかく色々やった。一個一個思い出せば、それはそれで語ることができるんだろうが、それは重要じゃない。宗也とマシロと一緒に遊ぶ。小学生の俺にとって重要なのはそこだった。二人にとってもそうだと思っていた。

　小学三年生の夏休みも、三人は毎日一緒に遊んだ。

　まだ、大して遠くへ行ける年齢じゃない。それでも時間が許す限り色々な場所へ行き、色々なことをして遊んだ。俺にとって、三人で過ごす時間が、そのときの人生の全すべてで、世界そのものだった。




　だが──そう思っていたのは、どうやら俺一人だけだったらしい。




　夏休みも終盤。八月二十九日。

　その日も俺は、いつもの待ち合わせ場所である近所の公園で、いつもの時間に二人を待っていた。今日はどこへ行こうかと、様々なプランを頭の中で思い巡めぐらせながら。

　やがて雨が降ってきたが、俺は待った。

　雨だろうがなんだろうが、三人が集まらない日はなかったからだ。

　宗也とマシロが一緒なら、屋外だろうが室内だろうが、何をしても楽しかった。

　雨の中、一時間待ち、二時間待ち、三時間待ち──夜まで待った。

　結局、二人は現れなかった。

　俺は雨の中一人家へ戻り、呆然とした気分でリビングのソファに横たわった。

　濡ぬれそぼったまま一晩を寝て過ごした俺は、翌日から高熱を出した。

　その時、親は二人とも出張中で家にはいなかった。

　俺は助けを求める電話をかけたが、朦もう朧ろうとした頭でマトモに現状を伝えることはできなかった。両親は大したことはないと判断したのか、俺を助けに帰宅することはなかった。

　俺が親になんと言ったのか、両親がそれにどんな言葉をかけたのか、憶おぼえてはいない。

　俺は子供心に「自分はもう死ぬんだ」と思いながら三日を過ごした。

　悪お寒かんに震える身体からだで廊下を這はいずり回り、冷蔵庫や戸と棚だなから食い物を引っ張り出して貪むさぼった。二階の自室に行く体力がないので、絨じゆう毯たんマットにくるまってその場で寝た。

　そして、風邪がほぼ完治して、一人で動き回れるようになったころ、両親は出張から戻ってきた。二人とも俺がどんな目に遭あっていたかは知らない。話す気にもならなかった。

　そして、一日遅れて学校へ行った俺は、




　宗そう也やとマシロが転校したことを知ったのだ。





　　　　★






「えーとつまり……」

　俺が話し終えると、アルテミスはやや戸と惑まどいがちに、

「友人二人が黙だまって転校しちゃったのと、風邪で寝込んだときにご両親が助けてくれなかったのが原因でクズになったと？」

「まあ、まとめるとそうなるな」

　アルテミスはすごく申し訳なさそうな顔で、

「えーと、その、たいへん申し上げにくいんですが、それはいくらなんでも初めから性しよう根ねが腐くさっていたとしか思えないのですが……」

「すごく丁てい寧ねいな口調で罵ののしるんじゃねえ。んなこと分かってるっての」

　俺と同じような経験をしても、あるいはもっと酷ひどい経験をしても、俺みたいなクズにならなかった奴やつは大勢いるだろう。

　あるいは逆に、俺はこの経験を経なくても、また別のことが理由で同じようなクズの道を歩んでいたかもしれない。

　だから、これは原因ではない。

「あくまで、ただのきっかけなんだよ」

「どう違うんです？」

「だからさ……別にこのあと俺がすぐ、今みたいな人格に豹ひよう変へんしたわけじゃないってことだよ。俺だって色々考えたんだ。あの二人が俺に何も言わなかった理由。親が、俺をわざと見捨てたわけじゃないっていう根拠。そういったものを」

　けれど、なぜかその模も索さくはうまくいかなかった。

　世界は俺に、友情は簡単に壊れるものだという実例をいくつも突きつけてきた。

　小学校でも中学校でも、間接直接を問わず、本物だと信じるしかないような友情が破は綻たんし、人間関係が崩ほう壊かいしていく様を俺は目にした。

　世界は俺に、家族の絆きずなもまやかしだと突きつけてきた。今、俺の両親は別居中だ。仕事の人間関係上離婚はしていないが、家族関係はもはや存在しないと言っていい。

　信頼は裏切られるものだと、愛情はやがて消えるものだと、正義は存在しないと、平和は幻まぼろしだと、世の中で「正しい」と信じられているものはどれもこれも、いともたやすく人を裏切る「偽にせ物もの」なのだと、世界は俺に突きつけたのだ。

　俺が見たのは、ごく普通の風景だ。

　多くの人が経験する、悲劇でもなんでもない、ありがちで退屈な日常だ。

　だけど、だからこそ、そんな「偽物」だらけの日常で構成された世界は、どうしようもなくクソみたいなもんなんだと、俺は思った。

　だから冗談交じりに呟つぶやくのだ、「こんな世界、滅びればいいのに」と。

　それは誰もが一度は思うことじゃないか？

　本気の度合いは人それぞれでも、ほんの僅わずか、自分以外の全すべてを、憎んでしまうことは誰にでもあるはずだ。

　それでも──。

　それでも普通は、なんだかんだ折り合いをつけて人は生きていく。

　自分以外の全てを壊すことなど、できはしないから。

　その感情を押し通そうとするなら、自分を消すしかなくなるから。

　結局俺は、自分を消すほど強い感情はなかったということなんだろう。

　このままダラダラと、ひたすら世界を嫌って、それでもその中でそれなりに生きていく術を見つけて、死ぬまで生きるしかない。

　そう思っていた。

「お前が現れるまではな」

「私が……」

「そうさ。お前が教えてくれた〈最終戦争アポカリプス〉という世界の仕組み。信念が力となり、その力が一番強い奴やつが、どんな願いでも叶かなえられる。それってつまり、俺がそのバトルで覇は権けんを取れば、この世界は滅びるべきだったってことになるじゃないか」

「…………」

　思わず押し黙だまるアルテミスに、俺は笑みを向ける。

　それはきっと、とても皮肉めいた嘲ちよう笑しようだ。

「お前のおかげで、俺は本気で世界を滅ぼす気になったんだよ」

　そんな言葉を聞かされて。

　この神様は。

　恋愛の女神を名乗るこの神は。

　いったいどんな顔をするのだろう。

「だったら──」

　アルテミスは、

「だったら私が、その考え、忘れさせてやります！」

「うわっ！　何しやがるっ」

　アルテミスは突然俺を押し付けて壁際に押しやった。

　一いつ旦たん玄関を出て、グラウンドへ向かう途中の校舎裏である。

「ふっふっふ、これが今流は行やりの壁ドンってやつですよ」

「なんでお前がそんなもん知ってるんだ──っていうかそれ、男が女にやるもんじゃねえの？」

「ジェンダーフリーの現代に、んなこたぁどっちでもいいんですよ！」

　アルテミスは俺のネクタイを引き下ろすと、ワイシャツのボタンを外そうとしながら、

「ねえアスマさん。アスマさんがそんなヤサグレてるのは、運が悪かっただけですよ。だからそう、私がこうして、女の魅力で、世界が素す晴ばらしいんだってことを、ちょ、このボタン、外れないんですけどっ！」

「…………」

　なんかいい雰ふん囲い気きに持っていこうとしてたようだが台無しだった。

「ええい、なんなんですか、この制服！　アスマさんの心のガードなんですか!?」

「上う手まいこと言おうとしなくていいから……だいたい、俺は別に、女にモテないからヤサグレたとか、そういうんじゃないからな」

「そんなことはありません！　男子高校生の悩みの八割は『モテたい』で、残りの二割は『ヤりたい』のはずです！」

「男子高校生をバカにしすぎだろっ」

「面倒です！　だったら私が脱げばいいんですよっ」

「バカやめろ！　こんなところでスカート脱ぐんじゃねえ！」

　この学校は、エロシーンの間都合よく無人でいてくれるフィクション仕様とかじゃないんだぞ！

　アルテミスが痴ち態たいを晒さらすのは勝手だが、一緒にいる俺まで妙な目で見られてはたまらない。

　そうやってギャアギャア騒さわいでいたので──気づかなかった。

　いつの間にか、何者かが俺たちに近づいていた。

　身構える暇ひまもなく、そちらに顔だけ向けた俺たちに、相手は言ってきた。




「お前ら──〈最終戦争アポカリプス〉の参加者か？」






　第２話　これがクズの日常









「何ですかアナタたちは！　私たちのラブラブタイムの邪魔をしないでくださむぎゃ」

「いいからまずスカートを直せ」

　アホなことを言うアルテミスの鼻をつまんで黙だまらせ、俺は突然現れた相手に向き合う。

　俺と同じ歳としくらいだろう。藍あい生おい高校とは違う制服姿だ。

　彼の隣には、薄うす衣ぎぬをまとった少女が立っている。パートナーの神様だろうか。小柄で子供っぽいけど、衣装がなんかエロい。

「彼も参加者ですかね」

　スカートを直しながらアルテミスが小声で言う。どうにも締しまらないな……。

　現実は、シーンが切り替わったら空気も戦闘モード！　とはいかないものなのだ。

「〈最終戦争アポカリプス〉のことを知ってるし、間違いないだろうな」

「私たちと戦いにきた……わけじゃないですよね？」

「俺のことは知らなかったみたいだしな。〈転聖鍵セイクリツド・キー〉に引かれてきたんじゃないか？」

〈転聖鍵〉には、鍵同士で呼び合い、引き付け合う力があるらしい。

　ついでに言うと、鍵は長く使用しないでいると、持ち主の人間の生命エネルギーを少しずつ吸収していく。放置していると、意思を持たないゾンビみたいになってしまうとか。

　どちらも〈最終戦争〉が膠こう着ちやく状態に陥らないための仕組みらしいが……俺、この話、契約した後に「忘れてました～」とか言って教えられたんだよね。そういうの止やめてほしいな。ゲームのチュートリアルでそんなヌルいことやるとレビューで叩たたかれるぞ。

　ともかく、そんな感じで鍵に引かれてやってきた、という感じだろうか。

　そう思っていると、

「まさか参加者がいるとはな……念のため、見にきといて良かったぜ」

　相手の男子はそう言った。

「──どういうことだ？　お前、鍵に引かれてここに来たわけじゃないのか？」

「ん？　違う違う。ちょっと事情があってな。事前に安全確認しときたかったんだよ」

「…………」

　俺は身構える。敵意はないように見えるが……どうにも居い心ごこ地ちが悪い。

　アルテミスが言ってくる。

「……どういうことでしょう？　安全確認って」

「さあな。事情は分からんが──少なくとも、仲良くはなれなそうだ」

「え？　なんでです？」

「口調がリア充くさい」

「…………」

　おい、ジト目やめろ。

「なんですかその基準」

「いや、大事なことだろ？」

　今の聞いただろ。初対面にもかかわらず、緊張も遠えん慮りよもない馴なれ馴なれしい口調。確かにあれがいいという奴やつもいるだろう。そういう人間同士が集まって、浅ーく広ーく緩ゆるーい交友関係を形成して面白おかしく過ごしたりするんだきっと。俺は無理。

「──それを抜きにしても、〈最終戦争アポカリプス〉の参加者を調べに来てるなんて時点で、友好関係なんて築きずけそうもねえだろ」

　俺はポケットから〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出す。

　ありがちな玄関の鍵なんかよりはふた回りほど大きい、装そう飾しよく的な鍵だ。

　鈍にぶい黄金色の金属で、儀式用めいたデザインである。

〈転聖者オーヴアーライド〉同士が出会えば、やることは一つ。

　ならば、探り合いは無意味だ。

「やるんですか？」

「まあ、ひとまずは様子見だけどな。強そうだったら、速攻で逃げる」

「……まあ、そうですよねー」

　おい、そのダメ人間見る目やめろよ。「修学旅行って不参加でもいいんですか？」って訊きいた時の中学担任と同じ目だよ。

　まあ行きましたけどね。結局班行動の時間は示し合わせてバラバラに行動した。といっても、他のやつは仲のいい別のクラスの友達と遊んでたけど、俺は一人で寺巡めぐってた。

　俺が三さん十じゆう三さん間げん堂どうの観かん音のん様が本当に千体あるのか数えてた記憶を思い起こしていると、相手の男子が言ってきた。

「あ、待ってくれ。俺、戦う気はないんだ」

「戦う気がない？」

　俺は警けい戒かいしながら問い返す。

「戦う気がないなんてセリフは、たいてい『隙すきをついて攻撃する』って意味だぞ」

「そんな翻ほん訳やくしませんよ普通！」

「え、するだろ普通」

「とりあえず話を聞いてみましょうよう。ホントに戦意はないみたいですし」

　確かに、相手は何も持っていない両手をバンザイするみたいに上げている。

「…………」

　俺は仕方なく肩の力を抜いた。

　念のため〈転聖鍵〉は手に持ったままだが。

「で……なんだって？」

「オレはできるだけ戦いたくないんだ。無駄な争いなんてしないほうがいいだろ？」

「……何言ってんだあんた」

　俺は思わずそう言っていた。

「〈最終戦争アポカリプス〉は最後まで残った一人だけが〈生命の樹の実〉の恩おん恵けいを受けられる。それを求めて全員が争ってるんだ。戦いをしないなんて選択肢はないだろ。それとも……人数が減るまで適当に八や百お長ちよう試合をして楽をしようとか、そういうことを言ってるのか？」

「いや、そういうことじゃないぜ」

「……そんなこと考えるのもアスマさんくらいですよ」

　男子とアルテミスに一斉に否定される。

　心なしか、相手のパートナーの神様の視線も冷たい気がする。

「いやいやいや、おかしくね？　これくらい考えるだろ普通」

「クズなアスマさんはどうか分かりませんが、他の参加者の皆さんは自分の信念に従って戦ってますからね。信念の違う相手と一時的に協力するとか、馴なれ合うとか、なかなか難しいですよ。そんなこと考えるのはクズマさんくらいのもんです」

「誰だよクズマさんって」

　ひどい言われようだ。間違いなく精神攻撃で俺を潰つぶそうとしてる。ねえ、この神様、俺のパートナーじゃなかったっけ……？

　ほんと信頼で結ばれたパートナーとか夢物語だよなぁ。

　とか考えてると、男子が不意に声を上げた。なんか驚いている。

「アスマ……？　お前、神かん薙なぎアスマなのか？」

「まあクズマじゃないのは確かだけど……なに、あんた俺の知り合い？」

「宗そう也やだよ。鈴すず原はら宗也！　小学校の時一緒だった」

「…………」

　鈴原宗也。

　その名を聞いて、心が動かなかったと言えば嘘うそになる。

　だが──俺は、自分でも驚くくらいに、冷静なままだった。

「へえ……」

「なんだなんだ。お前アスマかー！　いや、奇き遇ぐうだな。しかも、まさかお前まで〈最終戦争〉に参加してたなんてな。でも、そりゃ、話が早い──」




「アスマ、俺の仲間になってくれないか？」




　もし、動揺したというなら、宗也のこっちの発言に対してだろう。

「仲間？」

　俺は繰り返した。

「……いや、有り得ないだろ。さっき俺の言ったこと聞いてたのか？　〈最終戦争アポカリプス〉の勝者は一人だ。それは、自分以外は全員倒すべき敵ってことだ。しかも、お前の言うのは、一時的協力関係とか、そういうことでもないんだろ？」

「ああ、そういうことじゃない。本物の、心からの仲間だ」

「…………っ」

　本物──そんな言葉をさらっと口にする宗そう也やに、俺は思わず舌打ちしそうになる。

　いけないいけない。交渉中に敵対的な態度を取るのは、賢かしこい選択じゃない。

　とはいえ……仲間なぁ。

　ぶっちゃけ、先ほどのアルテミスの発言は真実だ。〈最終戦争〉の参加者は自分の信念に従って戦っている。信念の強さが、そのまま〈神器アセツト〉の強さにつながる。信念が揺らげば、戦う力も弱まるのだ。昨日の男が途中からほぼ無抵抗だったのは、俺に追い詰められたこと以上に、俺の発言で《正義》の信念が揺らいでしまっていたからだ。まあ、あれくらいで揺らぐ場合は、もともと大した信念じゃないんだけど。

　信念同士のぶつかり合いってのは厄やつ介かいだ。

　十字軍然り、宗教改革しかり、冷戦しかり──思想信条その他「信じるものが違う」ゆえに起こる闘争は、それ以外の様々な原因を飲み込み、覆おおい隠して、全すべて「信念ゆえ」という大義名分に一本化してしまう。

　こうなると、たとえ妥だ協きようの余地があっても、信念のせいで争いが終わらなくなる。

　例えるならあれだ。中学校の学校祭で何をやるかっていう話し合いがいつの間にか「演劇と合唱どっちが偉いか」みたいな口くち喧げん嘩かに発展するみたいな話。そこで華か麗れいに「劇の途中に合唱するシーンを入れればいいんじゃない？」っていう意見を言った俺が「そういう問題じゃないだろ！」って両陣営から罵ののしられるのな。お陰かげで俺は必要もないのに木の役ですよ……。歴史上の戦争でも、マジでそういう中学生レベルのことがある。

〈最終戦争〉に関して言えば、一人一人が強い信念を持った宗派集団みたいなもんだ。

　そう簡単に協力できるはずがない。

　……が、宗也はそんな俺の想定を打ち消すように言ってくる。

「実際、もうオレに賛同して仲間になってくれた奴やつが二組いるんだ。どっちもオレの理想に共感してくれて、オレが勝つために協力してくれる」

「…………へえ」

　アルテミスが小声で言ってくる。

「……本当でしょうか」

「さあな。けど……本当でも嘘うそでも、どっちにしろ有効な手だ」

　一組一組が独立して戦っている〈最終戦争アポカリプス〉で、初めて「グループが生まれている」という事実を突きつけられる。

　それは焦あせりを生む。ひょっとして自分以外の多くの参加者はグループを作っているんじゃないか。自分もこの誘いに乗っておかなければ、その流れに乗り遅れるんじゃないか。気づけば──自分一人が孤立しているんじゃないか。

　そんな不安から、簡単に仲間になる奴やつもいるだろう。

　だが、その判断は間違っている。

　それは、孤立が不利だという前提条件が正しい場合にのみ有効なのだ。

　グループを形成した途端、その他大勢から攻撃を受けるかもしれない。そうでないとしても、グループの中で捨て駒としていいように利用されたり、行動を制限されたりするかもしれない。仲間を作ることがかならずしもメリットだけを生むわけじゃないのだ。クラス内の人間関係と同じだな。

「で、宗そう也や。お前の理想とやら──その二人が賛同する信念ってのは、なんなんだ？」

　俺は問う。

　別に、答え次第で仲間になろうなんて思ってるわけじゃない。

　ただ、こいつの信念がなんなのか、興味があっただけだ。

　宗也は頷うなずき、まるで誇るように堂どう々どうと言い放った。




「オレが掲かかげる信念は──《信頼》だ」




　信頼。

　人を信じること。

　誰かを頼たのみにすること。

　他人を──信じ、頼ること。

「………………くはっ」

　思わず、変な笑い声が漏もれてしまった。

　俺は。

　俺は正面に立つ宗也を見る。

　間違いなく、今俺の顔には、あの嘲ちよう笑しようが浮かんでいる。

「お前が──それを言うのかよ、宗也ぁ！」

　血液が逆流、沸ふつ騰とう──そう感じるほどに全身が熱くなる。怒り？　違う。そんな簡単な言葉で言い表せない複雑な、けれど絶対に理性的ではない衝動が俺の中で渦うずを巻く。

「アルテミス！」

　パートナーの名を呼び、反応を待つのももどかしく、腰を掴つかんで引き寄せた。

「ひゃわっ!?」とか声を上げている彼女の制服の裾すそをめくり上げる。彼女の〈転聖門ゲート〉は臍へその下──下腹にある。普段はそこに鍵かぎを差し込むことにやや躊ちゆう躇ちよするのだけど、今はそんなことも気にならなかった。

　白く平らな肌に描かれた、門をデザイン化した紋もん章しよう。そこに〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を挿入──




「おい、そこの君！　何をしている」




　──グラウンドの方から聞こえてきた声が、激情を一気に鎮しずめた。

　見れば、体育教師の朝あさ宮みや先生が、竹刀しないを振り回しながらこっちへ向かってくる。確か彼女は生徒指導も兼ねていたはずだ。

　宗そう也やはそれを見ると、

「やっべ、こりゃ今日は引き上げだな。行くぞ、ミトラ」

　パートナーの神様は無言で頷うなずく。

「じゃあまた今度なアスマ。次は良い返事を期待してるぜ！」

　期待なんてされても応こたえようがないぜ。

　小学五年のとき最初の授業の自己紹介で、面白いこと言う流れになって、みんなそこそこウケを取ってたというか、たぶん何言っても笑える状態になってたけど、プレッシャーに耐たえられずに自分の番が来る前にトイレに逃げたくらい期待に応えないことに定評のある俺だ。そのクラスでの俺のあだ名は想像にお任せする。小学生って容よう赦しやなくて怖い。

　宗也は俺の返事を待つわけでもなく、さっさと走って逃げていく。

「…………」

「──スマさん。アスマさん！」

「……ん、ああ？　なんだ、大声出して」

「なんだじゃありませんよ？　顔色悪いですけど、大丈夫ですか？」

「なんでもねえよ……」

　オレは、肩を掴つかんできたアルテミスを追い払うように、手をひらひら振る。

　そうさ。なんでもない。

　あんな言葉、リア充野郎の軽口レベルのたわ言だ。重みなんてない。

　そう思っているのに、俺はしばらくその場から動けなかった。

　そこに朝宮先生がやってきて、俺に「今の生徒は誰!?」とか訊きいてくる。

　え、この人の対応、俺がやらされるんですか……？
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　結局「他校の生徒を見かけたので声をかけていた。誰かは知らない」と言い張って、解放してもらった。

　すっかり遅くなってしまった。

　夜道をプラプラ歩く。藍あい生おい高校から俺が住むアパートまでは徒歩で十五分ほどだ。

「いやーしかしアスマさんにあんな大胆な面があったなんて思いませんでした、きゃ」

「きゃ、じゃねえよ。鬱うつ陶とうしいな。さっきのは忘れろ……」

　俺は苦々しい気分で言う。

　正直さっきのは失態だった。

　あの場面では感情を表に出すべきじゃなかったし戦闘態勢に入るべきでもなかった。

　戦ったら負けていた──とは思わないが、少なくとも戦うべき状況ではなかった。朝あさ宮みや先生の登場はそういう意味では幸いだったわけだ。

　しかし……。

　俺の中には一いち抹まつの疑問が生まれる。

　宗そう也やは、なぜ俺にあんな態度を取ったのか。

　小学生の時に黙だまって転校するような真ま似ねをしておいて、信念が《信頼》とか抜かして俺を仲間に誘う……俺を怒らせて、楽に倒そうという腹だったのだろうか。だがそのやり方は、俺の力が圧倒的に強かった場合なんの意味もない。あいつは俺のことを知らない様子だったし……それともそこからしてブラフだったのか……？

　考えて分かるものでもないな。

「とりあえず宗也の動向には注意だな。あいつが言ってた仲間ってのも気になるし……」

　と、方針をまとめつつアパートに到着。

　カンカンカン、とやかましい音の鳴る階段を上って二階廊下へ。

　そこに、人影が二つ。

「……っ」

　宗也たちかと思わず身構えるが、すぐに違うと分かって俺はため息を吐つく。

「イシュタル、アイシャちゃん……」

　その名前を呼ぶアルテミスの声は、しかしいつもの呆あきれ声とはちょっと違って、心配するような色が含まれていた。

　まあ、それも仕方ないか。

　二人はまるで行き倒れみたいにぐったりと廊下の床に横たわっていた。

　げっそりした表情は餓うえた野良猫みたいで、こちらを力なく見やる瞳ひとみは、餓うえた野良犬みたいだ。野良少女と野良女神である。

　そういや昨日現れたときも、なんか元気なかったような気がするな。どうでもいいから気にしてなかったけど。

「う、うう……」

　と力なく手を上げるイシュタル。

　俺は彼女に「にこっ」と微笑ほほえみかけると、玄関の鍵かぎを開けて、

「てい」

　二人を脇に押しやりながら扉を開く。そのまま部屋に入ろうとしたところを、イシュタルの腕が引っ張ってくる。

「ちょちょちょ、ちょっと！　待ちなさいよ坊や！」

「んだよ」

「無視!?　無視ってひどくない!?　か弱い少女と美女が行き倒れてるのよ！　優しい言葉をかけるのが普通じゃない？」

「…………」

　めんどくせえなぁ。

　っていうか、神様は自分で美人だの美女だの言うのがデフォルトなんですか？　しかもみんな本当にそうだからタチが悪い。

「いや、でもお前ら敵じゃん。勝手にのたれ死んで勝手にリタイアしてくれるならむしろありがたいというか。あ、できれば違う場所で、俺に迷惑のかからない形で頼たのむ」

　そう言って今度こそ部屋に入ろうとするが、イシュタルはなおも俺の制服の袖そでを引っ張ってくる。

「なんだよ……ちゃんと頼んでるじゃないか。神様なら人間の頼み事は聞くもんだろ」

「どこの世界に、のたれ死ねなんて願い事を聞き入れる神様がいるのよ！　本当に困ってるの。お金がなくて、住んでたところを追い出されちゃったのよ……日本、家賃高過ぎるわ……」

「まあ、最後の部分に関しては同意するが、だからって俺が同情する理由はない」

「そんな、酷ひどいわ！　これまで何度も剣を交まじえたライバルじゃない！」

「お前らが一方的に絡からんできただけだろ……」

　あと、アイシャがドジなせいで、まともに剣を交えたことはないはずだ。

「とにかく、俺は知らん。他を当たれ」

「待ってください、アスマさんっ」

「あん？」

　それまで黙だまっていたアルテミスに言われて、俺はまたしても部屋に入り損ねる。

「なんだよ。まさかお前までライバルに塩を送るとか言い出すんじゃないだろうな」

「いえ、イシュタルはまあわりとどうでもいいんですが」

　イシュタルが「ひどい！」と叫ぶがスルー。

「アイシャちゃんが可哀かわい想そうですよ」

「はぁ……」

　俺はため息まじりに、亀かめの子供みたいにイシュタルの上に倒れている少女に目をやる。

　砂漠の民の少女はふるふると震えながら顔を上げて、弱々しい笑みを浮かべると、

「すみません、アスマさん……それにアルテミスさんも。ご迷惑をおかけして。気にしないでください。アイシャは、大丈夫です……故郷で砂漠を一週間さまよったときに比べれば、これくらい……」

「う……」

　ヤバい……今にも昇天して消えてしまいそうな儚はかない笑顔である。

　飯メシ残した時に横から「アフリカの子供は食べたくても食べられないんだぞ」とか言ってくる奴やつにはウザさしか感じないが、こうして実際困ってる子供に出現されると、その、なんだ、気まずいな……。

「アスマさん」

「……んだよ」

「これでアイシャちゃんを見捨てたら、私、アスマさんのパートナーやめますからね」

「あーもー分かった分かった」

　俺はため息を吐ついて、扉をさらに開け二人が入りやすいように押さえる。

　今のアルテミスの口調はいつになくマジっぽかったし、それでなくても、俺の気持ちもわりと萎なえてしまっていた。
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「あーおいしいーカップ麺めんおいしいー」

「久しぶりに味のある食事ができたです……」

　とりあえず、安売りのを大量購入しておいたカップラーメンを与えると、二人は感かん涙るいに咽むせび泣きながらそれを食べた。こんな豊ほう穣じようの女神は見たくなかったなぁ……。

　俺は頬ほお杖づえをつきながら、ジト目で二人を見つつ言う。

「お前ら──ここに住むつもりなら、戦闘を吹っかけるのはもう止やめろよな。あと、必要があったら俺に手を貸せ」

「仲間になれってこと？」

「ちげえよ」

　イシュタルの問いに俺ははっきり反論する。なんでもいいけど麺飲み込んでから顔あげろよな。

「単なる労使関係だ。俺はお前らに食と住を提供する。代わりにお前らは労働力を提供する。どちらかが不要になったら、この関係は解消していい。その方が安心できるだろ」

　こんな簡単に仲間になるのは、数合わせかテコ入れで加入する、五番目か六番目のレギュラーメンバーくらいだと思うぞ。

　まあそれは置いておくとしても──仲間、なんて曖あい昧まいな関係性は信用できない。

　イシュタルは、俺の意い図とを理解したようで、小さく頷うなずいた。

「分かったわ。私たちも、ここで坊やたちを倒してしまったら、他の〈転聖者オーヴアーライド〉全員を倒すまでの生活に困るもの。しばらくは休戦させてもらうわ」

　ふむ……良かった。このお姉さんも、トンチンカンだがバカではないらしい。

　まあ手を貸すとか労働力とか言ったところで、具体的に何かイメージがあるわけではないんだが。そのうち、なんか役に立つ機会はあるだろう。使う使わないに関係なく、伏線は多いに越したことはないというのが俺の持論だ。

「アイシャも、それでいいか？」

　一応そちらにも聞いておく。

　年齢のせいか、この二人はイシュタルの方が主導権を握っている感があるが、〈最終戦争アポカリプス〉では神と人は対等のパートナーということになっている。

「あ、はい……」

　アイシャはむぐむぐとよく噛かんで麺めんを飲み込み、上うわ目め遣づかいで俺を見上げて、

「労働……アイシャは力が弱くてできることは少ないですが……あ、ひょ、ひょっとしてか、身体からだをう、売ればいいんでしょうかっ？」

「おい、シャレにならないから止やめろ」

　昨さつ今こんいろいろ厳しいからな？　君みたいな十歳くらいの褐かつ色しよく肌はだ銀髪ロリ少女が目をうるうるさせながら身体を売るとか言ったら黄色いマークがついて他の本から隔かく離りされちゃうから。アイシャの外見を改めて語ったことに深い意図はない。

「ちょっと、そういうことならやっぱりお断りよ」

「アスマさん、さいてーですね。クズの風かざ上かみにも置けないゴミです」

「おい、なんで俺が今の提案したみたいな流れになってるんだよ」

　俺より今の発想が普通に出てきたアイシャをどうにかしろ。

「俺はロリコンじゃねえからな……って、だからってお前を襲おそいもしないから不審者を見る目はやめろイシュタル」

「私なら、いつでもウェルカムですよアスマさん！」

「お前は黙だまってろ！」

　ああ面倒くせえなこいつら！

　ヒロイン大勢に囲まれてうんざり顔のラノベ主人公の気持ちが今はよく分かるわ。正直そんなに楽しくないよこれ！

　確かにアルテミスやイシュタルに性的な魅力を感じないと言えば嘘うそになるが、だからといって見み境さかいもなく手を出したりするほど俺は本能のままに生きてない。

「ああもう……いいから、腹が膨ふくれたらさっさと風ふ呂ろに入れ」

　俺は言いながら立ち上がり、湯沸かし器のスイッチを入れた。

　ウチの風呂は狭いが、それでも三人くらいまとめて入れないことはないだろう。

　アルテミス、イシュタル、アイシャの三人が入ったあと俺が入れば、そこまで時間もかかるまい。

「お、お風呂まで……ありがとうです、アスマさん」

「うう……一週間ぶりのお風呂ね、アイシャ……」

　風呂と聞いて感かん涙るいに咽むせぶ二人。お前ら……。
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　イシュタルとアイシャ、それと「私はアスマさんと一緒に入りますよ！」とか意味不明な主張を始めたアルテミスを風呂に突っ込んでから、俺は夕飯の支度を始める。

　食事の用意は最近はアルテミスがしてくれることも多いが、彼女が現れる以前は自分でやっていた。まあ、たまにはいいだろう。

　といっても大したもんではない。冷蔵庫の中身を確認。あり合わせの材料で適当に品数を揃そろえる。ほうれん草はおひたしに、大根は味み噌そ汁しるに。冷凍の鶏とり肉にくと……あ、玉子が余ってる。親子丼にしよう。外国人は親子丼が珍しくて喜ぶって聞いたことがある。別にあいつら喜ばせたからなんだって感じだけどな。

　米を研といで炊飯器のスイッチを入れ、鶏肉を一口大に切っていると、スマホに着信。

　見れば、知らない番号から電話がかかってきている。

　俺に電話など、よっぽどのことがなければあり得ない事態だ。爺じいちゃんが死んだとか妹が行方不明になったとか。まあ妹とかいないけど。

　それにしたって登録してない番号というのはおかしい。間違いかと思いしばらく様子を見ていたが、切れる気配がないので仕方なく出ることにする。

　電話に出るとか久しぶりすぎて、一瞬どうしたらいいのか分からなかったが、画面をタップしてスマホを耳に押し当てた。

「もしもし……？」

『おう、アスマか？　悪いな急に。忙しかったか？』

「別にいいけど……それより、誰だあんた？」

『おいおい、会ったのついさっきじゃねえか！　忘れるなよ』

「…………宗そう也やか？」

　確かに、この無駄にテンション高めな声はあいつだ。

「なんで俺の番号を知ってる？」

『ああ。どうしても連絡したくてな。友達伝って聞いた。お前、学校のやつとケー番交換してなさすぎだろ！』

「…………」

　余計なお世話だ。

　する必要がないからしてないだけだ。ちなみに、少ないとはいえ交換している人間がいるのは、学校行事のオリエンテーリングだかなんだかのときに、緊急用に念のため交換したからだ。そいつらとも、メールも電話もしたことはない。むしろ、よく俺の番号残ってたなというレベルだ。

　しかし、友人伝いで他校の生徒の連絡先を入手するなんて、コミュ力高いなこいつ。

　っていうか、その誰かさんも俺の個人情報勝手に漏もらさないでくれますかね……。

「──で？　わざわざ何の用だ」

『おう。よく考えたら、お前に大事なことを話してなかったことを思い出してな。昼間のお前の態度もそのせいだったんじゃないかと思ってさ』

「なんのことだ？」

『オレがお前に黙だまって転校した理由』

「……！」

　短く告げられたその言葉に、俺は息を飲む。話が長くなりそうな気配を察し、鶏とり肉にくをまな板ごと一いつ旦たん冷蔵庫にしまった。

「……どういう、ことだ？　あれに何か事情があったのかよ」

『当たり前だ。そうじゃなきゃ、オレがお前に黙っていなくなったりするかよ』

「…………」

　落ち着け。落ち着け落ち着け。

　こんなことで動揺するんじゃない。こいつが何も考えていないにしろ、俺を揺さぶる策があるにしろ、こっちが感情を露あらわにして得することなんて一つもない。

「──で？　なんなんだ、その理由ってのは」

『ああ。まあ、今思うと下らなくて、恥ずかしい話なんだが……オレ、親父おやじに引っ越すって言われてもさ、自分だけは転校しないつもりだったんだよ』

「なんだそりゃ？　一人暮らしでも始める予定だったのか？」

『まあな。小三だろ、そんなことできるわけないけどさ、当時のオレは本気でそんなつもりだったんだ。オレは転校したくなかった。お前ともマシロとも離れたくなかった。だからさ、あの日、家から抜け出して逃げ回ってたんだ。こうやってずっと逃げ回って、自分だけはこの街に残り続けてやるって、本気でそう思ってた』

「…………」

『けど、まあ、無理だよな。一時間くらいで親父おやじに見つかって、めちゃくちゃ怒られながら車に乗せられた。それでもな、隙すきがあったら抜け出して戻ろうとか考えてたんだぜ。もちろん、そんなことできなかったけどな』

　確かに、当時の宗そう也やならやりそうなことだった。

　簡単に情景が浮かんでくる。

　そうだ、宗也は昔から自信家だった。頑がん張ばればできないことはないと、今できなくてもいつかきっとできるようになると、自分の力で変えられないものなどないと、そう思っている奴やつだった。何かの主人公みたいに。

　そして──今の俺とはまるで正反対に。

『すまなかったな、アスマ』

　唐突に、謝罪の言葉が響いた。

　それはまるで毒物のように、俺の耳から脳へと浸透していく。

『ずっと謝りたいと思っていた。勝手にいなくなったこと。約束通りあの公園に行かなかったこと。それを──』

「どうでもいいよ、そんなことは。大したことじゃない」

　連ねられる言葉を遮さえぎって、俺は言った。

　そう、そのこと自体は、全然大したことなんかじゃない。

　重要なのは、あの日のことをきっかけに、俺がどう変わっていったかだ。

　けれど、それも俺自身の問題であって宗也には無関係だ。それに、そのことを語ったところで、宗也に理解できるとも思えない。頑張ってもできないことはあると、今できないことは永久にできないかもしれないのだと、自分の力でどうにもならないものが世界には溢あふれていると、そう考えている俺の言葉が、こいつに届くとは思えなかった。

　宗也は、俺の答えを聞くと、安心したように息をついた。笑ったようだった。

『そうか。よかったぜ……じゃあ、アスマ。和解も叶かなったことだし、今度こそオレの仲間に──』

「断る。それとこれとは話が別だ」

　俺は即答。

　いやいやいや、今の流れでなんでそうなるんだよ。数合わせかテコ入れの仲間でももうちょいヒネるぞ。

『そうかよ。なかなか手て強ごわいな』

　苦笑交じりの宗也の声。

　手強いっていうか、初めからそのルートないから諦あきらめた方がいいよ？

『まあ、また日を改めるわ。それじゃあな』

　あ、そうそう、と宗也は話を継ぎ足してくる。

『マシロにもいろいろ事情があったんだよ。明日にでも聞いてやってくれ。んじゃ！』

「明日？　おい、それってどういう……」

　問いかけの途中で通話は一方的に切れてしまった。

　俺はしばらくスマホの画面を眺めていたが、やがてポケットにしまい、冷蔵庫に鶏とり肉にくを取りに行く。

　……ああくそ、宗そう也やの声が頭の中で響く。

　普段あまり人と接しないボッチは、たまに人と話すと、その会話をあとから何度もトレースしてしまう癖くせがあるのだ。

　アルテミスの出現でちょっと治まった気がしていたが、普段話さない人間相手だとやっぱりなるんだな。

　しかし──そう苦労することなく、記憶の中の宗也の声はかき消された。

　がらがらがっしゃー！とアパート自体が崩ほう壊かいしそうな音が聞こえてきたからだ。

　俺はため息をつきつつ風ふ呂ろ場ばへ。

「おい、何騒さわいでるんだ。近所迷惑だから──」

　と注意する言葉は途中で止まった。

　短い廊下の先に扉があって、狭い脱衣所。さらにもう一枚扉を挟はさんで風呂があるわけだけど、その扉はどちらも全開だった。












　風ふ呂ろ場ばの床に、アルテミスとイシュタルがひっくり返って倒れている。抱き合ってるように一瞬見えたけど、偶然そうなっただけらしい。その手前、脱衣所の足あし拭ふきマットの上には、すっ転んで尻しりをこっちに突き出した間抜けなポーズのアイシャ。

　どうやら、三人一緒に湯船に浸つかっていて、同時に出ようとした拍子に転んでしまったとか、そんな状況らしい。必然的に全員が全裸。

　真っ先に俺に気づいたのはイシュタルだった。

　柔らかそうなわがままお姉さんボディを慌あわてて隠しながら「あっひゃあ！」とか声を上げて顔を真っ赤にする。何その反応、意外すぎてちょっとそそるんですが。

　アルテミスは嬉うれしそうな顔で俺を見て、

「アスマさん、やっぱり私と一緒に入りたいんですね！　どうぞどうぞウェルカーム！」とかいって両手を広げて隠そうともしない。いろんなところが丸見えで勘かん弁べんしてほしい。

　そしてアイシャが「ふわわわあ！」と悲鳴を上げて尻を手で隠しながら、

「やや、やっぱりアイシャのか、身体からだをお求めなんです？　花売りのお仕事だって言われて街に行ったお姉さんと同じ……最後はそれしか売るものがないんです……！」

　やめて！　君の故郷の話はリアルで重いから！

　俺はバカらしくなってさっさとキッチンに戻る。

　イシュタルが「ちょっと、覗のぞいといて謝りもしないのかしら!?」などと叫んでいるので「はいはいごめんごめん」とおざなりに答えておく。

　まったく、騒さわがしいことこのうえない。

　おかげで、宗そう也やの声の残響は、完全に消え去っていた。





　　　　★






　三人が出たあと俺も風呂に入り、上がったころにはちょうどご飯が炊けていた。

　下準備しておいた親子丼の具を完成させ、四人で夕飯を食べた。

　イシュタルとアイシャは、さっきカップ麺めんを食ったばかりだというのに、あっという間に平らげた。どんだけ腹減ってたんだよ……。

　夕飯を終えると、食器を下げて洗って仕し舞まって、あとは寝るだけ──なのだが。

「私たちはどこで寝ればいいのかしら？」

　その問題があったな。

　布団自体はまあなんとかなる。冬用の毛布やら、コタツ布団やらクッションやら座布団やらをかき集めれば寝ね床どこは作れる。問題は、それをどこに設置するか、である。

　アパートの部屋は、リビングダイニングとキッチンが一つながりで、それ以外に畳たたみの部屋が一つ、風呂、トイレ、といった構成。

　畳たたみの部屋は四畳半で、俺の寝室になっている。本やらなんやらいろいろ置いてあるので一人分しかスペースはない。

　アルテミスはこれまで、リビングダイニングのソファで寝ていた。硬い気もするのだが本人はいたって平気のようだ。ときどき不意打ちでヘソまる出しのだらしない寝相を見せられることもあるが、もう慣れた。

　となると、残る選択肢は限られてくる。

「廊下か……」

「ちょっと、それは酷ひどいわ坊や」

「やかましい。泊めてもらう身分で選えり好ごのみするなよ」

「あら、私たちと坊やは対等な労使関係なのではなくて？　労働者側にも、不当な扱いに苦情を申し立て、改善を要求する権利はあるはずよね？」

「お、おう……」

　ちくしょう、この女神どこでそんな言葉憶おぼえてきたんだよ。何も知らない外国人をいいようにこき使う作戦が台無しだ……まあ、国際問題に発展したら困るしな。

「しかし、そう言われても他に場所がなぁ」

「いいですよ」

　とそこでアルテミス。

「イシュタルとアイシャちゃんはソファを使ってください」

「お、なんだアルテミス、お前いい奴やつだな」

「私はアスマさんと同じ布団で寝れば解決です」

「お前は廊下だ」

　笑みを浮かべて言ってやると、アルテミスもにこにこしながら、

「いやですよぅ、照れることないじゃないですかアスマさん。べべべ、別に何もしやしませんよぅふんすふんす！」

「鼻息が荒い目が怖い近寄るな！　説得力ゼロだぞお前」

　俺は張り付いてくるアルテミスをベリベリ引き剥はがしてから、畳部屋へ。

「ふむ……」

　扉の正面に窓があって、右手には襖ふすまがある。俺はその襖を開くと──中の押入れを適当に片付ける。大してものがあるわけじゃないので、すぐにスペースを空けれた。

「よし、アルテミス。お前の寝ね床どこは今日からここだ」

「ええー……」

「文句言うな。パートナーってことで当たり前みたいに暮らしてるけど、本来お前だって居い候そうろうなんだからな」

　都合よく主人公の家が一軒家で、さらに都合よく両親が死んでたり海外出張中だったりして部屋が空いてる、みたいなことは現実にはないのである。

「むー…………まあ、これなら、襖ふすま一枚開ければアスマさんがいるわけですし、最初から同じ布団で寝ているよりもドキドキ度は高めかも……むふむふ」

「ちなみに、一度でも俺に何かしようとしたら、俺が寝てる間襖を木板で打ち付けることにするからな」

「そんなっ！」

　アルテミスは叫ぶが、それくらいの自衛策と牽けん制せいは当然だ。

「ああ、あと、イシュタルとアイシャも、寝てる間はこの部屋に来るのは禁止な。トイレは廊下の反対方向だし、問題ないだろ」

「そのくらいの警けい戒かいは当然ね。分かったわ」

　まあ、俺は普通にリビング行くと思うけどな。喉のど乾いたりしたら、冷蔵庫そこにしかないし。

　アルテミスがなんか唸うなっている。

「ぐむむ……アスマさんの警戒心が高すぎて、取りつく島がありません」

「当たり前だ。人を見たら泥どろ棒ぼうと思え。言い寄ってくるやつは全員詐さ欺ぎ師しだ。信じて裏切られるくらいなら、疑って嫌われるほうがマシだ」

　島なんてあるものか。俺の心は視界一面全すべて海だぜ。





　　　　★






　それぞれの寝ね床どこの準備も終え、ようやく就寝。

　襖の向こうではアルテミスがなにやらゴソゴソうるさいが、あいつは基本忙せわしないやつなので気にしない。それで寝れないというほど俺は神経質ではない。

　いつもより寝つきが悪いことに原因があるとすれば、それは宗そう也やとの会話だろう。

　あいつは──昔のままだった。

　まるで、小学生から時間を経過していないかのような変化のなさ。

　否いな──人のことなど他人には分からない。「お前は変わらないな」なんて言葉は、変わらないでいてほしいと願う奴やつが口にする願望でしかない。宗也にだって、何かしらの変化はあるのだろう。八年を生きてきた分の変化は。

　けれど、少なくとも俺に対する態度だけに限って言えば、宗也は小学三年生のころと同じだった。

　仲間──とあいつは言った。

　本物の、心からの、仲間──と。

　無理だ。在あり得ない。

　変わった変わらないの話をするなら、俺は確実に変わった。

　人の本質は変わらない、なんて主張もあるが、俺はそれには否定的だ。

　なぜなら「本質」なんてものは正義や友情や愛と同じく幻想だからだ。

　確固たるもの、不変なるもの、そんな「本物」はこの世に存在しない。たとえ人の心の中にだってだ。

　社会や制度や法律が変われば、善人は簡単に悪人に変わる。生まれた時代が違うだけでその人間の本質が善か悪かが変わるのか？

　脳内分ぶん泌ぴつ物の変化で、人は明るくも暗くもなる。分泌物は薬で調整が可能だ。そんな性格が本質か？

　悪人が改心して、悪人だったより長い期間善行を積んで、そのまま死んだら、そいつの本質は善なのか悪なのか？

　本質なんてどこにもない。時によって、周囲との関かかわり方に合わせて、表面に見えた言動から勝手に想像して、ありもしない「本質」をでっち上げているだけだ。

　だから俺にも本質なんてものはない。

　俺は変わった。

　今の俺はクラスで友人を作らないボッチで、異能バトルで覇は権けんを狙ねらい世界を滅ぼそうとしているクズだ。表面に見えているその姿が俺の全すべてだ。

　クズな俺に仲間なんか必要ない──。

「アスマさん」

　不意に襖ふすまが開いて、アルテミスが呼びかけてくる。

「んだよ……」

「何かありました？　お風ふ呂ろから上がってから、なんか様子が変でしたが」

　……勘がいいな、こいつ。

「べつに」

「そんなはずないです。変て言うなら、宗そう也やさんと会ってからずっと変ですよ」

「…………」

「やっぱり気になるんですか。幼おさな馴な染じみですもんね──」

「関係ねえよ」

　俺はアルテミスの言葉を遮さえぎるように言った。

「昔がどうだろうと、今の俺とあいつは〈最終戦争アポカリプス〉の敵同士だ。あいつは《信頼》の信念を掲かかげ、俺はそれに《叛はん逆ぎやく》する──ただそれだけの、シンプルな話じゃねえか。何を気にする必要がある？」

「それは、そうですけど……アスマさん、なんか迷ってませんか？」

「迷う？　俺が？　何に？」

「うまく言えませんけど──だって、宗そう也やさんに対しての態度、普段と全然違いましたもん。いつものアスマさんなら『信頼wwwwまじ笑えるwwwww』ってヘラヘラしながら受け流すじゃないですか」

「俺はそんな動画のコメントみたいな口調じゃねえよ」

　俺はツッコむが、アルテミスは気にせず続けてくる。

「あんなふうに、本気で怒っちゃうなんて、それってむしろ宗也さんの信念に《叛はん逆ぎやく》できなかったからなのかなって……」

「…………」

　ああもう、しつっこい奴やつだな。

　仕方ない、こうなったら──。

「──ああ、そうだよ。バレちゃったならしょうがねえ」

「アスマさん？」

「ちょっと前からそんな気はしてたんだ。なあ、アルテミス。俺の信念は実は《叛逆》なんかじゃない。俺の本当の信念は」

　俺はわざとらしくたっぷりタメを作ってから告げた。




「《救済》なんだ」




「こんなクソみたいな世界を俺は認めたくない。けど、だからって滅ぼすんじゃなくて、そこで生きて、苦しんでる奴を助けたい。それが俺の信念だったんだよ！」

「──アスマさん！」

「うわっ」

　いきなり押入れからアルテミスが飛び出してきた。

　キラッキラと目を輝かせながら、俺に抱きついてくる。

「アスマさんアスマさん！　素す晴ばらしいです！　信じてましたよ私は！　どんなに発言や行動がクズで人でなしのゴミ野郎でも、心の底には美しいものがあるって！」

「お、おう……」

　それ褒めてる？　褒めてねえよな！

「いやー嬉うれしいです。感動です。これも私の説得が功こうを奏そうしたおかげですね。つまり、私とアスマさんは一心同体、相思相愛、比ひ翼よく連れん理り！　もはやパートナーというか夫婦ですね新婚ですね新婚初夜！　さあ、いまこそハネムーン！」

「待て待て待て！」

　いそいそと服を脱ぎ始めたアルテミスを俺は慌あわてて押しとどめる。

　まさかここまで簡単に信じるとは……。












　お前は最近よく見る初めから主人公に好感度マックス系ヒロインかよ。

「あのなぁ……嘘うそに決まってるだろ。少しは疑えよ」

「は………………？　う……そ？」

「嘘嘘。当たり前だろ。救済？　そんな面倒臭いこと誰がタダでやるかよ。俺がすくうのは祭の金魚くらいのもんだ」

　金魚も飼うの面倒臭いから多分すくわないけど。

「う、う……う……うええええん！」

　アルテミスが泣き出した。

「アスマさんのばかばかばか！　やっぱりクズはクズです。ゴミはゴミです。純情な乙女を手のひらの上で弄もてあそんで楽しいですか!?」

「やかましい。お前がしつこいからだ」

「うう、ひどい……ひどいですよう……すんすん」

「あーもう、嘘泣きとかいいから」

「……ちっ、バレてましたか」

「本当に嘘泣きかよ……」

　俺は頭をかきながら呟つぶやく。訂正。嘘泣きがバレたら舌打ちする好感度マックス系ヒロインなんかいてたまるか。

「だいたい……本当に救済なんてもんがあるとして、そりゃ信念から生まれたりなんかしねえよ。救済ってのは──」

　そうさ、それは絶対に。

「──信念から解放されたところにあるはずなんだ」

「え？」

　……くそ、何口走ってんだ俺は。

　見ろ、アルテミスが変な顔してるじゃねえか。

「えっと、なんの話です、アスマさん」

「んでもねえよ。とっとと寝ろ」

　俺はさっさと布団に潜る。

　アルテミスはしばらく首を傾かしげていたっぽいが、やがて仕方なさそうに押入れに戻っていった。

　……ったく、よけい眠れなくなったじゃねえか。






　第３話　幼なじみも異能バトル参加者だった件









　翌朝。

　ソファでぐーすか寝ているイシュタルとアイシャの横で朝飯を食って、俺とアルテミスは家を出た。

　二人には、食べ物は好きに食べていいこと、出かけるときは鍵かぎをちゃんと締しめ、どこに行くかを書いておくこと、と書置きを残しておいた。なんだこれ、おかんか。

　ちなみにここの大家さんは、比較的ゆるいというか、金持ちの家の娘が道楽でやってるとかでかなり適当な経営スタイルだ。

　前にアルテミスと一緒にばったり鉢合わせした時もメガネをキラキラさせながら「むふふふ」と怪あやしげな笑みを残しただけで何も言われなかった。多分今回も大丈夫だろう。

　徒歩十五分で学校に到着。

　俺と一緒にいるアルテミスに、話しかける生徒はやはりいない。

「お前、いいから俺から離れてクラスの奴やつと話してこいよ」

「いえいえ、何をおっしゃるのですアスマさん！　私はアスマさんに世界の素す晴ばらしさを教えるために骨ほね身みを惜しみません！　ほらほら、素敵な一日は元気な挨あい拶さつからですよ。みなさん、おはようございます！」

　教室に飛び込みながら声を上げるアルテミス。

　何事かと教室じゅうの人間が注目するが、アルテミスと俺が並んでいるのを見ると、びみょーな顔をして目線を戻す。

「あ、あれー？」

「アホ。そんなんでいまさら上う手まくいくわけないだろ」

　俺は小声で言いながら自分の席へ向かう、

　本来なら、アルテミスの天然でアホっぽい性格（一応褒めてる）は、結構いい感じに受け入れられることが多いだろう。

　もしアルテミスが俺に関かかわったりしてなければ、彼女はすんなりクラスに溶け込めていたと思う。なんなら、中心グループに加わることだってできたはずだ。

　だが、ボッチの俺と関わった時点で、彼女の性格の利点はすべて無意味になった。

　天然の彼女がノリと勢いで壊せるほど、ボッチとクラスの境界は脆もろくない。

　どうにかしたいならそれなりの方法が必要だ。

　俺は席に着くと、いつも通りカバンから本を取り出して読み始める。

　隣でアルテミスが手持ち無ぶ沙さ汰たにキョロキョロしているが、クラスの人間は数人ごとにグループを形成して固まっているため、話しかける余地がない。

　人間関係は簡単に見切りをつけられる。

　アルテミス──恋こい森もり弓ゆ月づきのクラス内でのポジションは決まったな。

　さっさと諦あきらめて、俺みたいに読書でもしたほうが有ゆう益えきだぜ？

　なんてことを考えていると担任の松まつ木き林ばやし先生が現れた。

　いつも通り連絡事項を一通り告げた後、先生が言う。

「えー、今日は転校生を紹介する」

　あれ？　なんかそれ昨日も聞いた気がする。ひょっとしてこの世界ループしてます？

　と、しかしそこで俺は嫌なことを思い出す。

　昨日の宗そう也やの電話。彼が最後に言ったセリフ。

　マシロがどうの、明日がどうのと。

　そして、昨日あいつがこの学校に来ていた理由──それが、彼言うところの「仲間」が通うことになる場所に、危険がないか確かめにきていたのだとしたら。

「入りなさい」

「はい」

　担任の言葉に短く答え、彼女は俺の想像が具現化したかのごとく、教室に姿を現した。

　白しろ宮みやマシロ。

　俺のもう一人の幼おさな馴な染じみ。

　ドクリ、と心臓が高鳴った。

「ほわぁ……美人さんですねぇ」

　アルテミスが、思わず、といった感じで小声で呟つぶやく。

　しかし、他の生徒からは、昨日アルテミスを見て上がったような声が、今日はない。

　それは、誰も彼女に興味を持たなかったから、ではない。

　むしろ逆。

　アルテミスとはまるでタイプの違うその容姿に、思わず言葉を奪われたのだ。

　名前と裏腹に、全すべてを覆おおい隠す夜の闇やみのような黒髪。その下の、透き通るような肌と、怜れい悧りな眼まな差ざし。引き結んだ唇は冷たさを感じさせる薄い紅色だ。ほっそりとした身体からだは、まるで計算されたかのように整った姿勢と相まって、彫ちよう刻こくめいた美しさを表している。

　彼女が歩むたびに、教室の空気が氷で満たされ、温度を下げていくみたいだ。

　しかしそれは不快な冷たさではない。風邪で熱を持った頭に乗せられる氷ひよう嚢のうのような、あるいは激しい運動のあとの冷え切った水分補給のような、清せい涼りようさを全身で受け止めるような心地よさがある。

　マシロは、担任からチョークを受け取ると、黒板に、昨日のアルテミスよりも大きな字で堂どう々どうと自身の名を連ねた。

　そしてクラスメイトたちへ向き直ると、そこで初めて笑みを浮かべて口を開く。

「白しろ宮みやマシロと言います。みなさん、よろしくお願いします」

　完かん璧ぺきな挨あい拶さつ。

　けれどそのあとに小さく「よしっ」と口が動いたのを、俺は見逃さなかった。最前列の人間にも聞こえなかったかもしれない呟つぶやき。それは以前のマシロのことを知っている俺だから気づいたことかもしれない。

　上う手まくいった、と本人は満足そうだ。けど……。

「……あのさ」

　とハスッパな口調で貴たか町まちさんが言う。クラスの中心グループのリーダー的な女子だ。

「マシロでいいの、名前？」

「え、あ、はい。そうだけど……？」

　マシロは不思議そうな顔で貴町さんを見る。貴町さんは苦笑しながらマシロの後ろ──黒板を指差す。そこにはでかでか堂どう々どうと『白宮マロシ』と書かれていた。

「…………ひゃああああ！」

　一瞬ぽかんとした横顔を見せた後、マシロは真っ赤になって悲鳴を上げた。なんなら頭から湯気が湧わき出すレベル。マシロの頭で茶が沸くぜ！

　悲鳴と共に、教室を満たしていた氷が一瞬で砕け散って、溶けて消え去った。

　マシロは慌あわてて黒板消しを掴つかむと、ばふばふ自分の書いた字を消し、書き直してからぽしょぽしょと告げた。












「ま、マシロです……よろしくお願いします」

　盛せい大だいに拍手が響いた。

　いくら心地よくても、長い冬は辛つらい。雪解けの春が訪れるから、どちらにも価値があると思えるのだ。マシロはその両方を持っている。

　あっという間にクラスに受け入れられた彼女は、それでも本人だけは「失敗したぁ」と恥ずかしそうに呟つぶやきながら、アルテミスのさらに隣の席に落ち着いたのだった。





　　　　★






　──昼休み。

「ねえ、ひょっとして神かん薙なぎアスマ、くん？」

　いつも通り教室を出ようとする俺を、マシロが呼び止めてきた。

　ちなみに俺が教室を出ようとしたのは、購買にパンを買いに行くためだが、その間に俺の机と椅い子すはいつも女子グループによって奪われ、別の机に吸きゆう収しゆう合がつ併ぺいされてしまう。わざわざ奪い返すのも面倒なので、俺はそのままどっかのベンチで昼休みを過ごすことにしてる。無駄な争いはしない。非暴力不服従の精神だ。たまに机がこぼした飲み物で汚れてたりしても助走つけて殴なぐったりしてはいけない。

　んで、そんな感じで立ち上がった俺の名を呼んだマシロは、貴たか町まちさんを含む、男女混合のクラス中心グループとお弁当を広げようとしているところだった。

　貴町さんはじめ、中心グループの俺を見つめる視線は胡う乱ろんげだ。

　なんでこいつに声かけるの？っていう疑問の目。っていうかこいつどうしてここにいるの？っていう疑問の目。そもそもこいつ誰だっけ？っていう疑問の目。やめて！　俺をそんなに見つめちゃダメ！

「ね、アスマくんだよね？」

　マシロが再度訊きいてくる。いつまでも見られ続けるのもアレなので俺は頷うなずいた。

「あ、ああ……」

「っていうか何？　マシロンってこいつと知り合いなの？」

　俺が答え終わるか終わらないかというタイミングで、貴町さんが言った。いやいや、こいつってあなた……。

　しかもこの人、俺のほう見てない。なんつーか、近寄られる前に線を引いた感じだ。

　しかしマシロはそんな線など平気で乗り越えてくる。

「やっぱり！　あ、ごめんね貴町さん。その……アスマくんは私の幼おさな馴な染じみで、小学校のとき一緒に遊んだりしてて」

「…………へえ」

　貴町さんの目がようやく俺に向く。その目は獲物を見つけたみたいにキラリと光っていて、貴町さんっていうか鷹たかさんである。怖い。

「神かん薙なぎ……だっけ。そうなんだ？」

「……ん、まあ、な」

　俺は努つとめて冷静に肯定を示す。

　なるほどな、と俺は思った。

　アルテミスもマシロも、転校初日から俺に話しかけ、俺の知り合いであることをクラスに表明したわけだけど、その手順はまるで違った。

　アルテミスはクラスの中で真っ先に俺に話しかけた。だからブラックホールに引きずり込まれて俺と同じボッチポジションに落ち着いてしまった。

　一方マシロは先にクラスの中心グループに居場所を作った。それから、貴町さんに対して俺との関係性を明示しながら話しかけてきた。いわば、命いのち綱づなを準備しておいたのだ。そうすればマシロがボッチポジションに引き込まれるよりも、俺が中心グループへと連れ込まれる力のほうが強く働くってわけだ。

　マシロが狙ねらってそうしたのかどうかは分からない。まったく計算が働いていないとは思わないが、それでも無意識のレベルの話だろう。

「ところで、ずっと気になってたんだけど、恋こい森もりさん？」

「ふわ？　はい、私ですか？」

「そう、私です。ふふ、良かった、日本語喋しやべれるんだね？　もしかして英語だったらどうしようかと思った。私、英語ぜんぜんだから」

「は、ははは！　心配ないデース！　私、日本語ペラペラデース！」

　お前はなんでいきなりちょっと片言になるんだよ。

　マシロはさりげない流れでアルテミスまで中心グループへ引き上げてしまった。すごいサルベージ能力だ。

　女子の一人がマシロに「恋森さんは昨日転校してきたの」と説明する。マシロは感心するように「へー」とか「ほー」とか声を上げた。

「あ、恋森さんも、アスマくんも一緒にお昼どう？　いろいろ話したいし……」

　いいかな？　というように、俺とアルテミスと、そして貴たか町まちさんたちを見回すマシロ。

　一瞬「それは……」という空気が生まれるが、その空気が広がるより早く貴町さんが、

「いいんじゃね？　おもしろそーだし」

　と判決を下す。

　まさに判決だ。彼女の決定に表立って逆らう者はいない。

「それじゃお言葉に甘えましょうかね、アスマさん」

　とアルテミスが言ってくる。

　ここで俺が頷うなずけば、俺もクラスの中心グループの仲間入りだ。ボッチから脱出できる。

　みんなと仲良くなって、親友もできて、恋も上う手まくいき、修学旅行を楽しんで、受験で悩んで、最後は感動の卒業式！　いやいや、どこの少女漫画だよ。そんな上手くいかないっての。

　まずはグループの最下層からスタートだ。質問攻め。過去のことやら今までボッチでいた理由やらを根ね掘ほり葉は掘ほり訊きかれ、それに場を盛り上げるような返答をすることでグループ内での評価を上げていく。評価がある程度固まったら、グループ内での役割が与えられるだろう。まずはクラス全体への通達係かな。それとなくさりげなく、ただし的確に、クラスの支配者の声を全体に届ける役だ。うまく伝えられずに失敗したときは中心グループから切り捨てられ、うまく伝えてもそれでクラスの空気が悪くなったりすれば支配者の代わりにトカゲの尻尾切りされイジメの対象となる。クラス中のいろんな役割ロールを巡めぐるわけだ。アナログゲームみたいで楽しい！

　──まったく、クソみたいなスクールライフだ。

　そんなもんに興味はない。さっさと離脱しよう。

「その……俺は、あんま食欲なくてさ。ちょっと保健室行くつもりだったから」

「そうなの!?　大丈夫？　ついてこうか？」

「いや、大したことないから……わ、悪いな」

　本当に心配そうに言ってくるマシロに、俺は慌あわてて首を振る。っていうか、いきなり近づいてこないでくれ。長い黒髪が揺れて、なんかいい匂においが顔の辺りで渦うず巻いた。

「そ、それじゃな」

「あ、待ってくださいよう！」

　俺は逃げるように教室を出る。アルテミスが後を追ってきた。

　貴たか町まちさんたちは、すぐに俺への興味を失ったようだった。

　これでいい。俺は中心グループには近寄らないと表明した。今後マシロが俺に話しかけることがあっても、それがブラックホールからのサルベージに繋つながることはないだろう。

　俺は購買のある一階玄関前スペースへ向かいながら、胸のあたりを押さえる。

　鼓動が早い。ドクリドクリと、まるで嫌がらせのように強い心臓の鼓動が、全身に俺の動揺を知らせていた。

　動揺、してるな……。

　クラスの中心グループの女子と会話したからじゃない。貴町さんが短いスカートから伸びる脚あしを組む姿にドキドキしてたわけでももちろんない。あれ、正面から見たらぱんつみえてたよ、きっと。

　白しろ宮みやマシロ。

　今の俺がこうなるきっかけとなった──幼おさな馴な染じみ。

「ふう……」

　俺は息を吐いた。

　分かっている。単なるきっかけだ。自分で何度もそう繰り返したじゃないか。

　マシロがどんな理由で転校しようが、それを俺に黙だまっていようが、どうでもいい。

　彼女が相変わらず彼女のままで、俺のことも憶おぼえていた──それがどうした？

　それでも今の俺はこうだ。

　何も、変わらない。

　──鼓動は元に戻っていた。

　俺は購買へと急いだ。





　　　　★






「あれ、アスマさん。お昼食べるんですか？」

「食うよ」

「でも食欲がないのでは」

「嘘うそに決まってるだろ」

　俺は購買で買ったらぶりーサンドとコーヒーを手に校内をうろつく。アルテミスはそれにてこてこついてきた。

　あ、らぶりーサンドってあれな。四角く切った食パンにチョコとかピーナッツバターを挟はさんだパン。二つ入りで、多分二人でラブラブ分け合えってことなんだろうけど、一人ひとつじゃ絶対足りないサイズ。思うにこれは、カップルが空腹になってイライラし、喧けん嘩かして別れることを狙ねらったパン会社の陰いん謀ぼうだ。らぶサンはどう考えても一人で食べるべき。ボッチこそがらぶりーサンドのメインユーザーだと強く主張したい。

　アルテミスの方も昼飯を買ってたが、なんか「甘いー！」とか文句を叫んでいる。そりゃホイップ入りロールパンとコーラの組み合わせじゃさぞ甘かろう。キャラ付けしたいのかただのバカなのか……多分後者だろう。

　昨日と同じように、校内各所を見て回る。

　俺の行動を怪け訝げんな顔で見ながら、アルテミスは言ってくる。

「それにしても、さっきのマシロさん、黙だまって転校しちゃったような態度には思えませんでしたが、どういうことなんでしょう」

「さあな……まあ、マシロはもともとああいう奴やつだから」

　いい加減とか、そういうことを簡単に忘れるとんでもない女──という意味じゃない。

　何があっても、マシロはああいう態度を崩くずさないのだ。ぱっと見は毅き然ぜんとしていて、でもすぐにドジを踏む。明るくて朗ほがらかで、誰とでも仲良くなれる。それが白しろ宮みやマシロだ。

「もし──あいつが俺に話があるなら、ちゃんと呼び出して改めて言ってくるだろうな。それ以外の場所で普段と違う態度をとったりはしないだろうさ」

「ふぅ～ん……」

　アルテミスがにやにやした顔でこっちを見てくる。

「なんだよ」

「いえいえ。さっすが幼おさな馴な染じみだけあって詳しいですねーと思っただけですよ」

「ふん……」

　俺は鼻を鳴らす。

　それでも──彼女が転校することを、あのとき俺は知らなかった。

　さっきだって、そのことについてマシロがどう思っているか、まるで分らなかった。

　結局俺は、マシロがどういう言動をするかは分かっていても、どういうことを考えているかは分からないのだ。

　俺はコーヒーを一気に飲み干し、缶とらぶサンのパッケージを手近のゴミ箱に捨てる。

　場所は、二年四組の教室とは、渡り廊下を挟んで別の棟の屋上。この学校の屋上は解放されていて、何人かの生徒が昼を食べている。

「ここは……人が多いし放課後にしとくか。仕掛けは昨日もしておいたし……」

「あの……アスマさん、昨日もそうでしたけど、いったい何やってるんです？」

「だから伏線張りだって。いつ何が起きてもいいように──！」

　アルテミスにちゃんと説明するかどうか考えていると、不意に違和感が身体からだを包んだ。

　突然、霧が自分の周囲を吹き抜けていったような奇妙な感覚。

　そしてそれが通り過ぎると、




　──世界が一変していた。




　屋上にいた生徒が全員いなくなっている。

　建物は変化がないように思えるが、よく見ると違う。どれも、キラキラと微弱な光を発しているのだ。

「〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉ですっ」

「ああ……これだけはなかなか慣れないな」

〈転聖神域〉──〈転聖者オーヴアーライド〉がパートナーの神を武器化すると発生する「一時的な神界の顕けん現げん」。

　この空間の内部には現実世界がそっくり再現されているが、ここで行われた戦闘でどれだけ物が壊れても、現実世界には全く影響がない。

〈最終戦争アポカリプス〉のために作られたものというよりは、神が人間界で力を使おうとすると勝手に現れてしまう、というのが実情らしい。そのため神は、その絶大な力をもってしても人間界に直接影響を及ぼすことができないのだ。

　御都合主義の設定みたいで叩たたきたくなるが、現実にそうなので文句を言っても始まらない。まあ、人間としてもそのほうが助かるのは事実だ。

　そして、その〈転聖神域〉が発生したということは──。

「はっはっは！　見つけたぞ、〈転聖者〉！」

　不意に聞こえた声に視線を向ければ、屋上への出入り口の上の屋根に、男子生徒が立っていた。

　運動部に所属してそうな、ガタイのいい男だ。手には斧おのみたいな無骨で巨大な刃物を持っている。

　これは……昨日の宗そう也やと違って、バトル待った無しな空気だな。

「アルテミス」

「はい！」

　俺はポケットから〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出す。

　アルテミスは制服の裾すそをめくって、下腹にある〈転聖門ゲート〉を露あらわにする。おい、そのわざとらしく目を背そむけて恥ずかしがる仕草やめろ。こっちが恥ずかしくなる。

　そもそも、こんな変なところに〈転聖門ゲート〉を持っているこいつが悪い──と無理やり文句をつけながら、俺は彼女の下腹に鍵かぎを差し込む。

　鍵は、水面に触れ、落ちるように、彼女の体内に沈み込んだ。

　鍵の先端が奥まで届いた感触。くるり、と鍵を九十度回転。

「う……はぁあっ……んっ」

　アルテミスが苦しげな、それでいてどこか恍こう惚こつとした声を漏もらす。だからそういうのやめろって！

　光。アルテミスの全身が〈転聖門〉を中心に広がった光に包まれる。光が身体からだの表面に定着するように収まると、彼女は機械めいた鎧よろいの姿になっていた。

　それが、一瞬で変形を行う。

　時間にすればわずか数秒といったところだ。

　狩猟の女神アルテミスは、まさに彼女自身を体現するような大弓──〈アルテミシア〉へと変わった。

「弓！　バカが。この距離でそんな武器で、何ができる！」

　男は大声で罵ののしりながら、こっちへ向かって飛び降りてきた。

　振り上げた斧おの。その刀身が炎を帯びている。

「っ！」

　俺は即座に退避。俺のいた場所に斧が振り下ろされ、屋上の床が真っ黒に焦こげる。

『ぎゃー！　なんですかあの武器！』

　コンソールから飛び出た画面の中で、ＳＤ姿のアルテミスが悲鳴をあげる。

「ははははは！　俺様の〈ラーメセウス〉は炎熱の刀身！　触れれば貴様の身体は炭と化すぞ！」

「マジかよ……」

　俺は弓の弦げんを弾はじき、光の矢を放って牽けん制せい。

　しかし、相手の言う通り、この距離では弓の利点が生かせない。

　そもそも弓は、近接武器を持った相手に対し、その武器の有効範囲外から攻撃を仕掛けるためのものだ。こんな間近に斧持った奴やつが迫っている状況じゃあまり意味がない。

『どどど、どうするんですかーアスマさんっ』

「こういう場合、神様の方が人間に冷静にアドバイスしてくれるもんじゃねえのかよ」

『そそそ、そんな余裕ありません！　あんなもんで燃やされたらお陀だ仏ぶつです！』

「神様でもお陀『仏』って言うのか……？」

　どうでもいいけどさ。

　まあいい。せっかく昨日伏線を張ってたことだし、回収するとしようか。

　俺はコンソールを操作して、矢の種類を変える。

　この〈アルテミシア〉は、通常の白い光の矢の他に、いくつか特殊な性質を持った矢を放つことができるのだ。

　連続して青い矢を放つ──というか、向かいの校舎の壁にセットする。

　青い矢は遠隔操作型のトラップだ。こちらのコンソールの操作でセットした場所から任意の方向に任意のタイミングで放つことができる。

　ただ、通常の矢より速度が遅いので、相手の動きを止めなければ簡単にかわされてしまうのが難点だ。基本〈アルテミシア〉の特殊能力は、どれもそんな感じで、便利なんだけど力不足感が否いなめない。開発されて間もない新機能をたくさん搭とう載さいした家電みたいな感じだ。

　なのでひと工夫が必要。伏線が役に立つ。

「はっはっは！　どこを狙ねらっている！」

　馬鹿笑いしながら、男が斧おのの柄に巻きついていた鎖くさりをじゃらじゃらと解き放った。

　直後、刀身を包んでいた炎が強さを増す。

　まるで大剣のように変化した炎を振りかざし、男はこちらへ迫ってくる。

　ちょ……パワーアップとか卑ひ怯きようじゃね？　っていうかむしろ、俺のほうはなんでそういう能力ないんだよ！

『これはひょっとして、かなりマズいのでは？』

「かもな……」

　この〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉の内部で起こったことは、現実世界には反映されない。

　だから、もしあの炎で丸焦こげにされても、〈転聖神域〉が消えれば無傷なわけだ。

　だとしても、今、ここで痛みを感じないわけではない。

　あれで燃やされたら、魔女の処刑体験コースまっしぐらだ。冗談じゃない。

「うおおおおお！」

　男が咆ほう哮こうしながら突っ込んでくる。

　俺は全力でそれを避よける。回避後の行動などまるで考慮していない。傍はた目めから見れば、たいそう間抜けだと思う。でもそれでいい。別にこれは、観客のいる格闘技の試合などではないんだから、パフォーマンスをする必要はない。

　避けた先には、転落防止のフェンスがある。俺はそこによりかかる──ように見せかけて手だけを乗せる。

　男は笑みを浮かべ、再び斧──いやもう炎剣と言ったほうがいいか──を振りかぶって突っ込んできた。

　フェンスに体当たりする男を、俺はさらに回避。

　しかし今度はそう大きく避ける余裕がない。

　俺は地面に転がる。男はトドメを刺そうと武器を振りかぶる。

　男の手の先で、メラメラと燃える炎。

　生き物としての本能が、火に対して感じる、死の恐怖を訴うつたえてくる。

『ひええー！　もう終わりです！』

「うるせえ！」

　騒々しい女神様だ。大変なのは俺なんだぞ。

　だが──終わりなのは事実だ。

　俺じゃなくて、この男が、だけどな。

「覚悟はいいか…………うぉ？」

　男は身体からだを傾けながら変な声を上げる。

　男が体当たりしたフェンスが、大きく軋きしんで倒れていったのだ。

　何が起きたか分からず、一瞬動きが止まる男。

　俺はその隙すきに起き上がり、傾いていく男の胸に軽く蹴けりを入れてやった。

「てい」

「なっ……きさまああああああああ──」

　ボスン、という鈍にぶい音。下の植木に突っ込んだらしい。

「どうもお疲れ様でした～」

　聞こえるかどうか分からないけど、そう言いながら俺はコンソールを操作。

　先ほどセットしておいた青白い光の矢が、落下の痛みで動けない男の手元──炎剣へと降り注ぐ。

　撃ち抜かれた〈ラーメセウス〉が、〈転聖鍵セイクリツド・キー〉ごと砕け散った。

　決着だ。

「やれやれ……とんだ食後の運動だったな」

　俺は吐と息いきをつきながらコンソールの脇にあるスイッチ──〈転聖鍵〉の持ち手部分──を引く。弓は光をまといながら変形し、やがて、元の人の姿──アルテミスに戻った。




　──同時に世界も元に戻る。




　微弱に発光していた建物は普通の素材に戻り、周囲に人が現れる。

　男が倒したフェンスも、現実世界では元のままだ。

　アルテミスは、そのフェンスと俺を、じっとりとした目で見比べている。

「アスマさん……」

「なんだよ」

「ひょっとして伏線というのは、あのフェンスのことですか？」

「そうだけど」

「じゃあ、学校中見回ってたのは、他にもああいう仕掛けを作るためだったんです？」

「ああ、まあな。さっきみたいにいつ戦闘になるか分からないんだ。トラップは多いにこしたことはない」

　現実世界の状態は、そのまま〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉で再現される。ならば、例えば思い切り体重をかければフェンスが倒れるようにネジを外しておけば、〈転聖神域〉でもそのフェンスは倒れるわけだ。他にも計二十ヶ所ほど、学校内にはトラップを仕掛けてある。

「なんというか……卑ひ怯きようというか、小こ狡ずるいというか、せせこましいというか……」

「やかましい。もう終わりです～とか叫んでたのはどこのどいつだよ」

「そ、それは」

「そもそも〈アルテミシア〉の特殊能力系の矢の威い力りよくがどれも微妙なのが悪いんだ」

「その点に関しては何も言い返せないですけど……」

　アルテミスは口を尖とがらせ、もごもごぽしょぽしょ呟つぶやく。

「いやいやいや、それにしてもですよ！　もうちょっと主人公みたく、正々堂どう々どうカッコよく戦えないもんですかね？」

「ばーか」

「むぎゃ」

　色々言い募つのってくるアルテミスの鼻をつまんで黙だまらせた。目をバッテンにして鼻を押さえる彼女を置いて歩き出しながら、

「クズが異能バトルで正々堂々戦うわけねえだろ」

　きっと嘲ちよう笑しようを浮かべて。

　俺は呟いた。

　そうだ。そういうのはもっと別の奴やつの役割だ。

　正義の味方、友達思いの熱ねつ血けつ漢かん、姫を護まもる騎士、妹大好きなお兄ちゃん──そんな、自分以外の何かのために戦っている奴らなら、正々堂々だの格好良さだのを気にすることになる。手段の下げ劣れつさは、彼らにとって「大切な何か」を貶おとしめるものだからだ。

　けど、自分のために戦っていればそんなことは関係ない。貶められるのは自分だけだ。

　だから、手段の貴き賤せんを問わないという点で、ボッチは最強だ。

　俺は屋上のフェンス越しに地上を見下ろす。

　さっき倒した男子生徒が、ふらふらとその場を去っていくのが見えた。

　彼の記憶はどれくらいが失われたのだろう。

　分からないが、やがて彼もそれなりの日常へ戻っていく。彼を選んだ神様は、もう人間界へ手を出すことはできなくなった。

「アルテミス……さっきの神様はなんだったんだ？」

「えーと、ラーですね」

「ラー……エジプトの太陽神か」

　また、わりと大物なわりにあっさり倒せたな。

　もっとも、人間から見て宗教的に重要なポジションかどうかみたいのは、神様の実際の力とは無関係らしい。神話での血縁関係や、そもそもどの神話に登場するかというのも、人間が勝手に話を作っただけで、神界での事実とは無関係なんだとか。

　まあ、最後に残るのは一組だけなんだし、神様がどんな関係性で繋つながっていようが知ったことじゃないけどな。

　俺は屋上をあとにした。





　　　　★






　放課後。

　校門を出てちょっと歩いたところで、俺とアルテミスはマシロに呼び止められた。

「待って、アスマくん」

「なんだよ。お前、貴たか町まちたちと一緒に帰らなくていいのか？」

　一緒にカラオケに行くとかなんとか話してたはずだ。横で耳にしながら「あれ、カラオケって一人で行くところじゃなかったっけ？」とかちょっと考えちゃったじゃないかよ。

　しかしマシロは首を振った。

「ううん。断ったの。今は、大事な用事があるから」

「大事な、ねぇ」

「うん……アスマくんたち、さっき戦ってたよね。屋上で」

「ああ──」

「ええ！　マシロさん、ひょっとしてあなたも〈転聖者オーヴアーライド〉……!?」

　俺の返事を遮さえぎって、アルテミスがわざとらしいくらい大おお袈げ裟さに驚く。

　何を今いま更さら……と思ったけど、考えてみればこいつに昨日の宗そう也やとの電話のことを話すのを忘れてた。

　マシロは「あははー、実はね」などと胸の前で小さく手を振りながら答える。

「昨日宗也くんから連絡があったの。転校先のこの学校にアスマくんがいて、アスマくんも〈最終戦争アポカリプス〉の参加者だって」

「お前も、そうなんだな」

「うん……出てきて、アマテラス」

　マシロの呼びかけに、曲がり角の塀へいの陰かげから和装の少女が姿を現した。

　アマテラス……日本神話の太陽神か。太陽神流は行やってるの？

「準じゆん備び万ばん端たんってわけか。ここで一戦やるつもりか？」

「え、違う違う！　そういうつもりじゃないよ」

「じゃあなんだ？　仲間に加われって話なら、昨日宗そう也やにも言ったがお断りだ」

「あ、あははー、宗也くんが言ってた通り、頑かたくなだね」

　困ったように頬ほおをかくマシロ。

「でもアスマくん、変わらないなぁ。昔から、自分が正しいって思ってることは絶対に曲げなかった。そういうとこ、カッコいいと思ってたから」

「…………」

　なんの気なしに呟つぶやかれた言葉に、俺は息苦しさを覚える。

　あるよねー。学校やクラスが変わって心しん機き一いつ転てん頑がん張ばるぞーと思ってたら、前同じクラスだった奴やつに「こいつ自己紹介のとき突然トイレに逃げ出したんだぜ」とかバラされて、せっかくの決意が台無しになったりとか。過去はどこまでも人を追いかけてくるのだ……。

　冗談じゃない。変わってないわけがない。俺は昔とは全然違う。正しいと思ってることを曲げない？　そんなはずがあるか。むしろまっすぐ前を見て進むことがないくらいだ。

「──俺は、変わったよ」

「そうかな？」

「ああ……」

　その証拠に、戦わないと言ってる相手の意思を無視して戦闘を仕掛けるなんてことも、平気でできるんだ。

　正しいとは思わないさ。けど、俺は正しいことを貫き通す、どっかのカッコいい主人公じゃないんでね。

　俺はポケットから〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出し、アルテミスの〈転聖門ゲート〉に挿入──

「待ってください、アスマさん！」

　──しようとした動きが途中で止まる。

　マシロの視線が俺から逸それ、別の方向へ向けられていた。

「あ、きたきた。こっちだよー」

　パタパタと手を振るマシロ。そちらに目を向ければ、鈴すず原はら宗也とそのパートナーの神──たしかミトラと呼んでいたか──の姿があった。さらに、もう一組、神様と人間らしき二人がいた。宗也が言っていた「二組の仲間」のもう片方なのだろう。

「──やられた」

「ま、まさか挟はさみ撃うちってやつです？」

「ああ……今のは時間稼ぎだったってわけだ」

　あるいは、昨日の宗也の勧誘がすでに、このための伏線だったのかもしれない。

　完全に嵌はめられたみたいだな……どうする？






　第４話　幼なじみがしつこく誘ってくるんだが（ただし男）









　結論から言うと、別に嵌はめられてはいなかった。

　宗そう也やは、俺たちを数の暴力で痛ぶるつもりも、無理やり仲間に引き入れるつもりもないようだった。おかしいな、俺なら絶対そうするけど。

「戦う気はない。そんなに警けい戒かいしないでくれ」

　俺と視線を合わせるなり、宗也はそう言ったのだった。

　対して俺は「へっ」と気の抜けた笑みを漏もらす。

「六人で囲んでおいて、それは無理な相談だな。それにこのおっさんとか怖すぎるだろ」

　と、俺は新登場の〈転聖者オーヴアーライド〉にちらりと視線を向ける。

　大柄な外国人だ。金色の短髪に青い瞳ひとみ。色素の薄い白い肌。勝手なイメージだけど、ドイツ人ぽい。筋肉が強靭な体たい躯くを形作っているのが、シャツとジャケットの上からでもよく分かる。なんていうか、ザ・傭よう兵へいって感じだ。

　ちなみに彼のパートナーの神様も、やたら身体からだの大きい男お神がみである。神様の体格は〈最終戦争アポカリプス〉での戦闘能力に関係ないとはいえ、威圧感は凄すごい。

〈最終戦争〉の参加者は、大人よりも俺たちくらいの年齢の人間が多い。

　人間の信念が、神が武器化した〈神器アセツト〉の強さに大きく影響するこの戦いで、戦闘に耐たえうる身体の成長と、信念の「純じゆん粋すいさ」のバランスが一番いいのが、このくらいの年齢なんだとか。

　このおっさんは、それでも神様が選ぶくらいに、純粋な信念を持ってたってことなんだろうかね。

　宗也が口を開く。

「彼はラインハルト。パートナーの神様はオーディンだ。二人も、俺に賛同して、仲間になってくれた〈最終戦争〉の参加者さ」

　オーディン──北欧神話の最高神にして最強の戦争の神。そういう格付けは無意味だと分かっていても、その名に衝撃を感じないわけにはいかない。

　おっさん……ラインハルトは頷うなずくと、短く「よろしく」と言って手を差し出してきた。

　俺はその手を握る代わりに、両手を横に広げてアメリカンホームドラマみたいなポーズを取って見せる。

「まだよろしくするわけにはいかねえよ。結局、何の用なんだ？」

「そうだな……場所を変えないか？　ここじゃ落ち着いて話せないし」

　宗也は周りを見回しながらそう言う。

　確かにここだと目立つだろう。いつクラスの連中に見つかるか分かったもんじゃない。

　だが──簡単に同意するわけにはいかない。

「冗談じゃないぜ。そうやって俺たちを人気のない場所に連れて行って再起不能になるまでフクロにするつもりなんじゃないのか？」

「い、いや、そんなことはしないって」

　若干引きつった笑みで宗そう也やは言うが、信用できるものか。

　しかし、宗也だけでなく、マシロもラインハルトも、ミトラもアマテラスもオーディンもアルテミスも、それぞれドン引きした表情で俺を見てた。

「っておい、アルテミスはおかしいだろ。一応お前の安全も配慮して話してるんだぞ」

「いや……その発想がさらっと浮かんでくることにドン引きですよ……」

　そんな馬鹿な……。

〈最終戦争アポカリプス〉のルール上、〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉での戦闘以外の行動に特に制約はない。宗也のように仲間がいるなら、戦闘以外で敵を減らすのは有効な方法だろ。

　なんだよ……みんなそんなに正々堂どう々どう闘たたかいたいのか？　観客がいるプロスポーツ選手でもないだろうに。

「分かった……」

　宗也が気を取り直すように言った。

「じゃあ、お前が自分の安全を確保できると思う場所に行こう。どこにでもついてってやるよ」

「……まあ、そういう条件なら」

　どうせここで断ってもしつこく食い下がってきそうだし。

　だいたい戦う意い図とがないと言ったって、この人数で囲んできてる時点でこっちに拒否権はないに等しい。数の暴力ってのは、振るわなくてもそこにあるだけで横暴なのだ。

「じゃあ、ちょっと待ってくれ。家に連絡するから」

「おう。分かった。家族か？」

　宗也の問いを無視して離れると、俺はスマホから家の電話にかける。

『……もしもし』

　眠そうな声。イシュタルだ。もしかしてこいつ、今まで寝てたんじゃないだろうな。

「俺だ。さっそくだが仕事を頼たのむぜ」

　俺は宗也たちに聞こえないように小声でいろいろ指示を出す。

　イシュタルはぶーぶー文句を言うが、「追い出すぞ」と一言言うとしぶしぶ承しよう諾だくした。

　まあ、確かにけっこう手間のかかる作業だろうが、これくらいはやってもらわないと。

　俺はスマホをしまい、みんなのいる場所に戻る。

「待たせたな」

「いいさ。こっちが頼んでるんだし。で、どこに行くんだ？」

　宗そう也やの問いに俺は答える──。
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　そんなわけで、地方都市のオアシス、大型ショッピングモールにやってきました。

　藍あい生おい高校の最寄り駅から電車で十数分の駅前である。

　その屋外フードコート。

　そこでそれぞれ好きなものを買って、俺たちは席に着いた。

　なんで俺がここを選んだのか……ってのは、のちのち分かる。

「で、用はなんだ？　性しよう懲こりもなく仲間になれとか言うんじゃないだろうな」

　俺はスタバで買った紅茶を一口飲んでから口を開く。本当はコーヒーにしたかったんだが、店員がなんか訳の分からない呪じゆ文もんみたいなことを言ってきたので怖くなってこれにした。公用語がスタバ語なのかもしれない。

　宗也はハンバーガーをもぐもぐ食っていたが、飲み込むと「あっはっは！」とやたら大きな声で笑った。なんでそんなに元気いいんだよ……。

「いや、すまないけど性懲りもなく仲間になれって言うつもりだ」

「そうか。じゃあお開きにしようか」

「おーいおい、待て待て、待ってくれよアスマ。せっかくこうやって集まったんだ。ちょっと話を聞いていってもバチは当たらないだろ？」

「話を聞いたところで俺の意見は変わらないと思うが」

「そんなことはねえよ。事実、マシロとラインハルトは、意見を変えてオレに賛同してくれた。お前だけ違うってことはないだろ」

「…………」

　俺がこの二人と同じという根拠も特にないだろうけどな。

　しかしここで断ってもしつこく食い下がって以下同文。結局、こいつが諦あきらめるまで待つしかないんだろうか。ふと思ったんだけど、周りのみんなが主人公の考えに同調していく話って、あれ主人公がしつこいからってだけなんじゃね？

　俺が黙だまったのを了解と受け取ったのか、宗也は勝手に話し始める。

　彼の、これまでの戦いの物語だ。







　──今年の春、宗也はパートナーの神様、ミトラと出会った。

　突然告げられた〈最終戦争アポカリプス〉や〈生命の樹の実〉の話を彼は半信半疑で聞いていた。

　はじめはそんなものに興味はないと言っていた宗也だが、ミトラは彼のクラスに転入してきて、勧誘を続けてくる。曰いわく「あなたには、叶かなえたい夢があるはずだ」と。

　──そして彼は、他の〈転聖者オーヴアーライド〉からの襲撃を受ける。

　ライバルとなりそうな奴やつを、あらかじめ潰つぶしておこうという腹だったのだろう。

　逃走する宗そう也や。間一髪のところを、マシロに助けられる。

　──再会したかつての幼おさな馴な染じみも〈転聖者〉だった。

　マシロの言葉、ミトラの説得。宗也は少しずつ、自分が持つ「信念」に気付き始める。

　──再び襲撃してくる敵。

　敵はマシロを攫さらう。宗也は彼女を助けるため、ミトラと契約を交わした。

　それは「信じている」と告げたマシロの想おもいに応こたえるため。

　そして、人を拒絶し信じることを忘れた敵──ラインハルトの目を醒さますためだった。

　──マシロを救い、彼女と共闘して、宗也はラインハルトを倒す。

　だが、宗也はトドメを刺すことなく、仲間になってほしいと手を差し伸べる。

　ラインハルトは、宗也が差し伸べた手を握った。

　──戦いのあと、宗也はミトラに言った。

　オレには、叶えたい夢が確かにあった。

　それは？　問うミトラに宗也は答える。

　誰もが相手を信じ合える世界。そんな世界になれば、悲しみも苦しみも、きっとなくなるから──。







　──うわ、びっくりした。途中からラノベのあらすじ聞かされてるのかと思ったわ。

　文句の付けようがないくらい綺き麗れいな、友情と正義の物語だ。涙が出るね。

　と思ったら、アルテミスがホントに泣いていた。

「うわあああん、いい話ですねぇ……！」

　すごくわざとらしいが、これがコイツの素すらしい。

「うっとうしいな……」

「──いいですかアスマさん。これが主人公らしいってやつですよ」

「うるせえほっとけ」

　俺は、宗也の話を聞いていたマシロとラインハルトを見る。

　ラインハルトは黙だまって瞑めい目もくしている。どう見てもＳＰだ。威圧感が半端ない。その証拠に、俺たちの周りの席には客が全然いない。花見の場所取りとかに便利そうだなぁ。

　マシロのほうは……ん？

　妙な違和感を覚えた。

　彼女はいつも通り、凛りんとした感じの笑みを浮かべているのだが、その笑みに何か異物が混じっているような。

　そう、どこか、痛みを堪たえるような、辛つらい感情が、ほんの少し滲にじんでいるような……。

「まあ、そういうわけだ」

　と、宗そう也やの言葉が俺の違和感を消し去った。

　もうマシロの笑みに、奇妙な様子は見られなくなった。なんだったんだろう……。

　まあいい。今は宗也との会話だ。

「うん、まあ、お前の話は分かった」

「そうか、それじゃ──」

「で？」

「で、って、いや、だから」

「お前がマシロのピンチを救ったのは分かった。ラインハルトの迷いを吹き飛ばしたってのも理解できた。確かにお前は、そうすることで、この二人に自分の信念を受け入れさせて、協力を得たんだろうさ。でも、別にそれは俺とは関係のない話だ。俺がお前の仲間になる理由は、今もってどこにも存在しないだろ」

「それは……いや、オレとお前は幼おさな馴な染じみだろ？　昔は、あんなに信頼し合ってたじゃないか」

「昔はな」

「まだオレが黙だまって転校したことを怒ってるのか？　それなら何度だって謝るから──」

「関係ねえよ。それはお前の話した理由で納得した。それとこれとは別の話だって、昨日も言ったはずだ」

「だったら仲間にならない理由がどこにあるんだよ」

「だからなぁ」

　面倒臭くなってきたなぁ。

　そもそも前提が違っているのだ。

　宗也はこの〈最終戦争アポカリプス〉を、仲間を作って戦うべきと考えている。だから、特に障害がなければ手を組むという発想になる。

　それはこいつの根底に《信頼》という信念があるからなんだろう。

　一方俺は仲間を作る気なんかない。アイシャとイシュタルは流れで協力関係になってしまったが、あれも一時的なものだとお互い確認した上でのものだ。

　その差を、俺は把握しているんだが、どうも宗也は理解していないっぽい。

　そこから説明しなきゃいけないのか？　面倒臭いなぁホント。

「──だからさ、宗也。お前は俺を信用してるのかもしれないけど、俺はそうじゃないってこと」

「オレがお前を罠わなに嵌はめるって言いたいのか？」

「それもあるけど、それだけじゃないさ。例えば」

　と俺は、マシロとラインハルトに目を向ける。

「この二人が本当に〈転聖者オーヴアーライド〉だって証拠は？　四人雇やとって演技してもらって、実は仲間なんか一人もいないのに、仲間がいる振りをして、俺を仲間にしようとしているのかもしれない」

　そう。前も少し考えたが「仲間を作る流れが生まれていると誤解させて焦あせらせ、仲間に引き入れる」作戦だな。

　まあ、このやり方は《信頼》を信念とする宗そう也やには向かないだろうが、それ自体が嘘うそでないという証拠だって、やはり存在しないのだ。

「そういうことなら、証拠はある」

　うぉ!?　びっくりした。突然ラインハルトが喋しやべったのだ。この人、日本語話せたのか……いや、最初に「よろしく」って言ってたっけ。すっかり忘れてた。

　ラインハルトは右腕をまくると、そこに〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出して近づける。

　するとそこに〈転聖痕クレスト〉が浮かび上がる。

　神との契約の証あかし。〈転聖者〉の刻印は、くっきりと光を放ちその存在を主張していた。

「マシロ」

「え、わ、私っ？」

　お前も見せろ、という意味だろう。

　マシロはなぜか妙に焦った態度だ。本当に〈転聖者〉じゃなかったりして……。

　言いがかり的に言ってみただけだったけど、そうなら好都合だ。それを理由に、宗也の誘いを断る理由にはなる。

　俺はマシロに言う。

「どうした？　まさかお前、俺を騙だましてたのかよ……っ!?」

「ちがっ、違うよぅ」

「じゃあなんでそんなに躊躇ためらう？　怪あやしい、怪しすぎるぜっ！」

「ま、待って待って！　分かったから！」

　俺がわざとらしく──演技過か剰じようだったかもしれない──問い詰めると、マシロは目を×バツテンにしながら手をわたわたと振る。

　それから顔を俯うつむけてボソボソと、

「じゃ、じゃあ、ちょっとこっちに来てくれる？　あ、アスマくんだけね！」

「？　分かった」

　俺は立ち上がってマシロについていく。アルテミスと離れることになるが、まあ大丈夫だろう。マシロもパートナーは置いていくみたいだし。

「マシロ、大丈夫なのか？」

「だ、大丈夫だから、宗そう也やくんも待ってて。絶対来ちゃダメだからね！」

　めっ、とお母さんみたいな口調で言ってから、マシロは早足で歩いていく。

　フードコートから離れて、建物と建物の隙すき間まみたいなところに入った。

「……なんでわざわざこんなところに」

「だだ、だって……」

　マシロはやっと立ち止まったが、なんかもじもじして顔を俯うつむけている。顔が真っ赤に見えるけど気のせいか？　建物の陰かげになって薄暗いのでよく分からん。

「いいから、見せるなら早く見せろよ」

「わ、分かった……けど、その、あんまりジロジロ見ないでね？」

「？　まあ、パッと見れば〈転聖痕クレスト〉かどうかなんて分かるから、そんなじっくりとは見ないけど……なんだよ？　そんなに見せたくないなら、別にいいんだぜ？」

「う、ううん。疑われたままじゃ、嫌だし……」

　そう言って、マシロは意を決したようだった。

　そして──俺は、いろいろやらかしてしまったことに、ようやく気付く。

　マシロは〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を片手に持ちながら、もう片方の手でスカートの裾を持ち上げて、太ももの付け根を晒したのだった。

「うわ、ばっ、お前っ」

「ちゃんと見てよ、アスマくん」

　一いつ旦たん覚悟を決めたらもう落ち着いたのか、マシロは冷静な声でそう言ってくる。

　今では俺のほうが動揺しているくらいだ。だが、ここまでさせておいて、見ないわけにもいかない。俺は視線を向ける。

　白い太ももが丸見えだ。右脚あしの付け根にマシロは〈転聖鍵〉を押し当てる。するとそこに紋もん章しようが浮かび上がった。間違いない。〈転聖痕〉だ。

「どう、納得した？　アスマくん」

「お、おう」

「嘘うそ。本当にちゃんと見てる？」

「見てるって。見てるからそんなにスカート持ち上げるな」

　ぱんつが見えそう。っていうか見えてる。色は光ってよく見えない。嘘、すごくはっきり分かった。ピンクだ。なるほど。いや、何がなるほどなんだ。

　そしてようやく試練の時は終わりを迎えた。

　マシロはスカートを下ろし、〈転聖鍵〉をポケットにしまった。

「──これでオッケーかな、アスマくん」

「あ、ああ」

　俺はなんとか頷うなずいた。ああ、動揺してる。俺らしくないな。たかがぱんつじゃねえか。アルテミスなんかあれだぞ、着替えた後普通に脱ぎ捨ててるからな。リビングにぱんつ落ちてたりするんだからな。それを思えば今のチラ見くらいどうってことはない。

　──よし、落ち着いてきた。さすがアルテミス。セクシーさで言えば間違いなくマシロより上のはずなのに、あいつのぱんつとかもうギャグにしか感じられない。普段の言動って大事。

「──納得した。それじゃ戻ろうか」

「ふぇ？　え、それだけ？　もうちょっとなんかないの!?」

「なんだよ。ごちそうさまでした、とでも言えばいいのか？　真っ赤になって照れながら土下座して謝れば良かったか？」

　そんな過か剰じような反応できるのはフィクションのキャラだけだ。現実は今の俺みたいに顔は無表情、心は超テンパってる感じ。あいつらリアクション芸人かなんかだよきっと。

「いや、そこまではしなくていいけど……いいよ、もうっ。アスマくん、昔っからそうやってオスマシしてるもんね」

「悪かったな」

　わざとらしくふくれっ面になりながら、フードコートへ戻るマシロに俺はついていく。

　しかし……俺は昔からそんなだったのだろうか。熱血体質の宗そう也やと比べるから、マシロにとってはそう感じるのかもしれないな。

　一応言っておけば俺だってぱんつが嫌いなわけじゃないさ。

　ぱんつが嫌いな男子なんていません！　多分ね。





　　　　★






「ただいまー」

「おう。大丈夫だったか？」

「う、うん。とりあえず、納得してもらえたよ」

　そんな会話を交わすマシロと宗也。

　マシロが薄暗がりで俺にぱんつを晒さらしていたとも知らないで、宗也は笑みを浮かべて俺に言ってくる。こう書くと、ひどいシチュエーションだな。

「これで疑いは晴れたんだよな、アスマ？」

「ああ、そうだな」

「だったら、いい加減仲間に──」

「断る」

「──へ？」

　そして話は元に戻るわけだ。当然だろう。

「な、なんで、アスマくん!?」

　マシロも目を丸くして言ってくる。

　さすがに責めるような口調。あそこまでしたんだから、それも無理はないか……。だけど、ここで折れるわけにはいかない。だからこそのクズだ。

「──この二人が演技で云うん々ぬんってのは、例えばの話だっつったろ。お前がこの二人を仲間にしたのが事実だとしても、お前が何らかの企みを持って俺を勧誘する可能性は他にいくらでもある。そういう要因がすべて排除されるか、そうでなくても、それを上回るくらいのメリットがなきゃ、仲間になる理由なんかないんだよ」

「お前は……どうしてそんなに頑かたくななんだよ」

「だから前提が違うんだって。俺とお前じゃ」

　宗そう也やの思考法じゃ、敵の敵は味方、なんだろう。少年マンガじゃねえんだからさ。

　俺に言わせりゃ、敵の敵は新たな敵だ。

　他者に対するスタンスが百八十度違う。これはもうどうしようもない。

　面倒臭いが、そこのところを滔とう々とうと語るしかないのか。嫌だなぁ誰か代わりにやっといてくれないかなぁ……と思っていると、




　──不意に、世界の風景が変転した。




「〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉!?　誰が……」

　マシロがその場を見回すが、俺たちは誰も〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出してすらいない。

　別の〈転聖者オーヴアーライド〉が〈神器アセツト〉を起動したのだ。

　マジかよ。戦闘になるかもしれないとは思っていたが、まさか全然関係ない奴やつが現れるとは思わなかった。否いな、あるいは、

「宗也……ひょっとしてお前、他にも仲間がいるのか？」

「いや、今のところ、マシロとラインハルト以外に仲間はいないぜ」

「そうか」

　鵜う呑のみにするわけにはいかないが、ひとまずそう思っといたほうが安全そうだ。

「そうすると……この街って〈最終戦争アポカリプス〉の参加者多すぎじゃねえ？」

「特にどこが会場って決められてるわけじゃないんですけどね。どうしても、一度〈転聖者〉が増えると、みんな集まる傾向があるようです。〈転聖鍵〉同士は引き合いますし」

　アルテミスがそんなことを言う。

　ともかく、こっちも戦える状態になっておいたほうがよさそうだ。

　俺は〈転聖鍵〉をアルテミスの〈転聖門ゲート〉に挿入。

　アルテミスを武器化──〈アルテミシア〉を構える。

　が、それを宗そう也やが手を上げて止めてきた。

「待ってくれ。オレがやる」

「──あっそう」

　どういうつもりか知らないが、まあ代わってくれるというのを拒むこともあるまい。

　何が起こるか分からないので武器化は解かないまま、俺は一歩下がる。

　マシロとラインハルトはそのまま。〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出しもしない。

　よっぽど宗也を「信頼」してるんだろう。

　宗也はパートナーのミトラとともに踏み出すと、〈転聖鍵〉を取り出した。

　ミトラが右手を差し出す。その掌てのひらに〈転聖門ゲート〉の紋もん章しようがあった。

　そこに鍵かぎが差し込まれ、回される。

　ミトラは光をまとい、変形──剣の姿になった。

「これがオレの〈神器アセツト〉──〈ミトラーブハティ〉だ」

　柄つかを両手で握り、構える彼の姿はとても様になっていた。

　具体的に言えば、ラノベの表紙でヒロインと背中合わせになってそうな感じ。

「おー、やっぱ主人公の武器は剣だよな」

『アスマさん、それは嫌いや味みですかー！』

　空中に浮かんだ画面の中でＳＤのアルテミスがブンむくれているが無視無視。












　宗そう也やは剣を構えたまま周囲を警けい戒かい──と。

　ヒュン、と音がして、黒い何かが宗也の手前の机と椅い子すを軒のき並なみ吹き飛ばした。

「鞭むちか」

　そう、それは無数の黒鞭だった。

　宗也は、自分の方へ突っ込んでくるそれらを、剣を一ひと撫なでして弾はじき飛ばそうとするが、鞭は逆に剣に巻きついて拘束してしまった。

　大量の鞭は建物の柱や電灯に巻きつき向きを変え、最終的にまた一点に集結していた。

　鞭を持つのは、一人の女。

　外国人だろう。年齢は俺たちと同じくらいに見える。

　彼女は余裕の笑みを浮かべていた。

「ふふふ、運がいいわ。こんなにたくさんの獲物を見つけるなんて」

　一対多の状況で随分余裕がある。何度も勝利を経験してきた実力者なのかもしれない。

　が、宗也のほうに焦あせりは見られない。多分こいつはまだまともに力を発揮していない。

「なあ！」

　宗也は不意に大声で相手に呼びかけた。

「話し合わないか？　オレはなるべく戦いたくないんだ！」

「何をバカな。とんだ腰抜けのようね」

　対する女は引きつったように笑いながら、さらに大量の鞭を手元から射出した。

　まあ、どう考えてもあれが普通の反応だ。俺だってああ言うと思う。

「しかし……こりゃちょっとマズいんじゃないか？」

『ですね……』

　黒鞭が俺たちの周囲をどんどん取り囲んでいく。

　自由自在に、蛇のように動き回るそれは、いつでも俺たちを攻撃できる構えだ。

『やっぱり手伝ったほうが──』

「大丈夫だって。心配するな」

　アルテミスの発言に、宗也は余裕の笑みを浮かべて言ってくる。

　きゃーカッコいい！　俺TUEEE系の主人公みたい！

　宗也が柄つかを握る両手をわずかに動かす。

　次の瞬間──

「！」

　刀身が光を放つ。

　絡からみついた無数の鞭が、全すべて切り裂かれていた。

　それどころじゃない。

　刀身から光が放たれ、周囲の黒鞭を細切れにしていく。

　鞭むちが絡からみ付いていた建物も、豆腐でも切るみたいにスパスパと切断されていく。

　どことなく現実離れしていて、緊迫感がないように思ってしまうが、とんでもない。

　なんだこの武器の威い力りよく……！

　気づけば、黒鞭はすべてズタズタにされ地面に落ちていた。

　そして、周りは廃はい墟きよみたいになっている。

　爆撃したとしてもこんな光景は作れまい。建物が、鋭利な刃物で切り裂かれたようにバラバラになっているのだから。

「ミトラは光の神。その〈神器アセツト〉であるこの剣は光の力を有する。光速で刃を射出して敵を攻撃できるし、今みたいに刃そのものを光の力で覆おおうこともできる」

　宗そう也やが解説する。

　あ、あっさりバラしちゃうんだ……。

　しかし光の力とはますます主人公めいた属性である。

　俺の〈アルテミシア〉の矢も光矢だが、あれは「神の力」が光を帯びる形で具現化しているだけで、光そのものではない。だから光速で飛んだりはしない。

　しかし宗也の〈神器〉は光属性の攻撃を放てるということらしい。

　こりゃ厄やつ介かいだな。っていうか、ほぼ無敵じゃねーか。

　その無敵の証あかしが今の周りの光景だ。

　少なくとも、今まで俺が戦ってきた相手で、こんな広こう域いき殲せん滅めつ兵器みたいな力を持った奴やつはいなかった。

　それだけこいつの信念が強いってことでもあるんだろうけど。

　それにしても厄介だ。

　主人公体質な上にチートキャラとかやめてくれませんかね……。

『あ、逃げましたよ、あの女！』

　アルテミスの声に視線を向ければ、確かに。女は鞭をさっさと回収し、撤退しつつあった。こちらに背を向けるなんて愚は犯さないが、それでも完全に退却の構えである。

　まあ……そりゃ逃げるわな。俺も同じ立場だったら迷いなく逃げる。

　それを見て、宗也はさっさとミトラの武器化を解く。

「おい、なんだ。倒さないのか？」

「ああ。あいつだって、いつか仲間になってくれるかもしれないだろ」

「あっそ……」

　ますます少年マンガの主人公じゃねえか。カッコいいねぇ──とは、さすがにもう思えないな。

　敵の敵は新たな敵──それが俺の原則だ。

　俺はコンソールを操作してから〈アルテミシア〉を構える。

　まあ、上う手まくいくかどうかは分からないが、ダメならダメでいい。

「おいアスマ！　……って、どこに撃つ気だ？」

　怒りの声を上げかけた宗そう也やは、すぐに疑問の声を上げる。

　それはそうだろう。俺が弓を向けた先は、逃げる女より随分と上方向だ。

　放物線を描いて標的に上方から降る矢を浴びせるのもアリだが、あれは弓兵が大勢いる場合に使う戦法だろう。

　俺は宗也の問いを無視して矢を放つ。

　矢は黒色。しかしそれは弓を離れると同時に見えなくなる。

　黒の矢は威い力りよくがめちゃくちゃ弱い代わりに、不可視となるのだ。

　女も戸と惑まどったようだった。周囲を警けい戒かいするため、逃走の速度が遅くなる。

　そして、俺の狙い通りの場所に来た。

　同時に、不可視の矢が女の頭上の看板に接触。

　看板がぐらりと揺れ、女へ向けて落下する。

　──今だ。

　俺は女の横辺りへ白光の矢を放つ。

　女は俺の第二射に気づかず、落下してくる看板に注意を奪われている。

　あいつは、俺が先に放った不可視の矢と看板の落下に因果関係を即座に見み出いだせない。

　だから「見えない矢の攻撃」と「看板の落下」の二つに対処しなければと思い込む。

　その分判断に時間がかかり、行動は遅れる。

　それでも──女はすぐに看板を避よけるため横に動いた。

　看板は地面に激突、派手な音を引き起こす。

　女は再び逃走態勢に。

　しかし──その時にはすでに、俺が放った第二射が女に着弾。

「きゃあぁ！」

　女は派手な悲鳴をあげて吹っ飛んだ。握っていた鞭むちが取り落とされて地面に落ちる。

　──第三射。

　狩猟の女神の加護を受けた必着の矢は、鞭を──〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を破壊した。

「……ふう」

　時間にして一分にも満たない攻防。

　俺は〈アルテミシア〉から〈転聖鍵〉を取り出す。

　アルテミスが元の姿に戻り、〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉が消失して現実の世界へ戻っていく。

　看板も元の場所で、なんかの車の宣伝を続けていた。

　アルテミスが不思議そうな顔で聞いてくる。

「アスマさん。どうしてあの看板、あんな簡単に落下したんでしょう？　黒矢にそこまでの威い力りよくはないはずですけど……」

「昼間のフェンスと同じだよ」

「え？　でもアスマさん、あんなところに細さい工くしにいく時間なかったでしょう？　まさかもっと前から準備してたわけでもないでしょうし……」

「だから、ここに来る前に指示してただろ？　あいつらにさ」

「あ！」

　アルテミスはようやく納得がいった様子で目を丸くする。

　そう。学校前で電話した時、俺はイシュタルに、このショッピングモールの指定の何なんヶ所しよかに道を塞ふさげるようなトラップを仕掛けるよう頼たのんだ。

　もし宗そう也やたちと戦闘になって不利になった場合に、逃走時間を稼ぐためだったんだが、〈転聖者オーヴアーライド〉を一人倒せたんだから結果オーライだろう。

　目を向ければ、女は周りをきょろきょろ見回しながらモールの出口へ向かっていく。

「で？　今のはなんの神様だったんだ？」

「んー、ちょっと遠かったので、分からなかったですね。アラクネとかでしょうか」

「あっそ……」

　アラクネって神様なのか……？

　まあ、なんだっていいか。倒した奴やつは、もう人間界に現れることもないのだし。

「やれやれだな。それで、えーと、なんの話をしてたっけ──」

「なんのつもりだアスマ！」

　いきなり襟えり首くびを掴つかまれた。

「ちょっと宗也くん!?」

　マシロが驚いて悲鳴のような声を上げる。

　アルテミスが慌あわてて駆け寄ろうとしてくるが、俺はそれを手で制する。

　この反応は想定どおりだ。まあ、まさか掴み掛かられるとまでは思わなかったけど。

　俺は「へっ」と笑みを漏もらす。

「何って何が？　いやいや、むしろこっちが聞きたいんだけど、なんのつもりだよ」

「さっきの〈転聖者〉だよ！　なんで倒したんだ」

「なんで倒した？　お前、頭大丈夫か？　〈最終戦争アポカリプス〉は最後に残った一人が勝者だぞ。自分以外は全員倒すのが目的じゃねえか」

「言っただろうが。いつか仲間になってくれるかもしれないって。なのに……しかも、あんな卑ひ怯きようなやり方で」

「くだらねえ」

　俺は宗也の手を振り払う。わざとらしく大おお袈げ裟さに制服を直しながら、

「あんな穴だらけの策に簡単に嵌はまってやられるような奴やつ仲間にしたって意味ねえだろ。戦力にならねえよ」

「そういう問題じゃないだろ」

「さて、分からないな。どういう問題なのか、詳しく話してくれよ」

　嫌いや味みたらしく、肩を竦すくめてみせる。

　ここはアピールタイムだ。宗そう也やに、俺を仲間にしようとするのがどれだけ不毛な行為か分かってもらわないと。

「だからさ」

　宗也はまくしたてる。こいつはこいつで、ここが俺を説得できる最大のチャンスとでも思ってるんだろう。

「今の奴やつだって信念が、叶かなえたい願いがあったはずだろ。その願いが、俺が〈生命の樹の実〉を手に入れることで叶えられるなら仲間になればいい。でも、敗北して記憶を失ったら、その願いも信念もなくなってしまうかもしれないだろ。俺は、それが嫌なんだよ！」

「はん」

　ホント……びっくりするくらいに清く正しく美しい主人公様だぜ。いやいや、いまどきむしろ珍しいんじゃねえの。ラノベでもマンガでも、こんな正統派主人公ってさ。絶滅危き惧ぐ種しゆだよマジで。

　保護してやる義理はねえけどな。

　俺は、笑みを浮かべて口を開く。それはもう、嘲ちよう笑しように変わっているだろう。

「そりゃご立派なことだ。けどこれで分かっただろ？　お前がそういう理由で仲間を集めてるなら、俺はそれにふさわしくないぜ。お前がせっかく仲間にしようとして連れてきた奴を、さっきみたいに片っ端から倒しちまうかもしれないしな」

「そんな、ことはないだろ。お前の信念……お前の願いが俺と合致すれば、きっと」

「俺の信念は《叛はん逆ぎやく》だ」

　こいつは──誰もが皆、自分や自分の周りを幸せにしたいのだと思っているのだろう。

　知らないんだろうな──




「俺の願いは、世界を滅ぼすことだ」




　──世の中には、他の誰の願いとも相反するような、どうしようもなくクズな望みってものを持ってる奴がいることを。

「っ……!?」

　宗也が目を見開く。

　マシロが引きつったように息をのむ。

　ラインハルトの視線が俺を捉とらえる。

　不安そうに手を伸ばしてくるアルテミスを無視して、俺は嘲ちよう笑しようを深めて言葉を重ねる。

「信念なんて、ちょっとしたことで簡単にぶっ壊れる幻まぼろしだ。そんなもんを、どいつもこいつもこの世の真理みたいに崇あがめて、信じ込んで、ありがたがって、それを受け入れない奴やつを排除しようとする。そして、そうすることでしか、この世界は回っていかないんだ」

　友情、家族、信頼、愛情──そんなものすべて偽にせ物ものなのに。

「そんなくだらないものが溢あふれかえっているこの世界に、俺は《叛はん逆ぎやく》する。この〈最終戦争アポカリプス〉で、どいつもこいつもぶっ倒して、俺が最後に残れば、どんな信念も存在する価値なんかないってことだろう。だから滅ぼしてやるのさ」

「違う！」

　しかし。

　しかし宗そう也やは、それでも立ち向かってくる。

「アスマ！　お前が信念をくだらないものだなんて思うのは、本当の信念をまだ知らないからだ！　そりゃそうだよな。ここまでお前は勝ち残ってきた。つまり、お前にやられた奴はその程度の信念しか持ってなかったってことなんだからな。けど──」

「自分は違うって言いたいのか？」

「ああ、そうだ。オレの信念は違う。オレは──お前に負けない」

「…………」

　俺は宗也の目を見る。

　こいつは本気だ。本気で負けるわけがないと思っている。

　宗也の信念──《信頼》。その強さと正しさは確かに、すでにマシロとラインハルトという二人の賛同者を得ていることからも証明されている。

「はっ」

　俺は息を吐く。

　息苦しくなったのだ。まるで水の中にでも潜っているみたいに。

　それは宗也の熱意がもたらす息苦しさだ。

「……これ以上はどんだけ話しても無駄だろ。俺はお前の信念が他とどう違うのかなんて分からない」

　周りを見回す。喧けん嘩かだと思われたのか注目を集めている。これ以上はマズいだろう。ボッチはあまり人に注目されると緊張で死んじゃうんだぜ。ウサギと逆な。

「今、お前とやり合う気はないし、今日はこれくらいにしとこうぜ」

「逃げるのか？」

「そう思いたきゃそう思え。俺は正々堂どう々どうもカッコよくも目指してねえからな。逃げるのなんざなんとも思わねえ」

「……分かった」

　宗そう也やは不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頷うなずいた。

　…………ふー、やれやれ。





　　　　★






「むぁー！　なんなんですかさっきのは！　なんか納得いかないですよむぎゃ」

「うるせえ、近所迷惑だ」

　最寄り駅からアパートへの帰り道。

　突然奇声を発したアルテミスにデコピンを食らわせる。

「何が不満なんだよ。〈転聖者オーヴアーライド〉を一人倒して、宗也たちとは戦闘をせずに離脱──充分な戦果じゃねえか」

「離脱って……ようするに敵前逃亡じゃないですかっ。それに、さっきのアスマさん、主人公ぽくないどころか、まんま悪役だったじゃないですか。ああいうのってルシフェルとかロキとかハデスのパートナーがやるような感じですよ」

「神様のイメージなんぞ知らねえよ」

　まあ、世界を滅ぼすなんて言うのは、フィクションじゃたいてい悪役だ。一方で戦いながら仲間を増やしていくのは主人公サイドだ。だったら、あの場でそういう構図になるのは当然だ。もし俺と宗也が並んで映画のポスターにでもなってたら、十人中十二人くらいは宗也が主役だと思うだろう。

「それより、なんだよ敵前逃亡って。戦時中なの？　あのな、もしあの場で宗也と戦闘になってたら確実に負けてたぞ」

「……三対一だからですか？　でも、そういうときこそアスマさんはいい感じに卑ひ劣れつな戦術で切り抜けそうですけど」

「いい感じに卑劣って意味分かんないぞ……。そうじゃねえよ。たとえマシロとラインハルトが手を出さなくても、現状俺は宗也には勝てない」

「なんでですか！」

「なんでも何も……見ただろうが、あいつのチート能力。光だぞ光」

　神界ではどうだか知らんが、光はこの世界で最も速い存在だ。

　つまり「光の速度を超える速さで移動できる」みたいな特性を初めから持っている〈神器アセツト〉でもない限り、あいつの剣──〈ミトラーブハティ〉の速度を超える攻撃を放つことは不可能ということになる。

　しかも、周囲を廃はい墟きよに変えてしまう効果範囲の広さ。

「何か対策を立てておかない限り、こちらの攻撃は全部防がれるだろうし、次の瞬間こっちがやられる。あの鞭むちの女が倒されなかったのは、宗也に倒す気がなかったからだ」

　そう、せめてもの救いは、宗そう也やが「できるかぎりみんなを仲間にしたい」という考えで行動していることだ。そうでなければ、俺もとっくに倒されていたかもしれない。

「むぅ……じゃあ、どうするんですか？」

「仲間になったふりをして寝首をかく──」

「いやいやいや、それはいくらなんでも」

「──といきたいところだけど、それじゃダメなんだよな」

「え、なぜです？」

　否定しておきながら、不思議そうに聞いてくるアルテミス。こいつ、ダメって言っても無駄だろうなって思ってたな？　まあ、その通りなんだけど。

「普通の戦争ならそれもアリだっただろうけどな。〈最終戦争アポカリプス〉ではナシだ」

「ああ……そうですね。信念が弱まるから」

「そういうこと。一時的な協力関係ならいいが、あいつの仲間になるってのはそういうことじゃねえだろ」

　あの宗也の仲間になるということは、自分の信念を曲げるということだ。

　表向き信念に背そむいていても、心の底では……なんて言い方をしたりするけど、それは心を「表層」と「深層」の二つにモデル化したときの詭き弁べんでしかない。

　心に境界線なんてない。明確に分かれた裏と表や外面と内面なんて存在しないのだ。心はすべての領域がお互いに影響を与え合い、変化を続けている。たとえ表面上だけでも宗也の信念に賛同すれば、それは俺の信念を俺の一部が否定したことになる。

　そして、信念が揺らげば〈神器アセツト〉の力は弱くなる。

　それでは寝首をかくこともできない。たとえ〈神器〉を使わずに宗也を排除できたとしても、その後の戦いでもう俺はまともに戦えないだろう。そもそも、信念が揺らげば戦う意味そのものがなくなる。

「じゃあどうするんです？」

「まあ、のらりくらりと躱かわすしかないだろうな」

　どうせあいつはまた、俺を仲間にしようとちょっかいをかけてくるだろう。

　そのたびに、完全な敵対ではなく、かといって妥だ協きようの余地も見せず、完全な平行線を演出するしかない。

「気になるのは、宗也本人よりマシロとラインハルトだな」

　マシロは突然俺に攻撃してきたりしないと思うが、人間が内心で何を考えているかなんて他人には分からない。同じクラスで、接触する機会が多いから、警けい戒かいは必要だ。

　ラインハルトに至っては、何を考えているのかさっぱり読めない。突然マシンガンとか持ち出して攻撃してきたりするかもしれん。

「なんにしろ、どっちもまだ〈神器〉の能力を見せてないし、迂う闊かつに手は出せないだろ」

「そうですね……」

　頷うなずきつつもアルテミスは不満げだ。

　どうもこいつは、俺を正々堂どう々どう戦わせたがってるっぽい。

　けど、相手の実力が自分より上だったり、あるいは未知数なのに勝負を挑むのは、正々堂々じゃなくてバカと言う。物語のキャラならまあ好きにしてくれって思うけど、現実はそういうわけにはいかないのだ。

　戦うならなるべくローリスクで。勝てない戦いなら初めからしない。そういうのを臆おく病びようというなら、俺はそれで充分。胸を張って自分は臆病だと叫ぼうじゃないか。
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　アパートに戻った途端、イシュタルの不平不満が俺を襲おそった。

「ちょっと坊や、昼間のアレはなんだったのよ。あのでかい建物あっちこっち細さい工くさせておいて、よく分かんないままに今度は元に戻せとか。警備員に見つかって、逃げるの大変だったんだから」

「ろ、牢ろう獄ごくに連れて行かれて拷ごう問もんされるかと思ったのです……っ」

　横ではアイシャがぶるぶる震えながら頭を抱えている。この子の過去はどんだけシビアなんだ……。

「いや、日本のショッピングモールに牢獄はないから安心しろ」

　俺は呆あきれ顔でそう言ってから、イシュタルに向き直る。

「文句言うなよ。別にそんな重労働させたわけでもねえだろ」

「重労働じゃなくても不毛な労働はごめんだわ。穴を掘って埋めるみたいな作業は嫌よ」

　まあ、俺もそれは嫌だな。

「不毛ってことはねえよ。一応、役に立ったしな」

「どういうこと？　何かやってたのかしら。お友達と楽しげにお喋しやべりしてるようにしか見えなかったけれど？」

「ああ、見てたのか。だったら、そのあと戦闘してたのは見てないのかよ」

「知らないわよ。あの大きい看板に細工したあとは、隣の建物に移動したし」

　ぎりぎり〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉の範囲からは外れてたってことか。

　そういえば、こいつらは俺の戦い方を知らないのだった。今までまともな戦闘になったことがないからな……っていうか、俺もイシュタルの〈神器アセツト〉とか見たことねえぞ。

　あれがなんのための作業だったのか、わざわざ教えてやる必要はないだろう。

　別にトラップのことを知られたら知られたで、戦う時は別の対策を立てればいいだけだが、隠してある手札は多いに越したことはない。

「ま、とにかく無駄にはなってねえよ。だからほれ、報酬も買ってきた」

　と俺は手に持っていた箱をテーブルに置き、話を逸そらす。

　ミスドのドーナッツだ。まあ、俺が食いたかったから寄ったんだが、ついでなので多めに買ってきた。

「なに？　なにこれ？」

「美お味いしそう……」

　イシュタルとアイシャは興味深そうに箱の中を覗のぞき込む。中には、十個、違う種類のドーナッツが入っている。

「なんだお前ら、ドーナッツ知らないのか？」

「ええ、知らないわ」

「日本では、有名なのですか……？」

　二人は首を横に振る。そうか、知らないのか。だったら……。

「……いいか。これは滅多に手に入らないスイーツなんだ。まあ、値段はそこそこだが、販売数が少ない。今日はたまたま手に入れることができたんだ。お前ら今日は頑がん張ばってくれたからな、特別に食べていいぞ」

「……あれ、でもアスマさん。あのお店、モール内と駅前と、こっちの駅前と、三軒くらいありませんでした？」

「おい、黙だまれバカ」

　ぴしゃりと言う。

　幸い、イシュタルとアイシャは聞いてなかったようで、箱の中身を物色している。

「ホント？　ホントにそんな貴重なものをもらってもいいの？」

「ああ、遠えん慮りよするなよ」

　目をキラキラさせて聞いてくるアイシャに、俺は全力の笑みで答える。よしよし、これで労働条件への不満が逸そらせたぞ。

「アスマさん……いたいけな幼女を騙だまして、心は痛まないんですか？」

「うるさい。お前の分、無しにするぞ」

「あ、うそうそ、今のなしです。貴重なスイーツ、私も食べたいですねぇ！」

　アルテミスは一気にテーブルに駆け寄ると、ドーナッツを選び出す。

「こ、この黄金の小麦のような色のドーナッツは私のです！」

「あ、ズルい！　それは私が！」

「早い者勝ちですよぅ。イシュタルはその、荒地みたいな色のやつにしなさい」

「冗談じゃないわ。私にこそ、その豊ほう穣じようを表現したような供く物もつがふさわしいわ」

　訳の分からん理由でゴールデンチョコレートを取り合う女神二人。荒地みたいなやつってのはオールドファッションのことだろうか……？

　俺は呆あきれのため息をつきながら、ダイニングへ行き、コーヒーを用意する。

　本当は夕飯のあとのつもりだったんだが、この流れでは仕方ないだろう。三人ともそれでは納得するまい。

「…………」

　コポコポと音を立てるコーヒーメーカーを眺めながら、俺は先ほどのマシロの表情を思い出していた。

　宗そう也やが、マシロを仲間にした時の話をしていた際の、あの奇妙な、痛みが混じっているような笑顔。

　それは、今日再会してから見た彼女のどの表情よりも、俺の印象に残っていた。

　それだけが、俺の昔の記憶にない、異質な表情だったからだ。

「そういや、結局あいつが転校してった理由、聞いてねえな」

　もちろん、聞いたところでどうということもないだろうけど。

　だいたい、あれは宗也が勝手に言ってたことで、マシロ自身は俺にその話をしたいともなんとも言ってないのだ。

　もしかしたら──。

　とそこで俺は思いつく。

　あの痛み混じりの笑顔。

　そこに、マシロの転校の理由が絡からんでいるのかもしれない。

　ただの推測だけれど、その可能性がないとも言い切れない。

　だったら──。

「いや、だからどうしたんだよ」

　俺は頭を振る。

　たとえそうだったとして、俺が何かする必要があるのか？

　俺がマシロの過去や感情の正体を知ったからといって、何かがどうなるわけでもないだろう。もし万が一──どうにかなるとしたって、それをしてやる理由は俺にはない。

　俺はヒロインのトラウマを解消して心を救ってやるラブコメの主人公じゃない。

　マシロは、俺が世界を滅ぼすために倒すべき対戦者の一人なのだ。

　彼女が過去に何を抱えていようと、今何に痛みを感じていようと、俺には関係ない。

「アスマさん、コーヒーはまだですかっ」

「そんな早くできねえよ。座って待ってろ」

　アルテミスが息いき急せき切ってこっちにやってきた。

　見れば、手にゴールデンチョコレートを乗せた皿を持っている。どうやら、イシュタルとの奪い合いには勝利したらしい。奪い返されないようにこっちに持ってきたのだろう。リビングの方から「逃げるなんてずるいわよ！」という声が聞こえる。やかましい……。

「アスマさん──何か考えてましたか？」

　あーもーこいつはなんでこういうときに限って妙に勘がいいんだ？

「ああ……マシロのことで、ちょっとな」

　俺も何真面目まじめに答えてるんだろうね。ひょっとして相談でもしたかったのだろうか。

　しかし、どっちにしろ、そんな流れにはならなかった。

　アルテミスはニヤニヤと笑みを浮かべて「むふふ」と変な声を出す。

「ひょっとしてマシロさんの太ももの〈転聖痕クレスト〉のこと思い出してたんですか？　やーらしーなーアスマさんったら」

「なっ……お前がなんであいつの〈転聖痕〉の場所知ってるんだよ」

「そりゃ、人間には普段は見えないかもしれませんがね。神たる私たちには分かるんですよ。誰の〈転聖痕〉がどこにあるかくらい」

「マジかよ……っていうか、お前、それ早く言えよ」

「へ？」

「お前が、ラインハルトとマシロに〈転聖痕〉があるって教えてくれりゃ、あんな──面倒なことしなくて済んだだろうに」

「あれ、この話してなかったでしたっけ？　私はてっきり、アスマさんが私も信用できないから自分で確かめたもんだとばかり」

「お前は……。あの状況でお前を疑う理由はないだろ」

「そうなんですか？　アスマさんは理由なんか関係なく全すべてを疑ってかかる人じゃないんですか」

「時と場合によるんだよ」

　誰も信用できない！　なんて叫ぶ「あとで味方になる敵キャラ」みたいな分かりやすい奴やつなんかそうそういないっての。

　リスクを考慮して、信用したほうが得と判断すれば信用する。損だと思ったら、さっさと信用するのはやめる。信用なんて、その程度のもんだ。

「んもう、アスマさんたら。わざわざマシロさんの太ももを回想するなんて、そんなに欲求不満なら、私の〈転聖門ゲート〉をいつでもお見せしますのに。なんなら、もっと下の方に、〈転聖鍵セイクリツド・キー〉以外のものを挿入してくれてもいいんですよぅうへへ」

「やかましい！　くねくね気き色しよく悪い動きをするんじゃない！」

　俺は目をキラキラさせながらひっついてくるアホを引き剥はがす。

「ねえ、何騒さわいでるのよ。早く食べましょうよ」

「……何か、お手伝いしましょうか？」

　イシュタルとアイシャまで顔を出してきた。二人もドーナツ乗せた皿をわざわざ手に持っている。なんかそういう妖よう怪かいみたいだな……。

「なんでもねえよ。もうすぐコーヒーできるから、待ってろって」

　俺はアルテミスの鼻をつまんで牽けん制せいしつつ、棚からカップを取り出す。足りないので二つほど湯のみになるが、まあ仕方ない。今度食器とか買ってきた方がいいかもしれない。イシュタルとアイシャも、以外と使いどころがあることが分かったし、しばらく居い候そうろうさせるのも悪くないかもな。

「……そういや、アイシャはさ」

「ひゃっ、ひゃい!?」

「いや、そんなに怯おびえなくても……。〈転聖痕クレスト〉ってどこにあるんだ？」

「あ、ああ、〈転聖痕〉ですか？　そ、それは、そのぅ……み、見たいならお見せしますが──」

　なんだなんだ。そんなに恥ずかしがるような場所なのか？

「ちょっと坊や！」

　と、声を上げるイシュタル。

「またそうやって……やっぱりあなた、アイシャを狙ねらってるんじゃないの？」

「いや、そういうつもりはねえんだけど」

「見たいなら私の〈転聖門ゲート〉を見せてあげるわ。ほら、好きなだけ見ればいいじゃない」

「あーもー、そういうのはいいから」

　イシュタルが、服をずらして胸元をぐいぃとさらけ出してくるのを無視して、俺はやっと、おとし終わったコーヒーをカップに注ぐ。アルテミスといい、なんでこの神様たちは肌を露出させたがるんだ？

「ちょっとイシュタル！　横から邪魔しないでくれませんか？　今私がアスマさんに〈転聖門〉をお見せしようとですね──」

「ははん、なぁに、胸に自信がないから、下半身で勝負ってわけ？　品がないわねえ」

　品がないのはお前だ……。

「む、胸はサイズじゃないです形ですぅ。イシュタルこそ、大きすぎてちょっと垂れてきたんじゃありませんか？」

「そ、そんなことないわよ！」

　ぎゃいぎゃい騒さわぎながら、互いの胸を突いたり持ち上げたりする二人の女神。

「お前ら……いい加減静かにしないと、ドーナッツ抜きだぞ」

　俺がそう言うと、二人の絡からみは一瞬で終わった。そんなにドーナッツ喰くいたいか。

　で、結局アイシャの〈転聖痕〉がどこにあるのかは不明なままだった。

　気になる……。






　第５話　彼女にもいろいろ事情があるらしい









　体育はボッチにとって苦痛な時間だが、仮け病びようを使って休めばいい休み時間になる、とはかの有名な神かん薙なぎアスマの言葉である。

　そんなわけで、体育館の脇で、俺はボーッとバレーボールの試合を眺めていた。今俺は頭が痛い（ことになっている）ので、あまり熱心に試合見てるのもアレなんで、適当に目つぶって、さっき読んだラノベの回想とかしてた。

「アスマくん」

「あ？」

　不意に呼ばれて顔を向ければ、マシロが近くまで歩いてきていた。いつの間にか試合は終わったらしい。

「あははー、ついムキになっちゃった。結局負けちゃったけどね。恋こい森もりさん、すごかったんだよー」

「ふぅん」

　そうだったのか。ほとんど試合を見てなかったので結果は知らなかった。なんかアルテミスが一人で騒さわいだり、マシロがそれに付き合ったりしてたのはちらっと見たけど。

「で？　何か用か？」

　別に俺は体育教師でも女子バレー部マネージャーでもない。仮病でサボってるクズだ。マシロがこのタイミングで話しかけてくる理由はない。

「うん……その、今日の放課後、ちょっと時間もらえないかなって思って。話したいことがあるから」

「ああ、そう……分かった」

「ホント!?　よかった……断られたらどうしようって思ってたから……」

　話ってなんだろうねドキドキ！

　まあ、ラブコメに発展するようなイベントじゃないことは確かだな。

「それじゃあ、校門のところで待ち合わせ、でいいかな？　な、なんか、て、照れるね。こういうのっ」

　マシロはもじもじと人差し指同士を突っつき合わせてそう言うと「あ、あははー」と笑った。おいやめろよ、そういう態度。なんか勘かん違ちがいしそうになるだろ。

「わ、分かった」

　俺は緊張しているのがバレないよう視線をそらすと、努つとめてぶっきらぼうに答えた。

　と、そこへ。

「アっスマさーぁん！」

　微妙な空気をぶち壊す、情じよう緒ちよの欠片かけらもない大声と共にアルテミスが飛びついてきた。

「アル──じゃない、恋こい森もり、なんだよいきなり……」

「勝った勝った勝ちましたよ！　アスマさんとの約束通り、私はアスマさんを甲子園に連れて行きますよー！」

「暑苦しいひっつくな！　そんな約束してねえしバレーボールは甲子園で試合しないしこれはただの体育の授業なんだよ」

　ええいツッコミが追いつかない。こいつのボケ力、高すぎぃ！　高すぎてもうツッコむの飽きてきたレベルだ。

　押されまくった俺はバランスを崩くずす。しかも、アルテミスはミネラルウォーターのボトルを握っていて、それが俺と一緒に倒れた拍子に手から吹っ飛んでいった。しかもその先にはマシロが……おい、なんだこれ、どこのラノベだよ……。

　バシャ！と派手な音がして、水がマシロに頭から降りかかる。

「ぎゃ！　ご、ごめんなさいマシロさん！」

「お前、何やってるんだ……悪い、マシロ。大丈夫か？」

　と俺は呼びかけるものの、マシロに近づくのはためらわれた。

　何しろ、結構大量の水がかかったので、上半身がびっしょりだ。髪は頬ほおに張り付き、顎あごから水は滴したたり、体操服は濡ぬれそぼって中のブラが透けて見える。












　マシロは目をパチクリさせていたが、すぐに笑って、

「あはは、大丈夫。ただの水だったし。すぐ乾くって」

「あ、そうですか。それなら良かったですあいたぁっ！」

　一緒になって笑うアルテミスに俺はチョップを加える、

「良くねえ。マシロ、気付いてないかもしれないけど、すごいことになってるからな」

「え？　どういうこと──きゃああ！」

　マシロは自分の身体からだを見下ろすと慌あわてて両腕で身体を隠す。

　悲鳴を上げたせいで、近くにいた生徒が気づいてこっちを見てくる。

　それでアルテミスはようやく自分がやらかしたことの重大さに気づいたようで、

「ひぃい、ホントすみません！　わ、私の体操服をお貸ししますのでご勘かん弁べんを！」

　とか言いながら自分のシャツを脱ごうと持ち上げる。持ち上げた勢いでブラまでちらっと見えてしまった。注目はますます増していく。

「バカ、落ち着け。ここじゃマズいだろ。とりあえず、更衣室に行って着替えてこいよ」

「そそ、そうですね。マシロさん、行きましょう」

「うん──そんな気にしないで、恋こい森もりさん。ただの水だし、全然大したことないって」

　どっちが酷ひどい目に遭あったんだか分からないくらい落ち込んでるアルテミスを、マシロが慰なぐさめながら、二人は更衣室に向かっていった。これから二人で体操服を脱いだり脱がせたりするわけですね。なあ、ラブコメのイベントならこれ、俺が一緒に行くところじゃないのか。

　やっぱ現実ってこんなもんだよなぁ……。





　　　　★






　そんなわけで放課後。

「さあアスマさん帰りましょう。あ、それともどこかに寄り道していきましょうかね。マクダ？　タツヤ？　それともホ・テ──」

「やかましい」

　アルテミスは、体育の時の騒動などなかったかのようにいつものテンションに戻っていた。立ち直りが早いというか、反省する機能が備わってねえんじゃねえのこの神様……。

「今日はマシロと待ち合わせなんだよ、校門のところで。聞いてなかったのか？」

「そうだったですか。ひょっとして……例の転校のときの話を？」

「さあ、知らねえよ。多分そうじゃないかとは思うけどな」

「むむむ……では私は退散したほうがよろしいですかね」

「馬鹿、変な気使うなよ気持ち悪い」

　別に大した話ではないのだ。マシロが過去の事情を話す。俺はそれを聞く。それだけの用事だ。他の人間に聞かれたくなければそう言うだろう。

　それに──マシロの目的はまったく違うものかもしれない。場合によっては、アルテミスがいないとマズいことになるだろう。

「…………」

　俺は教室内を見る。

　掃はき掃除をしていたマシロが、申し訳なさそうに片手を上げている。

　俺は手を振ってそれに答え、教室を出た。

　まあ、別に寒風吹きすさぶ冬の最中というわけでもない。雨も降ってないし、校門のところで待っていたって不都合はない。

　……が、しかし暇ひまであることは間違いない。校門前に着くと、俺はカバンから文庫本を取り出して読もう──としたところでアルテミスに止められた。

「ちょ、ちょ、アスマさん！　こんな美少女が一緒にいるというのに、なんで本なんぞ読み始めるんですか！」

「ここに本があるから、かな？」

「カッコつけて言わんでください！　じゃあそこに木がありますけど、アスマさんは木があったら登るんですか？」

「登んねえよ。木は別に人に登られるために存在してるわけじゃないだろ。本は人に読まれるためにあるんだから読むんだ。それでいくと、お前は別に俺と話すために存在してるわけじゃないから、話す必要なんかない」

　そう、つまり他人にむやみに話しかけない人間というのは、相手の「自分の話し相手」という特性以外のパーソナリティを重視している人間なのだ。つまり、誰とも会話しないボッチこそが最も他人の個性を尊重しているということになる。

「わけわかんねー理屈でごまかさないで下さい！　私は話したいんです！」

「はじめからそう言やいいじゃねえか。つっても、特に話すことなんかねえだろ」

「話すことがあるから会話するんじゃないんですよ。会話するために話すことを探すんです。それがコミュニケーションというものですよ！」

「めんどくせえ……」

　そういうのが煩わしいからボッチポジションを維持しているというのに……。

　無駄話するのは、日常系放課後部活アニメとかのキャラだけで充分だっての。あいつらだって画面に映ってないときは超無口だぜ、きっと。

　しかし、幸いというかあいにくというか、アルテミスと無駄話をする時間も、それを無視して読書する時間も、与えられはしなかった。




　──周囲の景色が変へん貌ぼうする。




「っ……〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉ですね！」

「ああ──マシロか？」

　俺は周囲を見回す。しかし彼女の姿はない。

　消失した生徒たち。キラキラと発光する建物。異空間に変わったのは間違いない。

「アルテミス！」

「はいっ」

　俺は〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を取り出し、アルテミスの〈転聖門ゲート〉に挿入。変形し出現した〈アルテミシア〉を構えた。

『アスマさん！　上から攻撃です！』

　途端、コンソールの画面からアルテミスの声。

　俺はとっさに身を引いた。

　さっきまで俺の立っていた地面に巨大な槍やりが突き立つ。

　続いて、巨体がその傍そばに着地し、槍を握る。

　どうやらどこかから槍を投とう擲てきし、自身もそれを追ってきたらしい。

　そいつは、

「ラインハルト！」

　傭よう兵へいめいた容よう貌ぼうの外国人だった。

「くそっ……やっぱり罠わなか」

『ひょひょ、ひょっとして、マシロさんと二人がかりで私たちを倒そうとしてるんじゃないでしょうね!?』

「まあ、その可能性は高いだろうな。というか、俺ならそうする」

『ということは、宗そう也やさんたちはやらない、という気もしますけど』

「うるさいな……念のため、ここは逃げるぞ」

　弓を構えつつも退避行動を──取ろうとしたところに、ラインハルトが言ってくる。

「待て」

「あ？　待てと言われて待つ奴やつはいないってのは全世界共通だと思ったけど、違うのか」

「知らぬ。だが、私は確かめに来ただけだ」

「はぁ、確かめにねぇ。なんだか知らないが、その割には不意打ちで俺を倒そうとしたようだったけど」

「今のも確認のためだ。この程度で倒されるくらいなら、貴様にソウヤの仲間になる資格はない。今のは〈ガングニール〉の十階かい梯ていの力のうち、一階梯までしか解放していなかった」

「なにー今ので全力の十分の一だとー？　やべー、ガングニーなんとか超強そーまじ強そーだわー」

「その通りだ」

「…………」

　皮肉をスルーされるのってキツいなぁ。

　ラインハルトは俺が（ひそかに）ヘコんでるのには気付かない様子で話を続けてくる。

「一応、力は認めよう。先日〈転聖者オーヴアーライド〉を倒した手て際ぎわにしても、一定の基準は満たしていると判断できる」

「上から目線なのが気に入らないが、まあいいや」

　どうでもいい。

「で？　力が合格なら、あとはなんだ？　性格か？　人となりか？」

『それじゃアスマさんは間違いなく失格ですね』

　やかましい。

「意志だ」

　ラインハルトは簡潔かつ明確に答える。

「なぜソウヤの仲間にならない？　何か問題があるのか？」

「いや、だからさ、宗そう也やもあんたも、根本的に俺と発想が違うんだよ」

　こいつらは、問題がなければ仲間になるべきと考えている。

　俺は、必要がなければ仲間なんか作るべきではないと考えている。

　群れることに意味を見み出いだす集団と、孤独に価値を認めるボッチと──これはその差だ。価値観が違う。マイナスとプラスの数値が逆なのだ。

　そう説明してやる。

　伝わったのかどうなのか、ラインハルトは「なるほど」と小さく呟つぶやいた。

「では、なんとしても、私たちの側に来るつもりはないというのだな」

「側も何もねえよ。俺はどこにも属さない。ただの点だ」

「了解した。では──もはや排除することに寸分の迷いもない」

「！」

　とっさに弓を掲かかげた。

　ものすごい勢いで突き込まれてきた槍やりを、間一髪逸そらして受け流す。

『いたっ、痛いですアスマさん！　もっと優しくしてくださいよぅ』

「うるせえ黙だまってろ！」

　こんな時でも変な声を上げるアルテミスを一喝しながら、俺はすぐ目の前のラインハルトを睨にらみつける。

「勝手にこんなことしちゃ、リーダーに叱しかられるんじゃねえのか？」

「ソウヤはリーダーではない。私と彼、それにマシロは仲間だが、命令系統の存在する組織ではない」

「ふん、そうかい」

　たとえそうでも、実質上そんなことはあり得ないだろう。人は二人揃そろえば上下関係が生まれるのだ。対等に見えるのは、ある部分で優位に立っている側が、別の部分では劣位に立っていて、そのバランスが取れているからにすぎない。バランスを慎重に調整することで、人は見かけ上の平等をなんとか取り繕つくろっているだけなのだ。

　まあ、本人たちが平等だと思い込んでいるなら、それはそれで構わないけどさ。

「あんたは、なんでそこまで宗也に肩入れするんだ？　徒党を組まなきゃいけないような弱っちい〈神器アセツト〉でもなさそうだがな！」

「その通りだ」

　ガシャン！と、ラインハルトは槍やりの石突の一部をひねって回転させた。途端、刃が強く発光する。これまでも薄く光を放ってはいたんだけど、それが一気に強まったのだ。

　どうやら、今の動作で力の解放とやらをしているみたいだな。

　押し込まれ、俺は身を引く。

『マズくないですか？　押されっぱなしですよ』

「いいから黙だまってろ」

　俺は手短に答えるが、何か策があるわけではない。

　こいつ──強いな。

　単純な力関係じゃ、勝ち目はなさそうだ。どうする？

「私は──」

　しかし、ラインハルトはすぐに攻撃しては来ず、槍の穂先を俺に向けたまま語り出す。

「──力のみを求めていた。力こそが全すべて、力さえあれば、あらゆる問題を解決し、誰も彼もを救えると信じていた。私の信念は《力》だ」

　まあ、ある意味でそれは間違っていないだろう。

　筋力、武力、財力、権力……まあ、こいつが言っている《力》ってのは前半の方の意味なんだろうが、とにかく力は「持っている」状態を表す言葉だ。なんらかの力があれば、それによって解決できる問題は増える。問題が解決されれば、救われる者もいるだろう。「強い力は使い方を誤れば人を傷つける」なんて言ったりするが、そんなの当たり前の話だ。それは力が悪いんじゃなくて使い方が悪いだけだ。だから強い力はあってはいけないなんて短絡的にもほどがある。

「だが」

　とラインハルトは言う。

「ソウヤと出会って、私は気付かされた。私が求めていたのは本物の力などではなかったことに」

「ふん、本物ね……」

「そうだ。彼は教えてくれた。本物の力とは、力そのものではない。自身の力を信じること、そして他者の力をも認め、信頼すること。そこにこそ、力の本質があるのだ」

「信頼、本質……そうかよ。そりゃ大層な説法だ。ありがたいね！」

　俺は反へ吐どを出すように声を上げる。

「私は──力のせいで過去に友を失った。それは、弱い者は脱落するしかないという私の誤った考えのせいだった。その過ちを認めたくないがために、私はますます力そのものを絶対視するようになったのだ」

　だが──とラインハルトは槍やりを振るいながら叫ぶ。

　俺は弓でそれをさばきながら後退するしかない。

「ソウヤはそんな私の目を覚ましてくれた。ソウヤは私を倒したが、仲間として受け入れてくれた。敗者たる私にも力があることを認めてくれたのだ。彼のあり方こそが、正しき力だと私は思った。私は過去の過ちを認め、彼が持つ力を受け入れて信頼することにしたのだ」

『ううう、いい話ですねぇ……』

　気づくと、コンソールの画面内で、ＳＤサイズのアルテミスがボロ泣きしている。

『ねえアスマさん。宗そう也やさん、ますます主人公じゃないですか』

「そうか？　どっちかっつーと新興宗教の教祖だろ」

　俺は鼻を鳴らしてそう言った。

　ラインハルトにどれだけ悲しい過去があったのかは知らない。宗也の言葉でどれだけ救われたかも知ったことじゃない。

　別に悪いとは言わないさ。信頼だろうがなんだろうが、主人公だろうが宗教だろうが、当人がそれで満足なら、他人が口出しする必要なんてないんだ。

　けど──それで俺に迷惑かけるのは勘かん弁べんしてほしい。

　たまにウチのアパートに来る熱心な勧誘とかも困るんだよね。いちいち「うちは空飛ぶスパゲティー教なんで」とか言って断るの大変なんだよ。

　しかもこいつは「仲間にならないなら倒す」と言ってる。十字軍じゃねえんだから。

　……いや、しかし、これはちょっとマズいかもしれない。

　盲信ってのは恐ろしいもんだ。周りが見えなくなっている分、見えている部分に対する集中力は半端ない。今こいつは、俺を倒すことが正しいと信じ込んで行動しているわけだから、迷いがない。

　困ったな。

　追撃される危険性を冒してでも、全力で逃走するべきかもしれない。

　そんなことを思案していると、




「やめて、ラインハルト！」




　不意に響いた声に、ラインハルトの猛攻が止まる。

　俺はその隙すきに牽けん制せいの矢を数発放ち、彼から距離をとった。

　視線を向ければ、校門のところにマシロの姿があった。

　腕を組み、口をへの字にして怒り顔だ。そんな表情までどこか魅力的で、叱しかられたい趣味の人とかに需要大じゃないだろうか。

「宗そう也やくんは、しばらくアスマくんに手を出すなって言ってたでしょ！　自分たちの信頼を示せるようなチャンスを待つって」

「へーそりゃありがたい」

　俺は軽口を叩たたく。なんとなく「弱みを握るまで待つ」みたいな意味に思えるのは俺の勘かん違ちがいかね？

　マシロはちらりと俺を見てから、

「それに、アスマくんには、私から話したいこともあるの。今は引いてちょうだい」

「…………分かった。仕方ない」

　ラインハルトは、意外とあっさり矛を収めた。槍やりだけど。石突に嵌はめられた〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を抜き取ると、〈ガングニール〉はオーディンへと戻った。

　俺もアルテミスを元に戻す。

　周囲の〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉が消え、現実世界が戻ってきた。

「ごめんね、アスマくん」

　マシロが謝ってくる。

「別に……お前のせいじゃないだろ」

　俺は首を振る。

　マシロは小さく「ありがとう」と言った。そのお礼も、俺にとっては無意味な言葉だ。

　俺は今のラインハルトの襲撃とマシロの間に関係性を認めていない。マシロは仲間であるラインハルトの行動について口にしているんだろうが、この二人にどんな結びつきがあろうと、俺には無関係だ。

　それに──俺はラインハルトを見る。

　宗也が俺を誘っている「仲間」とやらも、どうやら一枚岩ではないみたいだしな。

「──とりあえず、落ち着いて話せる場所に行こうか」

　マシロは困ったような笑みを浮かべてそう言った。





　　　　★






　移動した先は、最寄駅周りのビルの中にあるカラオケの一室だった。

　まあ、ドリンクバーがついているし、他の人間に話を聞かれないし、こういう時に向いている場所かもしれない。

　一いつ旦たん荷物を置いて、順番にドリンクを取りに行き、席に座る。俺とアルテミスが並び、向かいにマシロだ。

　そして一息ついてからマシロは────俺に頭を下げてきた。

「マシロ……？」

「アスマくん。まずは謝らせてください」




「ごめんなさい──あの時、黙だまっていなくなってしまって」




「…………」

　突然の謝罪に、俺は言葉をつまらせる。

　落ち着け。落ち着け落ち着け。ある意味当然の流れだろ。予測していたことだ。

　俺は動揺を誤魔化すように、軽く咳せき込んでから、

「──まあ、うん。それは別に、気にしてないから……」

「うそ。宗そう也やくんに聞いたよ。宗也くんもあの日引っ越しちゃったんでしょ？　偶然とはいえ、二人でアスマくんにひどいこと──」

「嘘うそじゃない。別にどうってことなかったさ。まあ、理由を知りたいとは思うけどな」

「……そう、か」

　マシロはこくり、と頷うなずくと、薄く笑みを浮かべた。

「その話をしたくて、来てもらったんだ。でも、先に謝っておかないと、言い訳みたいになっちゃうなと思って。ちょっと長くなると思うけど、聞いてくれる？」

「ああ、構わない」

　そして──彼女の過去が語られる。





　　　　★






「──それでね、私たちが引越し先で住むことになったのは、知り合いの人が好意で安く貸してくれたアパートだったんだけど」

「…………」

　すでに話は終盤にまできている──ように思えた。

　マシロが俺に何も言わず転校してしまった理由は、夜逃げだった。

　マシロの父親は親から継いだ小さな会社を経営していた。祖父もさらにその父から継いだ会社で、結構な老舗しにせだったらしい。しかし業績が思わしくなく、次第に損失を埋めるために借金を重ねるようになった。「伝統ある会社だから」「代々受け継がれてきたから」そんな思いが重荷となり、即座に会社を畳たたむこともできず、借金は膨ふくらみ続け、どうにもならなくなってあの日──マシロは父と母と共に家を出たのだそうだ。

　そして、マシロたち一家は、それまで住んでいたわりと大きな一軒家から、今俺が住んでるようなぼろアパートに移り住んだというわけだ。

　しかし、伝統なんてもんも、無理して守ったりしてもロクなことがないな。

「……ひぐ、えっぐ、なるほど、それで、アスマさんに何も伝えられなかったんですね」

「あーもーきたねえな。鼻かめ、鼻」

　俺はティッシュをアルテミスの方に放り投げる。

　なんでこいつはこう、人情話みたいのに弱いんだ。

　俺はマシロに目を向け、

「んじゃ、今はそのアパートで、親父おやじさんとお袋さんと三人で暮らしてるってわけか？」

　俺は彼女の両親の顔を思い出す。数回しか会ったことがないが、どちらも穏やかで優しそうな人だった。まさに、明るい家族を絵に描かいたような一家。












「ううん」

　マシロは首を振る。

「じゃ、じゃあ、ひょっとして、また何か事業が成功して会社を建て直したとかっ？　今は大豪ごう邸ていに住んでいたり!?」

「残念、それも外れよ、アルテミスさん」

　苦笑しながらマシロ。

「お父さんとお母さんはまたいなくなったの。今度は私を置いてね」

「は？」

「…………」

　アルテミスは間抜けな声を出して口を半開きにし、俺は動揺をごまかすようにコーヒーをすすった。

　まさかの二段落ち！　どん底の下にさらに奈な落らくが口を開けていたようだ。倒したと思っった魔王が第二形態に変化した気分だ。あれ、時間がないときに限ってセーブできなかったりして困るんだよな。

　俺がくだらないことを考えている間にマシロの話は続く。

「あれは──私の誕生日だったわ。誕生日には毎年、すごく大きなケーキを買ってもらってたの。前の年はさすがになかったんだけど、だからその年は、その分もっと大きなのを買ってもらえるって思ってた。自分の家の状況を、全然理解してなかったのね。会社がなくなっちゃったって話は、ちゃんとお父さんもお母さんも私に言ってたのに、よく分かってなかった」

「まあ、小学生なんてそんなもんだろ」

「うん……それでね、私、誕生日の前の日に言ったの。今年はどんなケーキ食べられるかなって。もう楽しみすぎて、想像したすごいケーキを絵に描かいて壁に貼はったりしてた。お父さんもお母さんも何も言わないで笑ってた。あの時は私、きっと私が思ってるよりもっとすごいケーキを用意してて、それを言っちゃわないように黙だまってるんだって思ってた。けど、今考えたら、辛つらいことを口にしないように頑がん張ばってたんだと思う。それで……」

　マシロはちょっと口ごもり、ココアの入ったカップを両手でつかんだ。

　それは冷えた指を温めているようにも、震える手を抑えているようにも見えた。

「次の日、誕生日にお父さんとお母さんはいなくなった。いつも帰ってくる時間になっても二人とも帰ってこなくて、日付が変わるまで待ってもダメで、私はお腹なかが空いて冷蔵庫を開けたの。そしたら、ケーキの箱があって、小さいショートケーキが三つ入ってた」

「…………」

「昨日見たときにはなかったから、きっと私が学校行ってる間に買ってきたんだろうね。私はそれを見てやっと理解できたの。ああ、もうウチではあのすごいケーキは買えないんだって。あの夢みたいなケーキを食べることはできないんだって……でも、不思議と悲しくはなかった。早くお父さんとお母さんが帰ってきて、ショートケーキを一緒に食べたいなって思って、箱を冷蔵庫に戻して、また待ってた。けど……」

「帰ってこなかった、か」

　俺が引き継ぐように言うと、マシロは小さく頷うなずいた。

「そんな……」

　アルテミスが絞り出すように呟つぶやく。

「三日待ってた。学校にも行かないで、ずっと。そしたら、突然担任の先生と、校長先生と、あと見たことない大人の人が何人か来て、なんだか大騒さわぎして──気づいたら私は違う建物に移されていた」

「……児童養護施設か」

「うん。しばらくそこで暮らして、中学生の途中くらいかな？　施設が運営する学校近くの寮に移ったの。で、その寮が移転することになっちゃって、それで藍あい生おい高校に転校してきたんだ。そこでまさかアスマくんに会えるなんて思わなかった」

　ほわっ──と、マシロはそこで花畑みたいな笑顔を見せた。

　が、すぐに視線を落とし、今度はどこか悩ましげな笑みで、

「あのショートケーキ、結局食べられなかったなぁ。三日も経たってたし、きっと捨てられちゃったよね。あはは」

　さっさと食べてれば、一人で三つ食べられたのにね──とマシロはオチをつけるように言った。

　何も落ちてない。ロクでもない、最低最悪の話だ。笑顔で語るような思い出じゃないだろう。

「──酷ひどすぎますよぅ！」

　アルテミスが大声をあげた。

「よりによって、なんで誕生日にいなくならなきゃいけないんですか！　ケーキまで買っておいて！　そんな、マシロさんの気持ちを踏みにじるみたいな……！」

「ありがとう、アルテミスさん」

　憤いきどおるアルテミスに対して、マシロはあくまで穏やかだ。

「でもね、二人の気持ちも分かるの。お父さんもお母さんも、辛つらかったんだと思う。何も分かってない私に、本当のことを教えるのが。もう大きいケーキを買うのは無理なんだって伝えるのが。だから、ショートケーキを買ったけど、それを私に見せることができなくて、それで──」

「だからってそんなことで……！」

「やめろ、アルテミス」

　憤いきどおり続ける彼女を、俺は止める。

　確かにマシロの両親がしたことはひどいことだろう。そもそも、子供を置いていなくなるなんて、ケーキ云うん々ぬんがあろうとなかろうと非道だ。

　だけど、それをどう捉とらえるかはマシロの問題。俺たち外野がそれは酷ひどいだの人でなしだのとわいわい騒さわぐようなことじゃない。

　両親がどうしていなくなったのかは誰にも分からない。下手をすれば、本人たちにだって、自分たちの心の動きは分かっていないかもしれないのだ。極限状態に追い詰められた人間は、価値判断が日常から大きく乖かい離りしてしまう。両親は「大きなケーキを買えないくらいなら、マシロの前からいなくなったほうがいい」と思い込んでしまって、マシロのためにいなくなった可能性だってある。

　もちろん、だから両親も許されるべきだということじゃない。

　どんな事情があっても、両親を責めるか許すか決めるのはマシロの権利だし、どんな事情があっても、マシロ以外の人間にその権利はない、ということだ。

　ただ──現状把握は必要だろう。

　俺は、すでにかなりぬるくなってしまったコーヒーを一口飲んでから問う。

「で……親父おやじさんお袋さんは、その後どうしたんだ？　消息がつかめたりは？」

「ううん」

　マシロは首を横に振った。

「自分でもちょっと調べてみたりはしたんだけど、結局全然わからなくて。だからもうほとんど諦あきらめかけてたんだよね」

「……諦めかけて、た？」

　その言い方に俺はひどい引っ掛かりを感じた。

　なんだろう、この嫌な感じ。

　今までも充分嫌な話だったが、ここにきて種類の違う、忌き避ひ感めいたものを覚える。

　しかもこの先に至るヒントを、俺はすでに耳にしているような……。

「そんな時にね、宗そう也やくんと再会して、教えてもらったの」

　と、マシロは、例の笑みを。

　ああ──そうか。

　そういうことか。




「──《信頼》し続ければいいんだって」




「……信頼、ね」

　俺は吐きそうになるのを押さえて、なんとかその単語だけを繰り返した。

「そう。宗そう也やくんと話してて、思い出したの。お父さんとお母さんが家を出たときに言ってたこと。『いい子で待っててね』って。いい子ってなんだろうね。難しいけど、お父さんとお母さんを信じることはきっといいことだと思うから。だから、信頼し続けていればいつか、また二人に会える。そう思うことで、やっと私は元に戻れたんだ」

「元に──？」

「そう。施設にいる間の私ってね、全然笑えなかったの。自分では笑ってるつもりだったんだけど、全然表情が動いてなくて、声もね、まったく抑よく揚ようがなくて、ロボットみたいだったって。今はむしろ、そうしようと思ってもできないんだけどね」

　マシロは平手で喉のどをトントン叩たたいて「ワレワレハー、みたいな？」なんて言う。それはロボットじゃなくて宇宙人だろ……いや、それはそれでどの辺が宇宙人なのかよく分からんけど。

「でも、いい子でいようって、お父さんとお母さんを信頼しようって思ったら、笑えるようになったの。良かったよー。もしアスマくんと再会した時笑えなかったら、誰だろって思われちゃったかもしれないもんね」

　あはは、とマシロは声に出して笑った。

　確かに、俺の記憶の中でも、幼いマシロはよく笑っている。

　一方で──マシロ本人は気づいてないのかもしれないが──緊張した時や集中している時の彼女は、怜れい悧りなほどに整った無表情を見せる。転校初日の、教室に入ってきた時のあの顔だ。

　施設にいた時の彼女は終始あの無表情だったのだろう。

　それはキツいかもしれないな。あれは、笑顔の彼女と表裏一体だ。キンと冷えた冬と雪解けの春、両方が揃そろって白しろ宮みやマシロだ。片方だけでは彼女は成立しない。まあ、俺の勝手な評価だけどさ。

　そんな彼女の笑顔を、宗そう也やは取り戻した。

　それは確かに良いことなのかもしれないけど──。

「だからね、アスマくん」

　マシロは、例の笑みを。

　痛みに堪たえるような。

　辛つらさを滲にじませるような笑みを浮かべて。

「大事なことだよ、人を信頼するって」

　そう言った。





　　　　★






「ごめんね。すっかり遅くなっちゃって」

「いや、いい……」

　長くなるというマシロの言葉に、構わないと答えたのはこちらだ。

　カラオケの会計待ちなのだが、ちょうど帰る客と入る客が入り乱れる時間帯だったらしく、時間がかかっていた。窓の外はもう暗い。

「あれ、マシロン？」

　と、階段を降りてきた客の一人が声をかけてきた。

　げ、貴たか町まちさんだ。なんでよりによって……。

　いや、このカラオケは藍あい高からは一番近いので、ここに貴町さんがいるのは全然おかしくない。むしろ俺がここにいるのがおかしいのだ。俺はヒトカラに行くときは、いつも隣の駅まで移動するし。

　数人のクラスメイトを引き連れた貴町さんは、マシロと、俺と、アルテミスを見回したあと、ニヤリと笑みを浮かべて、

「ふぅん」

　と意味ありげに呟つぶやいた。

　これはちょっとマズいな。

　マシロはせっかくクラスに溶け込めている。なのに、ここで俺との関係を変に勘ぐられたりすると、アルテミスと同じ状況に陥ってしまうかもしれない。マシロは確か昨日も、貴町さんからカラオケに誘われたのを断っているのだ。

　ん？　ってことは貴町さん、二日連続でカラオケ来てるの？　どんだけ好きなんだよ。

「マシ──白しろ宮みや」

「え？」

「俺は先に帰る。会計は任せた。行くぞ、アルテミス」

　俺は伝票と二人分の料金を押し付けると、アルテミスを引っ張る。

「え、ちょ、どうしたんですかアスマさん」

　不思議そうな顔のアルテミスは無視して、

「悪かったな、付き合わせて。宗そう也やにはよろしく伝えてくれ」

「え、あ、うん？」

　やはり不思議そうな顔のマシロを置いて、俺はカラオケを出る。

　これで「俺がマシロに話を聞くために誘った」という雰ふん囲い気きが貴町さんに伝わったことだろう。

　ついでに貴町さんが「宗也って誰？」とでも訊きいてくれて、マシロが「俺との共通の幼おさな馴な染じみだ」と答えればなおいい。俺がマシロを誘った理由は「宗也のことを聞きたかったから」になるからだ。

　そうすれば俺とマシロの関係を、貴町さんが怪あやしむこともあるまい。

　マシロがクラスで孤立するのを避けられる──。

「──って、何やってんだ、俺は」

　思わず立ち止まって、呟つぶやく。

　先を歩いていたアルテミスが気付いて、振り向いた。

「どうしたんですかアスマさん？　さっきからおかしいですよ」

「……なんでもねえよ」

　俺は首を振る。

　バカバカしい。なんで俺が、マシロのクラスでのポジションをそんな気にしなきゃならないんだ。あいつがどうなろうと、俺には何の関係もないはずなのに。

　そんなことより──。

　そう、考えるべきことは他にあるはずだ。





　　　　★






「なんか、すごく疲れました……」

　見た目にも猫背でぐったりした様子で、アルテミスは呟いた。

　歩き方もなんかとぼとぼした感じだ。彼女の歩いた後に書き文字で「とぼとぼ」って書いてありそうなレベル。

　一方俺は俺でずっと無言だった。もうすぐアパートだが、まだ考えがまとまらない。

　俺は今、どう動くべきか。

　否いな──答えはもう出ているのだ。

　結局、宗そう也やもマシロも、それにラインハルトも、役割ロールを演じているだけなのだ。三人だけじゃない。俺だってアイシャだって、世界中のすべての人間が同じだ。学校の教室内で立場に応じて言動が割り振られるのと同じように、誰も彼もが役割を演じている。舞台のサイズが変わるだけだ。

　信念なんてものは、その役割を演じるための台本みたいなもんだ。

　役者はみんな、台本に従ってその役を演じる。

　人間はみんな、信念に従って「自分」という役割を生きている。

　宗也は、自分と他人を信頼し、その信念で戦いを勝ち進んでいく「主人公」だ。

　マシロとラインハルトは、そんな彼に救われた「仲間」だ。

　じゃあ俺の役割はなんだ？

　俺の台信本念にはなんと書いてある？

　だから──答えはもう出ているんだっての。

「……ったく、方法見つけちまったら、やってみるしかねえよなぁ」

　俺は嘲ちよう笑しようを口元に浮かべながら、スマホを取り出す。

「ん？　どうしたんですアスマさん？」

「ちょっと黙だまってろ」

　俺はアルテミスの鼻をつまんで黙らせると──喚わめいて余計うるさくなったけど──前回かかってきた番号にリコールする。

　鈴すず原はら宗そう也や。

『……、……もしもし？　アスマか？』

「ああ」

『どうした？　もしかして、気が変わって、仲間になってくれるのか？』

「残念ながら逆だ。宣戦布告だよ」

『なんだと……？』

「悪いが俺は俺の信念を曲げるつもりはない。〈最終戦争アポカリプス〉で勝ち残り〈生命の樹の実〉を手に入れ、願いを叶かなえる──世界を滅ぼしてやる。それが許せないってんなら、お前が止めてみろ。俺が負けたら、好きにすればいい。〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を破壊したければすればいいし、仲間になれというならなってやる。だから──」

　俺は演出のように、少し間を空けて告げた。




「お前の信念──《信頼》の力で、俺を止めてみろよ。できるもんならな」




『…………』

　電話の向こうでは、考え込むような間があった。

　だが、乗らないはずはない。

　もしここで宗也が俺の申し出を断れば、彼は自分の信念に背そむくことになるからだ。

　宗也はこれまで俺にさんざん仲間になれと言ってきた。お互いに信頼し合う関係を築きずこうと誘ってきた。

　そこへ俺が「勝負に負けたら仲間になる」と言ってきたのだ。

　もし引き受けなければ、宗也は自ら俺を仲間にする機会を放ほう棄きすることになる。それはこれまで俺にかけてきた誘いの言葉が嘘うそだったと示すことに他ならない。それはひいては彼の語る信頼までもが嘘だったということだ。

　まあ……逃げ道はいくらでもある穴だらけの理屈だが、俺じゃあるまいし、宗也はストレートにそう考えるだろう。何しろこいつは「主人公」の役割ロールを演じてるんだから。

　まったく、「真まっ直すぐで正しい」信念ってのは、面倒臭いよな。

　果たして宗也は、

『……分かった』

　確かな決意と覚悟を持って、そう答えた。

　その重みのある声には、俺も思わず気け圧おされそうになった。

　ホント、お前は主人公の風格満点だよ。

　一方俺はできる限り軽薄な口調で言う。

「そりゃ良かった。楽しいデートにしようぜ。それじゃ時間と場所だけどな。俺が決めて構わないか」

『……ああ。好きにしろ』

「それじゃ、来週の土曜日──十日後だな──の午後二時。藍あい生おい高校の渡り廊下で」

『分かった……アスマ。先に言っておく。俺が勝ったら、俺はお前を仲間にする。俺はお前を信頼して──』

「はいはい、楽しみにしてるぜー」

　俺は宗そう也やの言葉を遮さえぎって通話を終えた。

　まったく、何一人で勝手に盛り上がってんだか。説教系主人公の演説シーンはクライマックスまで取っておくもんだぜ。

　俺は鼻を鳴らしながらスマホをしまった。

「アスマさんっ」

　と、それまで頑がん張ばって黙だまっていたらしいアルテミスが声を上げた。

「なんだよ」

「なんだじゃありません！　どうして宗也さんと戦うことにしたんです？　この前、勝てないって言ってたじゃないですか」

「ああ、言ったな」

　宗也の〈神器アセツト〉──〈ミトラーブハティ〉は光速の攻撃を繰り出す。

　あのチートすぎる性能とまともにぶつかったんじゃ勝ち目などない。

「じゃあどうやって……」

「決まってんだろ。お前の嫌いな、卑ひ怯きようで卑ひ劣れつなクズの戦法だよ」

「うへえ……」

　こいつ、本当に嫌そうな顔しやがった。

「いつの間に思いついたんです？　マシロさんが真面目まじめに壮そう絶ぜつな人生を語ってた間、そのことを考えてたんですか」

「マシロの話はちゃんと聞いてたよ。っていうか、あいつの話で思いついたんだからな」

「へ？」

　意味が分からないという顔をするアルテミスに、俺は嘲ちよう笑しようを浮かべて言う。

「だからさ。偉そうに信念掲かかげて、マシロを救ったつもりになってる宗也に、一泡吹かせてやる方法を思いついたってこと」

「救ったつもり、って……いや、でも、マシロさんは、宗そう也やさんの《信頼》の信念でちゃんと救われたんじゃないんですか？　笑顔を取り戻したって……」

「確かに笑顔は取り戻せただろうさ。それで救われたっていうなら、別にいい」

　辛つらい苦しい悲しいキツい、嬉うれしい楽しい幸せだ、そんな感情面のプラスマイナスの基準なんて人それぞれだ。マイナスをプラスに変えることが「救う」ってことなら、そこに絶対的な基準なんてない。本人が救われたと言うなら、他人からどれだけ不幸のままに見えていようと、本人にとってはそれがプラスなのだ。一生その気持ちを持ち続けることができたなら、それは間違いなく幸福だ。

　初めから幸福に「本物」なんて存在しないのだから、信じ込めればそれが幸福。それを幸福と信じ込ませることこそが「救う」ってことだ。

　だが──宗也の「救い」には綻ほころびがある。

　あいつの《信頼》じゃ──マシロは救われない。

「あれは──あの笑顔は、綻びかけている。マシロは、自分が救われたって信じ切れていないんだ」

「なんで……分かるんです？」

「はっ」

　アルテミスの問いに、俺は思わず笑みを漏もらす。

　残酷で、酷こく薄はくで、皮肉めいた嘲ちよう笑しようだ。

「分からないわけがないだろ……同じなんだよ、俺と」

「アスマさんと？」

「そう──」

　心を苛さいなむ無数の痛みに堪たえ、

　それでも隠しきれない辛さを滲にじみ出させてしまう──




「何もかも信じられなくて、でもまだ信じたいとかすかに願っていた、昔の俺とな」






　第６話　クズが異能バトルで本気出すとこうなる









　そんなわけで、十日後の土曜日。

　俺たちは藍あい生おい高校の渡り廊下に集まっていた。

　藍生高校は大おお雑ざつ把ぱに二つの校舎から成る。まあ、他にも体育館やらプールやらがあるんだけど、それらはこの際関係ないので放ほうっておこう。

　んで、その二つの校舎──一般教室棟と特別教室棟──は渡り廊下でつながっている。

　どちらも四階建てだが、行き来できるのは一階と二階だけ。

　一階は吹き抜けの廊下で、その上に屋根つきの二階渡り廊下がある。まあ橋みたいになってるわけだな。

　俺たちがいるのはその二階渡り廊下だ。

　渡り廊下はけっこう幅が広くて、両サイドにベンチや観葉植物が置かれてたりする。暖かい時期なら昼飯を食うためにやってくる生徒もいる、それなりの人気スペースだ。

　ただ、今日は休みなので、俺たち以外の生徒の姿はなかった。

「逃げずによく来たな、宗そう也や」

「お前こそ」

　俺が上滑ったセリフを口にすると、宗也はニヤリと笑みを浮かべて応こたえた。

　なんていうか、この状況に酔ってるみたいだな。

　再会した幼おさな馴な染じみ。すれ違いと勘かん違ちがいから大きく変わってしまったお互いの信念。説得と拒否。反発と敵対。そしてついにぶつかり合う両者。だが、宗也は信じている。自分が勝つことを。自分の信念の正しさを。友が己の間違いを認めて自分に賛同し仲間になってくれることを。宗也が思い描くのはそんな「清く正しい」ストーリーだ。

　そうだろう。

　そうであってほしいよな、主人公ならさ。

　──その役割ロール、ぶちこわしにしてやる。

　俺は口元に出さず、内心だけで嘲ちよう笑しようを浮かべた。

　この場には俺とアルテミス、宗也とミトラ、マシロとアマテラス、ラインハルトとオーディンがいる。

　廊下の向こうには、イシュタルとアイシャを待機させている。彼女たちは後で役割があるんだが、宗也には気付かれてても気付かれてなくてもどっちでもいい。俺が何かを企んでいるというブラフになれば儲もうけ物って程度だ。

「あーそうそう」

　と、俺は場の空気を壊すような、だらけた口調で言う。

「おっ始める前に、ちょっとマシロに話があるんだが、構わないか？」

「オレは構わないけど、マシロは？」

「……？」

　マシロは不思議そうな顔で頷うなずくと、俺の方へ歩いてくる。

　俺は思わず苦笑する。

「自分で頼たのんどいてなんだが、俺がマシロを人質に取るかもとか思わないのかよ」

「お前はそんなことはしないさ」

「……それも《信頼》か？」

「ああ、そうだな。アスマ、お前はバカじゃない。ここでマシロを人質にしたところで、自分に得がないことを分かってる。違うか？」

「その通りだよ……」

　せっかく俺と宗そう也やの一騎打ちのお膳ぜん立だてをしたのに、ここでそんな真ま似ねをしたら、ラインハルトも参戦することになるだろう。場合によってはマシロも。三対一なんて、まったく考えただけで吐きそうになる状況だ。

　俺は卑ひ怯きようで卑ひ劣れつな手を使うけど、自分の役柄に酔って無意味な卑怯さを発揮したりはしない。「倒されるために登場する悪役」のつもりはないからだ。

　宗也も、それくらいは分かっているらしい。バカではない──ということだ。

　それならば──なおやりやすい。

「ええと、何かな、アスマくん？」

　笑みを浮かべ、しかしやや緊張の面持ちでマシロが言ってくる。……って近い近い！　もうこれ髪の毛の匂におい嗅かげる距離だよ！

　だけど、都合がいいといえば都合がいいか。

　この話は、とりあえずマシロにだけ聞かせておきたい。

　今回のトラップは、順番が重要だからな。

　俺は──。

「……、……」

　──小声で、十日かけて調べたその事実を、マシロに語って聞かせた。

　そして返事を待たずに彼女の横を通り過ぎる。

　その刹せつ那な、彼女は目を見開き、浮かべていた笑みを一気に崩くずしていった。

　宗也からも、肩を震わせる様子くらいは見えたことだろう。

　……これでいい。

「さて……それじゃ始めようか、宗也」

「待て。マシロに何を話した？」

「さぁな。知りたきゃ後で教えてやるよ。お前を倒した後にな！」

　俺はいかにも小物っぽいセリフを吐き出す。

　今知らせるのはまだ早い。このタイミングじゃ効果が薄い。

　俺は有無を言わせないため、即座に戦闘態勢に入ることにする。

「アルテミス」

「はいっ」

　駆け寄ってきた彼女の制服の裾すそをめくり〈転聖門ゲート〉を露出させる。

「ちょ、アスマさん、脱ぐのは自分で……」

「やかましい。時間が惜しいんだ」

　っていうか脱がないだろ。何する気だよ。

　多少強引に彼女を引き寄せると、下腹の紋もん章しように〈転聖鍵セイクリツド・キー〉を差し込んだ。

「はぅ……あぁんっ」

　だからやめろってその声！

　回転。アルテミスの身体からだの中で鍵が反応し、彼女の組そ成せいを組み替える。

　光に包まれ、鎧よろいのような装甲を備えたその身は、瞬時に変形し、巨大な弓と化す。

　──〈アルテミシア〉。

　それを構えるなり俺は、わざと大声を上げながら、矢を連射する。

「おらららあああああ！」

「きゃっ！」

　マシロが悲鳴を上げてすっ転んだ。アマテラスに受け止められる。

「くっ、ソウヤが〈神器アセツト〉を起動する前から攻撃するとは……やはりあいつ、我々の仲間にはふさわしくない……！」

　ラインハルトが憤いきどおりの声を上げながら〈転聖鍵〉を取り出す。

　が、宗そう也やがそれを制した。

「手を出すな、ラインハルト。オレはアスマと一対一で勝負する約束をしたんだ」

　うん、そんなことは実は一言も言ってないんだけどな。

　しかし、宗也がそう思うだろうことは分かっていた。

　俺は「お前の《信頼》の力で俺を止めてみろ」って言ったからな。このお膳ぜん立だてで「仲間と力を合わせて」戦おうとする主人公はいないだろうさ。

「しかし、ソウヤ……」

「相手が不誠実なのは、自分が誠実でなくていい理由にはならないんだよ」

　おうおう、言ってくれるじゃねえか。

　不誠実な俺は、彼らのそんな会話に構わずガンガン矢を連射した。時折コンソールをいじって色の違う矢も放っている。

　宗也が〈神器〉を起動する前に、少しでも多く伏線を張っておかなきゃな。

　だが──連射を続けてだんだん息が切れてきた。

　威い力りよくも精度もガン無視とはいえ、結構きついな……。

　俺の連射が緩ゆるんだ隙すきに、宗そう也やは〈転聖鍵セイクリツド・キー〉をミトラの掌てのひらに差し込み〈神器アセツト〉──〈ミトラーブハティ〉を起動。

　光の剣が顕けん現げんする。

「行くぞ、アスマ！」

　来なくていいよ！

　俺は即座に退避。そこら中のベンチやら観葉植物やらを盾たてにして、宗也の攻撃を躱かわす。

　が、それらは一瞬で破壊されてしまう。

「うおおおおぉぉお！」

　その光の攻撃に続いて宗也が突っ込んできた。

　俺は弓でそれを受ける。剣は光属性だが、宗也自身はそうはいかない。その動きは俺でも目で追えるし、対処も可能だった。

　コンソールの画面でＳＤアルテミスが『みぎゃ！』と悲鳴を上げるが構ってられない。

　っていうか、今いま更さらだがなんでこいつだけ〈神器〉にＳＤキャラ表示されるんだよ？　他にそんなやつ見たことねえぞ。自己主張強すぎね？

　ガギギギギギ！と剣と弓がぶつかり合って音を立てる。

　……くそ、ここじゃ位置が悪いな。

　ちょっと時間を稼ぐか──。

「なあ、どうしてかな、宗也」

「なにがだ！」

「俺とお前、そんなに違いがないはずだよな？　どうしてこんなに差が出たんだろうな」

「それは……」

「ああ、勘かん違ちがいするなよ。お前を責めようってんじゃない。でもさ、俺もお前も育った環境はそう変わらない。なのになんでお前はそんな真まっ直すぐに、一方で俺はこんなクズになったんだろうな」

　はは……と俺は寂しそうに笑って見せる。ＳＤアルテミスが青い顔で『アスマさん？』と不安そうに言ってくるが、わざとだから心配すんなっての。

　だいたい「育った環境が同じなのに結果が違う」ことに不思議なんてない。「まったく同じ」なんてことはあり得ないからだ。どんなに同じに見えても、一人一人が経験することには必ず微細なズレがある。そして、その小さな違いが人間を変化させるのだ。人間の内部も外部も全すべては連関し合っていて、一度生じた小さな差は、再び元に戻ることなどない。「似たような状態」にはなるかもしれないが「同じ」はあり得ない。

　同じ環境で育った人間が違う人格を形成するのは、それぞれの「本質」が違うからじゃない。そもそも人間に「本質」なんていう分かりやすい核など存在しないのだ。あるのは経験の僅わずかな違い。そしてそれによって生じ、開き続けて永遠に埋められないズレだけ。

　別に俺は、自分がクズになったのがその経験のせいなんだと言い訳をしたいわけじゃない。そんなことはどうでもいい。何が理由だろうと今の俺はクズ。その事実だけが俺にとっては重要だ。

　ただ──宗そう也やはそうは思わない。

「お前は……クズなんかじゃねえよ！」

　──ほらな。

「確かに今のお前は酷ひどい奴やつかもしれない。けど、俺は昔のお前を知ってる。昔のお前はクズじゃなかっただろ。だったら、今のお前は色々あって歪ゆがんじまってるだけだ。お前の本性は変わらねえよ。神かん薙なぎアスマは神薙アスマだろうが！」

　宗也が一気に剣を振り抜く。

　俺はそれに弾はじかれるように後退。一気に渡り廊下の端近くまで下がる。

「そうだな……お前はそう言うと思ったよ」

　何しろ、俺を「改心」させようとしてる主人公様なんだからな。

　俺は力なく弓を下ろし、それとなく周囲を確認。

　マシロとアマテラス、ラインハルトとオーディンは共に渡り廊下の端──俺とは反対側──にいる。

　俺と宗也のポジションも最適だ。

　今の会話でいい感じに流れもできた。

　……そろそろ行けるか。

「お前はいい奴だな、宗也」

「アスマ？」

「俺みたいなクズに声をかけてくれて、何度も仲間に誘ってくれて、信頼すると言ってくれた。久しぶりだったぜ。そんな真まっ直すぐな言葉を聞いたのはさ」

「だったら」

「でも」

　俺は、宗也の言葉に被かぶせるように言いながら、コンソールを操作。

　さっきデタラメに連射した中に混ぜておいた、特殊効果付きの矢を発動させる。

　乾いた破裂音が連続する。家庭用の打ち上げ花火を何個も放ったみたいな音だ。

　さっき放っていた特殊効果付きの矢は緑色。効果はコンソール操作による爆破。

　まあ例によって威い力りよくは弱いんだが──チリも積もれば山だ。

　矢を放ったのは渡り廊下を支える支柱。

　そこを破壊されれば、この橋は──落ちる。

　ぐらり、と床が傾いた。

「うおおおおぉ！」

　バランスを崩くずして落下する宗そう也や。

　彼に向かって俺は、悲しげな表情を作りながら言う。

「でも──俺は、やっぱりクズなんだよな」

「アスマああああぁ！」

　──そうさ、お前は俺に声をかけ、何度も仲間になれと言い寄ってきて、信頼すると繰り返した。お前は真まっ直すぐだ。さっき言った俺の言葉に嘘うそはない。

　だが、そんなお前を俺がどう思ったか、お前には理解できないだろうさ。

　俺はクズだからな。

　お前の言葉を信じきれない。

　お前の信頼を受け止められない。

　お前のその真っ直ぐさが──怖い。

　だから俺には耐たえられない。お前の仲間でいることに。お前と信頼し合うことに。

　だから──。




　──クズな俺のやり口で、お前はここで消えてくれ。




「はああああああああああぁ！」

　俺のモノローグを遮さえぎるように、宗也の咆ほう哮こうが響き渡った。

　俺は床の端から覗のぞき込む。

　宗也は──落ちていなかった。

　ほとんど直角に折れ曲がった渡り廊下の床に剣を引っ掛け、腕の一振りで身体からだを飛ばし一気に上昇してくる。

　な……っんだそれ！　本当マジでどっかの主人公なんじゃねえのか!?

「アスマあああああああああああああ！」

　俺の名を叫びながら、剣の切っ先を向け突っ込んでくる宗也。

　俺は間一髪でそれを横に躱かわす。

　が、今、足場はそれほど安全じゃない。

　渡り廊下が折れ曲がった影響で、タイルがめちゃくちゃに崩れている。

　俺はそんなタイルの一つに足を引っ掛け、

「う、わああああああああああああああ！」

　バランスを崩して階下へと落ちていく。

　出来うる限りの絶叫を上げながら、全力で手を上へ伸ばす。

　もちろん床を掴つかめるわけがない。俺はそんなに運動神経が良くないんだ。

　そしてそのまま重力に引かれて、一階のコンクリートに叩たたきつけられるかと思われた俺を──宗そう也やの手が掴んだ。

「宗也……っ？」

「ば、かやろう……勝ったと思い込んで、油断しやがったな」

　宗也は両手で俺を掴んでいた。剣は放ほうり出してしまったんだろう。

「お前……なんで」

　俺は目を見開いて呟つぶやく。

「俺は……お前を騙だましたんだぞ……卑ひ怯きようなやり口でお前を倒そうとして……とんだクズだ……なのに、なんで……なんでだよっ！」

「それでも！　お前を信じてるからだ！」

　宗也は、必死で俺を引き上げようとしながら、全力で俺に言葉をぶつけてくる。

「この渡り廊下を見た時に、ショッピングモールでのお前の戦い方を思い出して、ひょっとしたらとは思ってたんだ」

「俺が渡り廊下を落とすことを読んでたってのか？」

「可能性程度だけどな。真っ向勝負だけじゃ終わらないだろうとは思ってた」

「そうかよ……」

　なんだよ。やっぱり、バカじゃないんだな。

　俺のことを意外と分かってるんじゃねえか。さすが幼おさな馴な染じみだ……。

「アスマ……オレは、こういう戦い方は好きじゃないけど、お前にはお前のやり方があると思う。だからそれを否定したりはしない。それは卑ひ怯きようとかじゃなくて、お前なりの真剣さなんだって思う。だから……だからアスマ。自分がクズだなんていうのはもう止やめろ。お前は必死なだけだ。できることを全部やって、勝ち抜こうとしてるだけなんだ。ただのクズにそんなことできるわけないだろ。俺は──」

　宗也の言葉は奔流のように溢あふれ出て止まらない。

「俺は、お前を信頼し続けるぞ！　今じゃなくてもいい！　いつか、お前が俺を信頼してくれる未来のために、俺は今お前を助けるんだ！」

「宗也……」

　俺は──ちょっと興味が湧わいた。

　ここまでの言葉を発することができる想おもい──宗也の《信頼》という信念の、その目指す先がなんなのか。

「なあ……お前、なんでそこまで信頼を大事にしてるんだ？　そんな信頼の先に、お前はどんな世界を見てるんだよ？」

〈最終戦争アポカリプス〉に勝利して、〈生命の樹の実〉を手に入れて、叶かなえたい願いとはなんだ？

　その問いに、宗そう也やは迷いなく答える。

「誰もが誰もを信頼して、裏切られない世界だ」

「そんなもの……本当にできると思ってるのか？」

「ああ、もちろんだ。簡単だとは思っちゃいないさ。〈生命の樹の実〉に願ったところでそれが一瞬で実現するわけじゃないだろう。けど、人は誰だって、よりよくありたいと思って生きてるはずだ。だったら、信頼を遮さえぎる障害さえ無くすことができれば、そういう世界はきっとできるはずだと俺は信じてる」

　信じる……そうか。お前は、それを為なす自分を信じているんだな。

「綺き麗れい事だと思うか、アスマ？」

「まあ……正直、そう思わないのは無理だな」

「そうかもな。けどさ……」

　宗也の言葉は止まらない。

「確かに綺麗事かもしれない。けど……信じることを止やめたら、前に進むことなんかできないだろうが！　アスマ、お前は『何も信じられない』って言いながら、トンネルの中で立ち止まってるだけなんだ。だったらオレが出口まで引っ張ってやる。そうすりゃ、世界がこんなに明るかったってことを、お前だって思い出すはずだ。明るければ、踏み出すのを怖がる理由なんてどこにもないだろ！」

　ああ──すごいな、宗也。

　世界中の誰も彼もが、相手を信頼する世界。

　俺だったら、そんなもの、初めからできるはずがないと諦あきらめてしまう。

　けどお前は、気が遠くなるほどの想おもいの果てに、きっとその夢が実現できると信じている。そしてそこに、マシロやラインハルトや、俺までも引っ張っていこうとしている。

　誰にでもできることじゃない。

　例えば小学校の目標決めの時、自己紹介の時、中学校の修学旅行の時、学校祭の時……もし隣にお前がいたら、俺はこんなクズにはならなかったかもしれないな。

　お前が信じる《信頼》って信念を。

　その信念の先にある理想の世界を。

　俺も信じていたかもしれない。

　否いな──それは過去の仮定の話じゃない。

　今だって……お前の自信に満ちた言葉を聞くと。

　迷いのないその両りよう眼めを見てしまうと。

　本当に信じたくなってくる。

　俺みたいなクズでも、その《信頼》の仲間に入れるんじゃないかって。

　そんなにも、お前は真まっ直すぐだ。だから──














「──だからお前は負けるんだよ、主人公」





　俺は嘲笑を浮かべてそう呟つぶやいた。

「………………え？」

　なんとも間抜けな顔で、宗そう也やは呟きを漏もらした。

　俺は──宗也に掴つかまれていない方の手で握ったままの〈アルテミシア〉のコンソールを操作。

　さっき連射した中に混ざっていた青色の矢──コンソール操作で再発射可能な矢が、宗也に向けて放たれる。

「ぐ、おおおああああ！」

　残念ながら、例によって大した威い力りよくではない。

　だが、今宗也は両手で俺を掴んでいて無防備だ。

〈ミトラーブハティ〉を手放してしまっているので、厄やつ介かいな光属性の攻撃も防御も、今の彼には不可能。

　そう、全すべてはこの瞬間のための伏線だ。

　宗也が俺の戦い方を予測するのも、橋を落とすのも、そこからわざと転落して見せるのも、俺を《信頼》すると主張する宗也が武器を手放してでも俺を助けることも──。

　──そんな宗也を、それでもクズな俺は攻撃するのだと示すための。

「ぐ、……く、ア、スマ……お前」

「…………」

　そうそう、さっきのモノローグにちょっと追加させてもらおうか、宗そう也や。

　確かに俺は、お前を見てると《信頼》って信念があるように思ってしまう。

　お前の言葉を聞いてると、そんな信念の先に理想の世界があると信じそうになってしまう。

　けどな、そんなもの、徹頭徹尾、何から何まで、疑いようもないほどに、徹底的に間違いなく、単なる「偽にせ物もの」でしかない。

　お前の凄すごさはその「偽物」を「本物」だと他人にも自分にも信じ込ませてしまうこと。

　ただそれだけだ。

　まあ──その思い込みが俺は怖いと思うけどな。

「──お前は何も分かってない」

　俺は吐き捨てるように言う。

「俺がお前を信頼する未来なんて存在しねえよ。お前が受け入れようとしているのは俺じゃない。理屈抜きに自分のことを信頼してくれる存在だ。お前の中に『鈴すず原はら宗也を信頼しない神かん薙なぎアスマ』は存在しないんだ。だから今、お前は俺の目の前で武器を手放すなんてバカなことをした。それはさ、宗也、お前が結局『今の神薙アスマ』のことを見てなかったって証あかしだよ。俺の中に勝手に、お前の理想の神薙アスマを投とう影えいしてんじゃねえ」

「…………」

　宗也の表情が強こわ張ばる。

　役割ロールの仮面が崩くずれ始めたか、主人公？

　俺は追い打ちをかけるように告げた。




「お前は、自分だけ出口が分かってる暗くら闇やみの中で、無む邪じや気きに自分の手を握って付き従ってくれる奴やつを、周りに侍はべらせたいだけなんだよ」




「く……お、まえ……」

　宗也は呻うめく。だが、まだその声は力を失っていない。

　特殊効果付きの矢は威い力りよくが弱いとはいえ、結構な数が直撃したはずだ。やはりそれだけこいつの信念は強いってことなんだろうな。

　ここまでされて、俺の手を離さないところからも、それがよく分かる。

「アスマ、お前……ホントに、何も信じてないんだな……」

「ああ、俺は他人も自分も、信頼しちゃいねえ。信頼なんかクソ食らえだ」

「お前、みたいな……」

　宗也の表情が変わった。

　その瞳ひとみに、明確に敵意が宿ったように見えた。

「お前みたいな奴やつに──人に信頼される資格なんかない」

「はっ」

　俺は嘲ちよう笑しようの吐と息いきを漏もらす。

「そんな資格いらねえよ。進学にも就職にも、何の役にも立たねえじゃねえか」

「ラインハルト！」

　宗そう也やは俺を無視して仲間の名を呼んだ。

　なるほど。この状態じゃ、俺は狙ねらい放題だ。さぞ楽に倒せることだろう。

　にしても──ほんと綺き麗れいに思惑に嵌はまったもんだ。

　俺を信頼している、あるいは、信頼しようと努つとめている宗也が、どうしようもなく、完全に、徹底的に、もう否定しようがないほどに俺がクズだと認めざるを得なくなったらどうするか？

　彼の信頼の許容量を超えた俺は──そう、彼の中で「信頼される資格」を失うのだ。

　その時宗也の中に、「信頼する必要のない者」という「絶対悪」が生まれる。彼の中に勝手な価値基準が生み出され、善悪の評価基準が形成され、俺は悪のカテゴリーに放ほうり込まれて、彼の「仲間候補」から切り捨てられる。

　ここで、もし俺が負ければ、彼の信念は揺らがない。

　以前とは形が変わってしまうが、それでも「信頼は全すべてを救う」という彼の想おもいは変わらないだろう。ただ、「救う必要のないクズが世の中には存在する」という命題が、彼の中に生まれるだけだ。

　だから、ここで最後の揺さぶりをかける。

　張っておいた伏線を一気に回収するぜ。




　──堕おちろよ、主人公。




「……？　どうしたラインハルト！　さっさとこのクズを──」

　いつまでも俺を攻撃しない仲間に憤いきどおって、宗也は声を上げる。

　だが、攻撃なんかあるわけがない。

　渡り廊下が折れてこちらと分断されてしまった、一般教室棟側の廊下。

　そこに立つラインハルトとオーディン。

　オーディンを、アイシャが抑えていた。

　彼女が持つのは、イシュタルの〈神器アセツト〉──〈イシュティリアムス〉。それは左右二刀で一対の、シミターによく似た曲刀である。

　話だけは聞いてたけど、物ぶつ騒そうな外見だな。

　小柄な少女が持ってるもんだから、余計にそう見える。

「あ、あのあの、ご、ごめんなさい。動かないでくださいね。動くと、飛んじゃいますから。首とか……」

　……怖えよ。

　しかし、オーディンは言われるまでもなく動かない。

　横に立つラインハルトが何もできない状態だからだ。

　ラインハルトは──マシロに抑えられていた。

　彼女が手に持つのはアマテラスの〈神器アセツト〉だ。名前は分からないが、ドーナツみたいなリング状の武器──戦輪チヤクラムだ。

　それをラインハルトの首に当て、動きを封じている。

　まあ、彼なら、あれくらいの足止めは簡単に突破できると思う。

　彼が動けないのは、仲間と思っていたマシロに裏切られたからだろう。

　自分の信念に従い、相手の信念に賛同して集まった仲間だ。そりゃそうなるわな。

　そして、それは宗そう也やも同じだった。

「マシ……ロ……なにを、お前、何やってんだ……？　なんで」

　白昼夢でも見ているように疑問の言葉を繰り返す宗也。

　俺は〈アルテミシア〉のコンソールを操作しながら、言葉を放つ。

「約束だったな、宗也。ちょっと早いけど、教えてやるよ」

「な、んの……話だ？」

「さっき言っただろうが。マシロに何の話をしたかだよ」

　そう、十日かけて調べた事実だ。

「マシロの両親のことだよ」

「……それは」

「俺の持ってた写真に、俺とお前とマシロの両親も一緒に写ってるのがあったからさ、それを持って施設に行ってきた。写真を見せたらあっさり信用されてな、施設の人もいろいろ調べてくれて、今働いてる町までは分かったんだ。細かい住所は無理だったから、あとは神様の機動力も借りて──で、見つけたんだよ。二人がどこにいるのか」

　イシュタルとアイシャにも手分けして探させた。

　見つけられたのは、同じ県内にいたのと、やはり写真があったのが大きかっただろう。

「あの二人は自己破産して、今は名前を変えて暮らしている。養子を迎えて、まったく別の家族としてな」

「う……そだろ？」

「嘘うそなわけあるか。証拠はあるぞ。写真撮ってきたし、本人に話も聞いてきた。まあ、俺がマシロの知り合いだって分かったらすげえ嫌がって追い出されたけど。連れてってやってもいいぞ」

　全部本当だ。まあブラフでもいいんだが、信しん憑ぴよう性せいがあったほうが効果があるからな。

「だからさ、」




「マシロの両親は、マシロのところに戻ってくるつもりなんか、もうなかったんだよ」




　俺は、事実を叩たたきつけた。

　叩きつけられた宗そう也やは、

「う、そ……だ。嘘うそだ嘘だ！　いい加減なことを言うなよアスマ！　お前だって何度も会ったことあっただろうが！　マシロのお父さんもお母さんもすごくいい人だっただろ！　あんないい人たちがマシロを見捨てたりなんか──」

「いい加減にしろ！」

「……っ」

「これが事実なんだよ。お前は、十日くらいありゃ判明することを調べようともしないで勝手にあの二人を信頼した。そしてその信頼をマシロにも押しつけたんだ。マシロは、自分を見捨てた両親を、無理やり信頼させられてたんだよ。お前のせいでな！」

　思うに、それはマシロも同じだったはずだ。

　マシロは「自分でもちょっと調べたけど」両親の行方は分からなかったと言っていた。本当に知りたいと思えばきっと見つかっただろうし、幼くてその力がなかったとしても、施設の人に頼たのむなりなんなり方法はあったはずだ。

　そこまでしなかったマシロは、両親が自分を見捨てたことに気づいてたんだと思う。ただ、その事実を認めるか認めないか、彼女の中ではずっと強い葛かつ藤とうがあった。

　彼女はそれを自分で選択するべきだった。

　だが宗也は、《信頼》という言葉で、無理やり天てん秤びんを傾けたのだ。

「あ……う、け、けど、マシロは、マシロは笑ってたじゃないか！　俺と再会した時、マシロはずっと無表情だったんだぞ！　全然喋しやべりもしなくてまるで別人みたいで！　た、たとえ間違いでも、信頼することで、マシロは笑顔を取り戻したじゃないか！　それの何が悪い！」

「悪かねえよ」

　ああ、全然悪くない。

　世の中に「本物」も「本質」も存在しない。

　だったら嘘でも虚構でも、それによって誰かが救われるなら、存在する価値はある。本人が幸せなら、他人がそれを「おかしい間違いだお前は騙だまされている」と批難する権利なんてない。

　だけどさ。

「あの笑顔は、限界まで張り詰めた心を保つための虚きよ勢せいだよ。放っておいたらいつか壊れてたはずだ」

「なんでそんなことが分かるんだよ、お前に！」

「俺も──同じだったからさ」

　世界は俺に突きつけてきた。

　友情は簡単に壊れるものだと。家族の絆きずなはまやかしだと。信頼は裏切られるものだと。愛情はやがて消えるものだと。正義は存在しないと。平和は幻まぼろしだと。世の中で「正しい」と信じられているものはどれもこれも、いともたやすく人を裏切る「偽にせ物もの」なのだと。

　だが、まだそれを認められなかった時、俺は笑っていたんだ。今のマシロのように、痛みに堪たえ、辛つらさを滲にじませながらも、笑おうとし続けた。

　俺が壊れなかったのは、すべての信念を「偽物」と認めればいいと気づいたからだ。

　本物だと思うから、それがまやかしだと突きつけられたときに、その事実を受け入れられない。

　初めから何もかも、いつか自分を裏切るのだと思っていれば、「そんな世界なんていつか滅びればいいのに」と嘯うそぶいて、そして諦あきらめながら付き合っていける。

　だがマシロは。

「マシロは──そんな偽物を信頼させられて、破は綻たんするしかない未来を、笑顔で待ち構えていただけなんだよ」

「……！」

　信頼もいいさ。

　それは「裏切られることもある」という条件付きの限定的な範囲なら、自分の中に持っていて損のない基準だ。

　けれど、無条件の信頼は、いつか人を壊す。

「宗そう也や……お前の《信頼》はマシロにとっちゃ、信念でもなんでもない──」

「や、やめろ」




「──ただの呪のろいだったんだよ」




　するっと。

　俺の腕を掴つかむ宗也の手が緩ゆるんだ。

　放心したような、力を失った表情。

　俺はそれを見ながら、重力に引かれ落ちていく。

　このまま一階廊下のアスファルトに叩たたきつけられる──わけにはいかねえよな。後始末はきちんとしないとな。

　俺は〈アルテミシア〉を構え、矢を放つ。すでにコンソールは操作してあったので、放たれたのは特殊効果付きの紫の矢。

　それはワイヤーのような尾を引いて二階の天井に突き刺さり、そのまま俺を引き上げてくれる。ウインチみたいな感じだな。これ、結構使い勝手いいんだぜ。

　難なく廊下に降り立つと、俺は床に這はいつくばったままの宗そう也やを見下ろす。

　さっき俺の矢を受けたせいで制服はボロボロ、俺をずっと支えていたせいだろう、汗もかいてて辛つらそうだ。

「アスマ……お前」

　弱々しげな声で俺を呼びながら、顔を上げる宗也。

　俺は笑みを浮かべて言う。

「おい、どうしたんだよ正義の味方。お前は今手を離しちゃいけなかったんだぜ。それは《信頼》の放ほう棄きだ。結局お前は、自分を信頼してくれる人間しか受け入れられないんだってことを認めちまった。なのにマシロには、対価を求めない無償の信頼を押し付けてた。そのせいでマシロは苦しんだ。お前はそれに気づきもせずに、そんなものを信念として掲かかげていたんだ」

「違う！　違う、オレの、オレの信念は、正しさは、間違ってなんか──」

　宗也はもがいて、這いずって、俺から逃げるように、床に転がっていた剣──〈ミトラーブハティ〉に飛びついた。

『アスマさんっ！』

「もう心配ねえよ……」

　俺は宗也の行動を止めようとしない。

　宗也は剣の柄つかを握り、その切っ先を俺に向けた。

　だが──。

「ど、どうしたミトラ？　なんで輝かない！　光の力はどうした！　ほ、ほら、攻撃だ！　あいつを、あのクズを、倒して、オレの、信念の正しさを、信頼の強さを──」

　剣は光を放たない。

　それは、宗也の《信頼》がすでに力を失った証拠だ。

　信念が崩くずれ去った人間は、もはや神のパートナーたり得ないのだ。

　俺は弓を構える。

　普段より数倍は巨大な白矢が生成される。

「な、なんだよ、その力……お前今まで隠して……？」

「いやいや、言っただろ？　俺の信念は──《叛はん逆ぎやく》だって。世界の総すべてに、そこにはびこるあらゆる信念に叛はん旗きを翻ひるがえす。それを打ち壊した時、俺の信念は強化され、〈アルテミシア〉は最大の力を発揮する」

　それにしても、いつも以上に光が強烈だ。

　──と思ったら、普段はＳＤで映像が浮いて出てるだけのアルテミスが、等身大の立体映像になって現れた。

「え、なにお前、そんなことできたの？」

「これはですね、アスマさんの信念が高まったせいで実体化しちゃってるんです」

「つまり俺がどんだけこいつの《信頼》をぶっ壊せて気分がいいかってことだな」

「相手の負けが確定したら気分よくなってパワーアップとか、役に立たない上にクズすぎる信念ですね！」

「ほっとけ」

　信念の強さでパワーアップするなんてルールを作りやがった神様どもが悪い。

　にしても、今までＳＤだったから気にしてなかったけど、アルテミスの変身時の衣装は目のやり場に困るな……。

　しかもアルテミスは、俺の横に寄り添うようにして、矢を放つポーズを取ってくる。

「な、なんだよ、あまりひっつくな」

「いやでも、こうしないと、このサイズの矢はアスマさん一人じゃ放てないですよ」

「……なら仕方ないが」












　なるべくアルテミスの方は見ないようにしよう。

　俺は宗そう也やに向き直る。

　宗也は、いまだにわめきながら、力を発揮しようと頑がん張ばっていた。

　もう主人公らしさの欠片かけらも感じられないな。

　俺は、浮かべ続けていた笑みを深めて告げる。

　それは、きっとひどく残酷で、酷こく薄はくで、皮肉めいた嘲ちよう笑しようになっている。




「くたばれよ、信頼に溺おぼれて振り回された、正義の味方のクソ野郎」




　宗也は喚わめき声を上げながら剣を振り回すが、無意味だ。

　矢は着弾と同時に光を溢あふれ返らせ、宗也を吹き飛ばす。

「ぐぁ！」

　宗也は壁に叩たたきつけられて、そのまま地面に崩くず折れた。

　彼の手元からこぼれ落ちた剣が音を立てて砕け──




　ミトラの〈転聖鍵セイクリツド・キー〉もその形を失った。






　エピローグ　神かん薙なぎアスマのスタンス









　俺とマシロ、アイシャが〈神器アセツト〉を解除すると、〈転聖神域デイヴアイン・スフイア〉も消え去った。

　破壊された渡り廊下は元に戻り、遠くからは運動部員の掛け声が聞こえてくる。

「あ、ラインハルト！」

　マシロが声を上げた。

　見れば、ラインハルトとオーディンが彼女の制止を振り切って、窓から飛び出すところだった。そのまま壁と木を器用に伝って地上に降り、走り去っていった。すげえ。

　どうでもいいけど、去り際に思いっきり俺のこと睨にらんでったな。まあ無理もないけど。

「あれ……？　アスマ？　オレ、どうして……」

　床で伸びていた宗也が目を覚ました。

　どうやら〈最終戦争アポカリプス〉の記憶は失っても「神薙アスマと再会した」という記憶は残ったようだ。

　俺は適当に答えてやる。

「あー、なんか部活の見学に来てたんだけど、急に具合悪そうになってな、保健室に行く途中でへたりこんじゃったんだ。熱中症かなんかだと思うけど、大丈夫か？」

「そう……だったか？　いや、大丈夫だ。悪いな」

「気にすんな。保健室、すぐそこだからな」

　俺とマシロは宗そう也やを保健室へ連れて行った。

　部活があるので土日も常じよう駐ちゆうしている保健の先生が「なんともない」と診断したが──まあ、実際には熱中症でもなんでもないので当たり前だ──念のため少し休んでいくことになった。マシロが付き添うと申し出たので、任せて俺はさっさと帰ることにする。

　俺とアルテミスは廊下に出た。

　鼻をつく消毒薬の匂においが消える。

　が、後を追うように、すぐドアが開いて、匂いは俺の鼻をくすぐった。

「アスマくん」

「マシロ……」

　彼女は後手にドアを閉めて俺の前に立った。

　アマテラスは保健室の中で待っているようだ。

　彼女の頬ほおには、未いまだ涙のあとが残っている。

　あの時。

　宗也との戦いを始める前に両親のことを告げた瞬間に、ゆっくりと彼女の目に涙が浮かんで行くのを俺は見ていた。

　あの戦いの間、マシロはずっと泣いていたのだろうか。

　それは果たして──悲しみの涙か、浄化の涙か。

　まあ……そんなこと俺にはどうでもいいんだけどな。

「どうかしたか？」

「うん、あのね……」

　マシロは眉まゆ尻じりを下げた、難しい笑みを浮かべながら頭を下げてきた。




「──ありがとう。お父さんとお母さんのこと、教えてくれて」




　ありがとう、か。

　俺は、ほんの少し乱れた呼吸を整えてから、吐き出すように言った。

「…………やめろ」

「アスマくん？」

「別にお前のためにやったわけじゃない。俺の勝ちを確実にするために、宗也を無力化したかった。そのための手段に使っただけだ」

「で、でも」

「勘かん違ちがいするなよ。俺はお前の味方じゃない。俺の味方なんて存在しないんだ。俺は世界を滅ぼすために戦ってるんだからな。お前の信念がなんなのか知らないし、別に知りたいとも思わないけど、お前が俺の邪魔をするなら、俺はその信念にも叛はん逆ぎやくするぜ」

「……で、でも、それでも」

　マシロは、困ったような顔を浮かべ、その顔を俯うつむけ、また上げて……と戸と惑まどいの動作を繰り返してから、




「私が救われたのは、間違いない事実だから！」




　思いの外大きく響いた声に、マシロは「はわわ！」と恥ずかしそうに顔を赤らめる。

　が……すぐに、あの春の雪解けのような笑みで俺をまっすぐに見据えた。

　囚とらわれたように、俺は動けなくなる。

「……アスマくんが、世界を滅ぼしたいのは──その原因は、やっぱり私の転校の」

「違う」

　俺は即答する。

「それは単なるきっかけだ。俺は自分の意思で、自分からクズになったんだ。その原因を他の誰かや、一つの出来事に求めるつもりはない。だから、勝手に責任を感じたり、原因を名乗ったりするな。それは、俺の選択に対する──侮ぶ辱じよくだ」

　そう言い放って、俺はマシロから視線を引きはがした。

　背を向け、何も言わずに歩き出す。

　しかしマシロは、なおも執しつ拗ように、俺を縫ぬい止めようとする。

「待って！」

「なんだよ」

「それでもね……それでも、私、なんとかしたい。私が悪いからとか、そういうんじゃなくて、それでも、それでも私は──」

　マシロは声を震わせ、言葉を紡つむぐ。

「……アスマくん、言ったよね。自分が最後に残れば、他のどんな信念も存在する価値なんかないってことになるって。だから自分が、この世界を滅ぼしてやるんだって」

「ああ、言ったな……」

「じゃあ、もし私が、アスマくんを止められたら、アスマくんの信念のほうが間違ってたってことになるよね？　そうしたらアスマくんは、世界を滅ぼさない。そうだよね!?」

「…………」

　叫ぶマシロに、俺は直接答えを返せない。

　俺の願いを聞いて、信念を知って、俺の戦い方を見て、それでもなお向き合ってこようとするこの幼おさな馴な染じみに対して、俺の中に答えるための言葉なんか、あるはずがなかった。

　──マシロは今、いったいどんな顔をしているのだろう。

　それを確かめるために、俺は、振り返ることはしない。

　振り返れば、きっとまた勘かん違ちがいすると思ったからだ。

　そこに「本物」を幻視してしまう。

　この世界には「偽にせ物もの」しかないと分かっているのに。

　また何かを期待して、傷に堪たえ、辛つらさを滲にじませて笑うことになる。

　だから俺は背を向けたまま、

「──勝手にしろ」

　そんな言葉を投げ捨てて、

　その場を立ち去った。





　　　　★






「あんなこと、言っちゃって良かったんですか？」

　階段で一階に降り、玄関へ向かう途中でアルテミスがポツリと言った。

　マシロはあれ以上ついてくることはなかったし、俺を引き止めることもなかった。

　そのままずっと無言で歩いていたと思ったら、急に今の発言だ。静かでいいと思ってたのに……。

「何がだよ」

　俺はあえて乱暴に、分からないフリをして問い返した。

「さっきのアスマさん、なんかいつもと違いましたよ」

「違わねえよ。俺は、いつだってあんなふうに」

　クズな態度でしか人と接しない。

「違いましたよ。だってアスマさん、笑ってませんでしたもん」

「…………」

「いつもの、あのひどい笑顔。人を馬鹿にしたみたいな──」

　残酷で、酷こく薄はくで、皮肉めいた──

「あの笑顔。ひどいけど、もう見慣れちゃってて、私には、あれがないアスマさんの方がなんか心配になりますよ」

「……はっ」

　俺は吐と息いきを漏もらす。

　アホなことばっかり言ってるくせに、よく見てるよ、この女神様は。

「ねえ、アスマさん」

　アルテミスは言う。

「アスマさんの信念って、本当に《叛はん逆ぎやく》なんですか？」

「いきなり──何を言い出すんだお前は」

「前に、言ったじゃないですか。『俺の本当の信念は《救済》だ』って。あのときは嘘うそだって流されましたけど、実はあれ……本心だったんじゃないですか？」

「…………」

「アスマさん、マシロさんを《信頼》っていう呪じゆ縛ばくから救ってあげたじゃないですか」

「だからあれは宗そう也やに勝つための手段だって言っただろ──」

「本当に？」

　アルテミスは──まっすぐに俺を見てくる。いつになく真面目まじめな顔。

「だって……本当にどうでもいいなら、宗也さんもマシロさんも無視すればいいじゃないですか。光の力を使う相手にわざわざ立ち向かって、あんな手間をかけてマシロさんを救って。すごく、こだわってますよね。なんだか、それって──誰よりも、アスマさんが誰かを信頼したいって思ってて、宗也さんの信頼が本物かどうか確かめたくて、わざとつっかかっていったんじゃないかってふぎゃ」

「ばーか」

　俺は、いつまでも言葉を止めないアルテミスの鼻をつまむ。

「なんですかもー」

「……中学生の時にさ、作文で将来の夢を書かされたことがあるんだよな」

「ちょ、ごまかす気ですか？」

「ちげえよ。いいから聞け」

「はぁ……」

　アルテミスは不満そうだが、俺は構わず続ける。




「『夢はきっと叶かなう』なんて言葉は、その夢を食い物にしようとしている奴やつらの戯言ざれごとだ」




「……はぁ、それはまた、アスマさんらしいというか、なんというか」

「ジト目になってんぞ。とにかくさ、俺は今でもそう思ってる。この〈最終戦争アポカリプス〉なんてまさにそうじゃねえか」

「へ？」

「信念を掲かかげて、願いを叶えるために潰つぶし合いをしてるんだぜ？　その信念の純じゆん粋すいさと体格のバランスは、俺らくらいの年齢が最適なんだろ？　神様が少年少女の信念を食い物にしてるゲームじゃねえか。まるでこの世界の象徴みたいだぜ」

　宗也の《信頼》は真まっ直すぐだった。

　その純じゆん粋すいさゆえに自分の正面しか見えていない狭きよう量りようさはあったけれど、それは彼個人が生きていく上で障害になるほどの妄もう執しゆうだったわけじゃない。むしろ有効に働く原動力だっただろう。

　ミトラと出会い、〈最終戦争アポカリプス〉に参加して、彼が「正義の味方」に、世界の行く末を巡めぐる物語の「主人公」の一人にされてしまったからこそ、彼の信念は不具合を起こしてしまった。

　彼の夢は〈生命の樹の実〉を口にする前に、その巨大さに耐たえ切れず、自らを食い尽くしてしまったのだ。

「ゲームの盤上でルール通り、自分の信念が正しいと思い込んでその力を振り回してる奴やつはみんな敵だ。その信念を利用してる神様も敵だ。そんな下らないゲーム、俺がゲーム盤ごとひっくり返してやる。だから俺は総すべての信念に《叛はん逆ぎやく》するんだよ」

　たとえ誰かを《救済》することがあったとしても、それは、そいつが囚とらわれていた信念に俺が《叛逆》した結果の、たんなる偶然だ。

　──それでいいじゃないか。

　アルテミスは──俺の言葉に、まだ何か言いたそうな顔をしている。

　これ以上、この問答を続けたくはなかった。

　俺は、アルテミスのご所望どおり、嘲ちよう笑しようを浮かべると、言った。

「んなことより、さっさと帰ろうぜ。いつになく運動したら、腹減った」

　それで本当に安心したのか、アルテミスのほうもようやく普段の表情に戻った。

　そうそう、お前はその、ちょっとアホっぽいホニャラっとした顔のほうが似合うと思うぜ。

「…………いやいや、アスマさん。あれ、時間にしちゃ大したもんじゃないですからね？　せいぜい十五分くらいですよ？」

　マジかよ。あれでアニメのＡパートくらいしか観みれないの？　個人的には映画一本分くらいの気分だったんだけど……。

　アホなやりとりをしながら玄関まで行くと、正面に巨大な鏡があって、そこに自分の顔が映る。

　ふーん……俺はいつもこんな顔で笑ってたのか。

　死んだ魚のような目で。

　ん、まあ、あれだ。表情と目つきさえどうにかすれば、わりとイケメンだと思うんだよね。大丈夫、いけるいける──。

　いや、駄目だろ、どう考えても。

　この顔じゃないと心配になるとか、どうかしてるぞアルテミスは。

　しかし、彼女は勘かん違ちがいをしてる。

　俺は別に、人を馬鹿にするためにこんな顔をするわけじゃない。

　俺が、残酷と酷こく薄はくを抱いて、皮肉めいた気分で、嘲あざけりを向けている相手は──




　──俺自身なんだから。





　　　　★






　校門前まで来ると、イシュタルとアイシャが待っていた。

　土日には他校生が出入りするとはいえ、この二人は、さすがに高校生にゃ見えないからな。生徒の家族にも見えないし。

「あ、もう、遅いわよ坊や。女を待たせるなんて男のすることじゃないわ」

「うるせえよ」

　男とか女とかの枠でくくるのはやめろ！　男だって遅れるときは遅れるし、男同士や女同士の場合はぴったり同じ時間にこなきゃいけないの？って話になるし、そもそも女と待ち合わせなんかしたことない男だっているんですよ！

　えっと、なんの話してたっけ？

「そ、それで、宗そう也やさんやマシロさんは大丈夫だったんですか？」

　アイシャが心配そうに言ってくる。

　うーん……この子は、いろいろ大変な目に遭あってるだろうに、こういうところ真まっ直すぐで心配になるなぁ。

　俺は適当に経過を説明しておいた。

「──あー、あと、あれだ。ラインハルト、あいつは逃げてったけど、今回の件を逆恨みしたりしそうだったからな。お前らも一応気をつけたほうがいいかもな」

「…………へえ」

「なんだよイシュタル」

　彼女は目をまん丸にして俺をじろじろ見てくる。

　一応……でもなんでもなく、普通にイシュタルもかなり美人で、こう改めて目を合わせるのはちょっとアレだ。そもそもボッチは人と視線を交わすことに慣れてない。むしろ言葉を交わすのも慣れてないレベルだ。

「いや……坊や、そんな風に人を心配することもあるんだなぁって思ったのよ」

「あ──ほか。今回の件で、お前らも意外と使えることが分かったからな。簡単に退場されちゃもったいないと思ったんだよ」

「むー、何よそれ」

　膨ふくれっ面になるイシュタル。そうそう、こいつはこうやってギャグキャラっぽい顔をしててくれたほうが扱いやすい。

　一方アイシャは真剣な顔で、

「じゃ、じゃあ、アイシャたちは役に立つんですね。そ、それじゃ、ロードーカンキョーの改善をヨーキューしますっ！」

　お、おう、なかなかしたたかだな、この少女……。

「分かった……報酬のドーナッツを一人三つにしよう」

「本当ですか！　やったー！」

「坊や、その言葉に二言はないわね」

「ねえよ……」

　ないけど、自分で言っといてなんだが、二人とも本当にそれでいいのか？

「ず、ズルいですよアスマさん！　私も頑がん張ばったんですよ！」

「お前は弓に変身してただけじゃねえか」

「ひどい！　あれ、結構疲れるんですからね！　矢を生み出すのだって、こう色々とコツがあってですね──」

「分かった分かったうるせえな。ドーナッツくらいいくらでも買ってやる」

「わーい！　よし、イシュタル、アイシャちゃん、一緒に店のドーナッツを買い占めましょう！」

「いいわね、それ」

「あ、アイシャ、頑張って食べますっ」

「お前ら……もし残したら、二度とドーナッツ買わねえからな」

　わいわい騒さわぎ合いながら歩く三人の後ろを俺は呆あきれ顔でついていく。

　夕暮れ時、駅前へ向かう道はオレンジ色だ。

　涼しい風を肌に感じて、俺はようやく季節が秋に向かいつつあることに気づいた。

「ほらほら、アスマさん早く早く。ところで──アスマさんはどのドーナッツが好きなんです？」

「俺は特にどれでも……あの店は、コーヒーのお代わりがタダだから、よく利用してるだけだし。持ち帰りはついでだついで」

「じゃあ坊やのドーナッツはなしね」

「ああ？　ざけんな」

「み、みんなで平等に分け合いましょうっ」

　──ああ、なんなんだこのアホみたいなやりとりは。

　これが世界の命運を賭けて戦ってる神様と人間の会話だってんだから堪たまらない。

　けど──まあ、それもいいのかもしれない。

　どうせこんなの、世界が滅びるまでの、短い時間の暇ひまつぶしみたいなもんだ。

　滅ぼそうと思ってる俺自身が、そんな楽しんでていいのかって気もするけどな。

　別に構わないだろ。

　俺は、世界を救おうとしてる正義の味方でも、友達を助けようとしてる熱ねつ血けつ漢かんでも、姫を護まもる騎士でも、妹大好きなお兄ちゃんでもない、

　自分が滅ぼすまでの世界の終末を笑いながら過ごすような──




　──ただのクズなんだから。





了














あとがき







　はじめまして、あるいはお久しぶりです。北の大地から三み門かど鉄てつ狼ろうです。

　このたびは『クズだけど異能バトルで覇は権けん狙ってみた』略して『クズいの』を手にとっていただきありがとうございます。

　ＭＦ文庫Ｊではかなり長い間を空けての新刊となりましたが、サボってたわけではなくて、◯◯文庫とか××文庫とか△△文庫とかで本出してたんですよ。よかったらそっちもチェックしてみてね！（露骨な宣伝！）

　本作は、そんな経験も生かして書かれました。どういうことかというと……




　頑がん張ばったって上う手まくいかないもんは上手くいかない！




　世の中に絶対に信用できるもんなんてない！




　努力すればきっと夢は叶かなうだの、信じられる仲間がいれば乗り越えられるだの、そういうのはフィクションです、お話です、嘘うそっぱちです。

　そんな感じのアレな思いを込めて、本作の主人公・神かん薙なぎアスマは生み出されました。

　もう他人な気がしません。アスマが笑う場面では三門も笑い、アスマが怒りを感じるところでは三門も怒り、強い共感を覚えながら原稿を書き進めました。そして読み返したときに「こいつ本当にクズだなｗｗｗｗｗ」って思って、直後に自己嫌悪に陥ったりしたんだよ！　辛い！




　そんな後ろ向きのクズな主人公が、異能バトルに参加したらどうなるか、というのが本作のコンセプトです。

　クズなので、真面目まじめに戦いません。卑ひ怯きようで卑ひ劣れつな手を使うし、別にピンチに陥ったヒロインを助けるために頑張ったりしないし、そもそも目的が「世界を滅ぼすこと」なので、うん、まあ、当然まともな異能バトルものにはなりません。残念異能バトルです。




　そんなアレげな作品を世に送り出すために、沢山の方にお世話になりました。

　担当様には「こんな主人公で企画通るわけねえだろ！」「お前がもっと捻りが欲しいって言ったんじゃないか！」「捻くれてるのはお前の根性だ！」「うまいこと言ったつもりか！」（ボコスカボコスカ）といった感じの超ハートフルな打ち合わせで本作のレベルをぐっと引き上げていただきました。ありがとうございました。

　イラストレーターのユメのオワリ様には、キューティ＆ビューティなすばらしいイラストを描いていただきました。残念すぎるこのお話が、アスマの性格同様の薄暗い雰ふん囲い気きになりそうなところを、まさにアルテミスのような明るさで彩ってもらえて、本当によかったです。ありがとうございました。




　読者の皆様にも感謝を。この作品を読んだ方が、どんなふうに思うのか、残念ながら三み門かどには想像することしかできません。ですが、ほんの少しでも、たとえボジティブな感情ではなかったとしても、何かを動かせたら、あるいはそのきっかけになれたら、こんな嬉うれしいことはありません。




　続巻が出れば出るほど、主人公の願う「世界の終わり」が近づくというアレな構造になってしまっている本作ですが、それでもたくさん続きを出せる未来を祈りつつ。





　　　　　　　２０１５年５月末　札幌市某所のミスドにて　三門鉄てつ狼ろう






※この物語はフィクションであり、実在の人物、団体等とは無関係です。

　また、特定の宗教、信仰を称揚、あるいは毀損する意図は一切ありません。
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